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加 賀 市 の 概 要 

 

 

＜新しい加賀市の発足＞ 

 

平成１７年１０月１日に旧加賀市と旧山中町が合併し、新しい加賀市として発

足しました。 

　新加賀市は、石川県の最南端に位置し、西には荒波寄せる日本海と美しい緑の

松並み木が織りなす海岸線は、越前加賀海岸国定公園に指定されています。また、

東には霊峰白山を仰ぎ、南には大日山をはじめとする自然豊かな山々が連なって

おります。 

その大日山に源を発する大聖寺川と動橋川の流域に開け、山間部や丘陵部、平

野部、海岸部といった源流から河口にかけて、美しい渓谷や湧き出る温泉、潟、

湿地、砂浜などの変化に富んだ自然が凝縮されています。 

これら豊かな自然を背景に、城下町や温泉街、港町、農山村集落などが立地し

ており、風土色豊かな生活のもと、偉大な先人達は多様な文化を築いてきました。　　　 

山中温泉、山代温泉、片山津温泉をはじめ、古九谷や北前船、山中漆器など、

全国に誇る地域の宝が今も脈々と受け継がれています。 

 

 

＜加賀市のシンボル・位置・面積＞ 

 

　加賀市の頭文字「Ｋ」を基調に、お湯が湧き上がる姿をイ

メージし、未来に向けて飛躍する都市を表現したものです。

３つの図形で構成し、左から広大な日本海、緑豊かな大地、

そして温泉を表し、市民が互いに思いやり、支えあえるよう

にとの願いが込められています。 

 加賀市の市章 

 

［所在地］　石川県加賀市大聖寺南町ニ４１番地（市役所） 

　　　　　東経１３６度１８分５４秒　　北緯３６度１８分１０秒 
 

 

［面　積］　　　　　　　　　　　　  ３０５．８７ｋ㎡ 

 

東西間　　　　　２２．８ｋｍ 

南北間　　　　　２７．５ｋｍ 

　　　　　　　　　　　周　囲　　　　　９８．５ｋｍ 

海岸線　　　　　１６．５ｋｍ 
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＜加賀市の人口＞ 

 

＜消防本部・署の所在地及び施設詳細＞ 

 

＜歴代消防長＞ 

 

＜歴代消防団長＞ 

 

 
年　次 世帯数

人　　　口
備　考

 総数 男 女

 令和 8年 4月 1日 28,801 60,538 28,975 31,563 加賀市HP

 所　在　地 TEL・FAX（0761） 種　別 構　造 面積(㎡) 建築年月

 加賀市消防本部 

加賀市消防署

〒922－0422 

加賀市弓波町 257

72-0119 庁　舎 RC 3 階建 2,660.0
昭和 55年 9 月

 73-0382 訓練棟 S 5 階建 125.0

 
大聖寺分署

〒922－0811 

加賀市大聖寺南町ニ 41

73-0119
庁　舎 市役所別館併設 342.1 平成 2 年 9 月

 73-1340

 
片山津分署

〒922－0404 

加賀市源平町 51

74-0119
庁　舎 RC 2 階建 372.3 昭和 53年 5 月

 74-1135

 
山代分署

〒922－0243 

加賀市山代温泉北部 1 丁目 94

77-0119 庁　舎 RC 2 階建 439.5
昭和 49 年 3 月

 76-1159 機械室 CB 平屋建 16.0

 
山中分署

〒922－0112 

加賀市山中温泉西桂木町ヌ 17－2

78-0119 庁　舎 RC 3 階建 1,168．0 昭和 58年 2 月

 78-2012 訓練塔  S 造（2 棟） 75.0 平成 8 年 3 月

 歴　代 氏　名 就任年月日 退任年月日 備　考

 初　代 松村　勇一 平成 17 年 10 月 1 日 平成 20 年 9 月 30 日

 二　代 末　　一夫 平成 20 年 10 月 1 日 平成 23 年 3 月 31 日

 三　代 嶽野　賢一 平成 23 年 4 月 1 日 平成 24 年 3 月 31 日

 四  代  山下　秀男 平成 24 年 4 月 1 日 平成 27 年 3 月 31 日

 五　代 西谷外喜男 平成 27 年 4 月 1 日 平成 29 年 3 月 31 日

 六　代 山根　真一 平成 29 年 4 月 1 日 平成 31 年 3 月 31 日

 七　代 苗代　　修 平成 31 年 4 月 1 日 令和 2 年 3 月 31 日

 八　代 市村　公一 令和 2 年 4 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日

 九　代 大和　克幸 令和 6 年 4 月 1 日 現　在

 歴　代 氏　名 就任年月日 退任年月日 備　考

 初　代 川下　　勉 平成 17 年 10 月 1 日 平成 23 年 3 月 31 日

 二　代 山下　　勇 平成 23 年 4 月 1 日 平成 23 年 12 月 1 日

 
 

三　代 山下　敏雄
 

平成 23 年 12 月 2 日 平成 27 年 3 月 31 日

 
 

四　代 日根　悟司
 

平成 27 年 4 月 1 日 令 和 ５ 年 ３ 月 31 日

 
 

五　代 木田　充則
 

令和 5 年 4 月 1 日
 

　　現　在
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　元禄９年（１６９６）大聖寺藩では、幕命により江戸において定火消を設け、幕府の重要建造物

の守りを命じられたのが、大聖寺藩消防の始まりである。

　この３年前の元禄６年７月１７日に大火が発生し、城下を焼き尽くし、藩邸も一棟残らず焼失し

たものであるが、この中に２間×３間の「火消道具置処」と言う独立した建物も含まれており、専

従の火消役人が存在していたかは定かではないが、火消しに従事していたことは確かである。

　また、元禄９年よりそう遅くない時代に起こったと思われるが、幕政を見習い大聖寺藩内村々に

対して駆付人足制度を設けた。城下火災のときは、藩の重要建物である実性院・敷地天神宮・那谷

寺や福田の塩蔵、永町・瀬越・山中・串の米蔵、そして、当然のことだが火元詰などの火消人足を

命じ、重役級の火消役人の指揮により消防に当っていた。

　享保３年（１７１８）７月、大聖寺藩火消役に大井市正が定火消役を任ぜられると始めて記録に

登場する。始めは２０名から３０名を一組とし数組があったが、文政９年（１８２７）頃には一組

４０名前後で幾組も組織されていた。

　当然ながら町火消が存在していたことは確かであるが、何時頃組織され幾組あったかは明らかで

はなく、大聖寺藩では、城下において火災が発生したならば、「定火消・町火消・火消人足」がと

もに消防に当たっていたこの制度も明治維新とともに廃止され消滅したようだ。しかし、町火消や

火消人足制度が廃止されたからといって、対岸の火事と放っておくわけにいかず大聖寺町では「大

聖寺町鳶」、動橋村では「動橋火消組」が組織された。また、山中村では慶応元年（１８６５）村

火消しが起こったとあり、絶つこと無く継承された村もあった。　

  このように大半の村では藩政時代名残の火消制度が廃止されたが、明治２２年４月、消防組の設   　　

置義務を課した消防組規則が公布されると郡内の大半の村や集落では私設ではあるが消防組が組織　

されていった。町村制が施行され江沼郡１町１３４村が１町２４村に統合した年であった。

　その５年後の明治２７年５月、山代村に郡内では最初の公設消防組が創設され、これを皮切りに

町や村々の消防組は私設から公設へと改組されていったが、昭和１４年の戦時下における警防団令

の施行により、郡内すべての消防組は解散し警防団に改編された。大聖寺町警防団ではこれを機に

常備部を設置し、県下では金沢市、小松市、七尾市に次ぐ四番目の常備部設置であった。

　この警防団も昭和２２年４月、消防団令の制定公布により廃止され郡内すべての警防団は組織変

更され改称して消防団が発足した。　

　その翌年３月、消防組織法が施行され明治以来の消防組、戦時下の警防団、戦後の消防団と変遷

を経た消防は、明治２７年から５０余年間にわたる警察行政管理下から分離独立し自治体消防とし　

てスタートした。

　同法の施行により各自治体は消防本部･消防署を設置できることとなったが、郡内４町（大聖寺、

片山津、山代、山中）の消防団常備部や常備員配置地区ではその様な動きはなかった。しかし、山

中町は昭和３０年４月、３村と合併し、いち早く旧山中町消防本部・同消防署を発足させた。署長

以下９名であった。

　その３年後の昭和３３年１月、旧山中町を除く郡内の３町６村が合併して旧加賀市が誕生し、同

年４月、旧加賀市消防本部を創設した。また、大聖寺・山代・片山津の各消防団常備部を消防署と　　

し、１本部３消防署、消防長以下３５名の体制で発足した。

　これにより藩政時代から火災鎮圧を唯一の職務とした消防は、火消し消防から脱皮し、予防消防

へと移行した。更に、自治体消防として発足した両消防本部はそれぞれの環境のもと従来の警防業

務に加え救急・救助・危険物行政等と業務を拡大し、災害の複雑多様化・生活様式の変化による消

防行政需要の増加に伴い消防ポンプ車はもとより高規格救急車・はしご車・救助工作車等の施設整

備や消防力の充実強化を図り、消防環境の変化に応じた体制の整備を進めていった。

　そして、平成１７年１０月１日、旧加賀市・旧山中町の合併により新・加賀市消防本部が誕生し

た。

加賀市消防のあゆみ
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 沿　　　　革　　　　史

 年　　　次 内　　　　　　　　　　容

 平成 17 年 10 月 1 日 

 

 

 

 

 

平成 19 年 2 月 27 日 

 

平成 1 9 年 4 月 1 日 

平成 20 年 2 月 29 日 

平成 2 0 年 4 月 1 日 

平成 20 年 10 月 1 日 

平成 2 1 年 4 月 1 日 

平成 21 年 4 月 29 日 

 

 

 

平成 21 年 10 月 30 日 

 

平成 21 年 11 月 3 日 

 

 

平成 22 年 2 月 24 日 

 

平成 2 2 年 4 月 1 日 

 

平成 22 年 4 月 22 日 

 

平成 22 年 4 月 29 日 

平成 22 年 9 月 30 日 

 

平成 22 年 10 月 1 日 

 

平成 22 年 11 月 3 日 

 

平成 23 年 3 月 11 日 

 

 

平成 23 年 3 月 25 日 

平成 2 3 年 4 月 1 日 

 

 

平成 23 年 4 月 29 日 

 

 

平成 23 年 11 月 3 日 

平成 23 年 12 月 2 日 

平成 24 年 3 月 29 日 

 

平成 24 年 3 月 30 日 

 

加賀市制施行 

（市町村合併に伴い旧加賀市、旧山中町を廃し、その区域を以って加賀市とする） 

消防組織は１本部（１課）、１消防署、４分署（大聖寺分署、片山津分署、山代分署、山中分署）

体制となる。職員定数は１１８人（実員１１１人）　 

初代消防長に松村勇一氏が就任する。　 

初代消防団長に川下勉氏が就任する。　 

平成２年度配備のはしご付消防自動車を３０ｍ級はしご付消防自動車に更新整備する。 

（モリタ製　防衛施設補助事業　整備費１４６，７９０千円） 

消防職員２名を採用する。（実員１０８名） 

平成９年度配備の高規格救急車を更新整備する。（防衛施設補助事業　整備費２７，７０５千円） 

消防職員３名を採用する。（実員１０７名） 

第二代消防長に末 一夫氏が就任する。　 

消防職員５名を採用する。（実員１０６名） 

元消防団長 川下 勉氏が藍綬褒章を受章する。 

元加賀市消防本部消防長 山下 忠信氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

元山中町消防本部消防長 細野 晋治氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

元加賀市消防団大聖寺第２分団長 丹羽豊光氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

山代分署に耐震補強・改修工事を施す。 

（地域活性化・生活対策臨時交付金　事業費３１，２０９千円） 

元加賀市消防団消防副団長 寺尾 一彦氏が藍綬褒章を受章する。 

元加賀市消防本部消防長 谷本 直人氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

元加賀市消防団湖北分団長 鹿野 洋一氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

平成４年度配備の大聖寺第２分団車、昭和６０年度配備の分校分団車を更新整備する。 

（地域活性化・経済危機対策臨時交付金　整備費９，６６０千円×２台） 

消防職員５名を採用する。（実員１０９名） 

消防課（総務係）、予防課（予防係・消防係）の２課制とする。 

平成４年度配備の普通救急車を高規格化更新整備し、救急車４台運用とする。 

（緊急消防援助隊施設整備費補助事業　整備費２７，４０５千円） 

元加賀市消防本部消防次長 藤野 博氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

大聖寺分署に改修工事を施す。 

（地域活性化・きめ細かな臨時交付金　事業費４，６７３千円） 

大聖寺分署に高規格救急車１台を配備する。 

（救急業務を消防署２台、大聖寺分署１台、山中分署１台の体制とする） 

元山中町消防本部消防長 石蔵 博敏氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

元加賀市消防団大聖寺第１分団長 荻田 正郎氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

昭和６１年度配備の金明分団車を更新整備する。（再編交付金事業　整備費９，８４９千円） 

昭和６２年度配備の三谷分団車を更新整備する。 

（特定防衛施設周辺整備調整交付金　整備費１０，２１６千円） 

平成１４年度配備の高規格救急車をＪＡ共済連寄贈車に更新し、消防署に配備する。 

第三代消防長に嶽野 賢一氏が就任する。 

第二代消防団長に山下 勇氏が就任する。 

消防職員４名を採用する。（実員１０９名） 

元山中町消防団第５分団長 下出 宏氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

元加賀市消防団橋立分団長 安宅 忍氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

元加賀市消防本部予防課長 濱谷一雄氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

元山中町消防本部消防長 出口 数夫氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

第三代消防団長に山下 敏雄氏が就任する。 

昭和６３年度配備の橋立分団車を更新整備する。 

（特定防衛施設周辺整備調整交付金　整備費１０，４２７千円） 

大聖寺第２分団格納庫（統合）を整備する。大聖寺南町地内　 

（合併特例債　事業費４７，０７３千円） 

大聖寺第２分団に人員兼資機材搬送車を整備する。（整備費３，４２５千円）



- 6 -

 年　　　次 内　　　　　　　　　　容

 平成 2 4 年 4 月 1 日 

平成 2 4 年 4 月 1 日 

 

平成 24 年 4 月 29 日 

 

平成 24 年 9 月 28 日 

 

平成 24 年 12 月 26 日 

 

平成 2 5 年 3 月 6 日 

平成 25 年 3 月 22 日 

平成 25 年 3 月 28 日 

 

平成 2 5 年 4 月 1 日 

 

 

平成 25 年 5 月 17 日 

 

平成 25 年 11 月 3 日 

平成 26 年 2 月 18 日 

 

平成 26 年 2 月 20 日 

平成 26 年 2 月 21 日 

 

平成 26 年 3 月 17 日 

 

 

 

平成 26 年 3 月 27 日 

 

平成 2 6 年 4 月 1 日 

 

 

平成 26 年 4 月 29 日 

平成 26 年 10 月 1 日 

平成 26 年 10 月 15 日 

平成 26 年 11 月 3 日 

平成 26 年 11 月 17 日 

 

平成 26 年 12 月 11 日 

平成 2 7 年 2 月 9 日 

 

平成 27 年 2 月 24 日 

平成 2 7 年 3 月 4 日 

 

平成 27 年 3 月 31 日 

 

 

平成 27 年　4 月 1 日 

 

 

 

消防団再編計画に基づき、大聖寺第２、大聖寺第４分団が統合し、大聖寺第２分団となる。第四

代消防長に山下 秀男氏が就任する。 

消防職員２名を採用する。（実員１１０名） 

元加賀市消防署消防署長 秋田 昭弘氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

元加賀市消防団片山津第１分団長 坂口 健氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

消防本部庁舎に耐震補強・改修工事を施す。 

（社会資本整備総合交付金及び合併特例債　事業費１８６，０７１千円） 

平成７年度配備の火災調査車を廃車し、防火広報兼火災調査車に更新整備する。 

（再編交付金事業　整備費４，２２０千円） 

後方支援車を消防署に配備する。(総務省消防庁貸与) 

平成元年度配備の湖北分団車を更新整備する。（再編交付金事業　整備費１０，０７０千円） 

山中第３分団に人員兼資機材搬送車を整備する。（過疎対策事業債　整備費４，１４８千円） 

作見分団格納庫を更新整備する。（特定防衛施設周辺整備調整交付金　事業費１２，３０５千円） 

消防団再編計画に基づき、山中第３、山中第４分団が統合し、山中第３分団となる。 

山中第５分団を山中第４分団に改名する。 

消防職員５名を採用する。（実員１１３名） 

山中第３分団格納庫（統合）を整備する。山中温泉宮の杜１丁目５　　 

（過疎対策事業債　事象費３７，２３６千円） 

元加賀市消防署片山津分署長 田中 利秋氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

平成１０年度配備の高規格救急車を更新整備し、山中分署に配備する。 

（過疎対策事業債　整備費２７，５１０千円） 

片山津分団に人員兼資機材搬送車を整備する。（合併特例債　整備費３，２７６千円） 

平成２年度配備の水槽付消防ポンプ自動車を更新整備し、大聖寺分署に配備する。 

（緊急消防援助隊施設整備費補助事業　整備費３４，７５５千円） 

平成１１年度整備の消防緊急通信指令システムを高機能消防指令センターに更新整備する。 

（NEC ネッツエスアイ 防衛施設周辺消防施設整備事業　事業費２０５，４８５千円） 

消防救急デジタル無線を整備する。 

（協和エクシオ　緊急消防援助隊施設整備費補助事業　事業費２８２，９７５千円）　 

片山津分団格納庫（統合）を整備する。片山津温泉七 1-32 

（再編交付金事業　事業費２６,４０８千円） 

消防団再編計画に基づき、片山津第１、片山津第２分団が統合し、片山津分団となる。 

消防課を消防総務課、予防課消防係を予防課警防係、消防署通信指令室を予防課通信係と 

する。消防職員４名を採用する。（実員１１２名） 

加賀市消防団消防副団長 村谷 勇一氏が藍綬褒章を受章する。 

消防職員１名を採用する。（実員１１３名） 

平成２年度配備の山中第１分団車を更新整備する。（過疎対策事業債　整備費１０，９０８千円） 

元加賀市消防本部消防課長 宮竹 節氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章をする。 

平成２年度配備の大聖寺第３分団車、平成４年配備の庄分団車を更新整備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費１０，９０８千円×２台） 

30ｍ級はしご付消防自動車を分解整備(オーバーホール)する。（整備費３６，３９６千円） 

昭和５８年度配備の小型動力ポンプ付水槽車を水槽付消防ポンプ自動車に更新整備し、山代分署 

に配備する。（再編交付金事業　整備費３２，１８４千円） 

山代第１分団に人員兼資機材搬送車を整備する。（緊急防災・減災事業債　整備費３，４８２千円） 

平成３年度配備の化学消防ポンプ自動車を更新整備し、片山津分署に配備する。 

（防衛施設周辺消防施設整備事業　整備費４０，９３２千円） 

山代第１分団格納庫（統合）を整備する。山代温泉桔梗丘 3丁目 47-2 の一部 

（緊急防災・減災事業債　事業費２９,５０６千円） 

資機材搭載多機能車を消防署に配備する（総務省消防庁貸与） 

消防団再編計画に基づき、山代第１、山代第２分団が統合し、山代第１分団となる。 

山代第３分団を山代第２分団に改名する。 

第五代消防長に西谷 外喜男氏が就任する。 

第四代消防団長に日根 悟司氏が就任する。 

消防職員６名を採用する。（実員１１６名）
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 年　　　次 内　　　　　　　　　　容

 平成 27 年　5 月 31 日 

平成 27 年 11 月 11 日 

 

平成 27 年 11 月 12 日 

 

平成 27 年 12 月 14 日 

平成 28 年　1 月 12 日 

 

平成 28 年　1 月 15 日 

 

平成 28 年　3 月 11 日 

平成 28 年　4 月 1 日 

平成 28 年 5 月 13 日 

平成 28 年 5 月 31 日 

平成 28 年 11 月 10 日 

平成 29 年 1 月 17 日 

 

平成 29 年 1 月 26 日 

 

平成 29 年 2 月 22 日 

 

平成 2 9 年 4 月 1 日 

 

 

平成 29 年 4 月 29 日 

平成 29 年 11 月 3 日 

平成 29 年 12 月 3 日 

平成 30 年 2 月 27 日 

 

平成 3 0 年 3 月 8 日 

 

平成 30 年 3 月 29 日 

 

 

平成 3 0 年 4 月 1 日 

平成 30 年 11 月 12 日 

平成 30 年 12 月 14 日 

 

平成 31 年 2 月 26 日 

 

平成 31 年 3 月 13 日 

平成 31 年 3 月 15 日 

平成 3 1 年 4 月 1 日 

 

平成 31 年 4 月 29 日 

 

令和元年 11 月 13 日 

令和 2 年 2 月 1 8 日 

 

令和 2 年 3 月 2 5 日 

 

令和 2 年 3 月 2 7 日 

 

国道８号線拡幅工事に伴い、庄分団格納庫を移転整備する。西島町カ 148 番地 

（移転補償費　事業費１６，７２９千円） 

元消防長 松村 勇一氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

元加賀市消防団片山津第１分団長 竹野 勇氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

平成３年度配備の大聖寺第１分団車を更新整備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費１１，９８８千円） 

平成７年度配備の広報車を日本消防協会寄贈車に更新し、片山津分署に配備する。 

平成３年度、平成４年度配備の広報車２台を更新整備し、大聖寺分署、山代分署に配備する。 

（再編交付金事業 整備費２，４８４千円×２台） 

平成７年度配備の消防ポンプ自動車を更新整備し、消防署に配備する。 

（防衛施設周辺消防施設整備事業　整備費３５，３１６千円） 

湖北分団格納庫を更新整備する。（再編交付金事業　事業費１５，６２８千円） 

消防職員５名を採用する。（実員１１６名） 

元加賀市消防団大聖寺第３分団長 高澤 邦夫氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

消防団長 日根 悟司氏が石川県消防協会長に就任する。（任期２年） 

元加賀市消防本部消防司令 坂上 勉氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

昭和６３年度配備の山中第４分団車を更新整備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費１１，７７２千円） 

平成３年度配備の山代第２分団車を更新整備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費１１，７５０千円） 

平成９年度配備の救助工作車を更新整備する。 

（防衛施設周辺消防施設整備事業　整備費８８，１２８千円） 

第六代消防長に山根 真一氏が就任する。 

警防課を新設し、予防課警防係を警防課警防係、予防課通信係を警防課通信係とする。 

消防職員５名を採用する。（実員１１５名） 

元加賀市消防団消防副団長　寺尾 一彦氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

元消防長　末 一夫氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

平成４年度配備の南郷分団車を更新整備する。（緊急防災・減災事業債　整備費１１，９８８千円） 

平成７年度配備の防火広報兼資機材搬送車を更新整備し、消防署に配備する。 

（小松飛行場関連再編関連特別事業　整備費７，８７３千円） 

平成１２年度配備の予防査察車を更新整備し、消防本部に配備する。 

（特定防衛施設周辺整備調整交付金　整備費３，１６４千円） 

平成６年度配備の動橋分団車を更新整備する。 

（特定防衛施設周辺整備調整交付金　整備費１４，４７２千円） 

消防職員３名を採用する。（実員１１４名） 

元加賀市消防団湖北分団長 宮﨑 眞弘氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

平成７年度配備の水槽付消防ポンプ自動車を更新整備し、山中分署に配備する。 

（過疎対策事業債　整備費４０，６０８千円） 

平成１９年度配備の高規格救急自動車を更新整備し、大聖寺分署に配備する。 

（防衛施設周辺消防施設整備事業　整備費３１，０９２千円） 

平成５年度配備の三木分団車を更新整備する。（緊急防災・減災事業債　整備費１３，９３２千円） 

片山津分署に耐震補強・改修工事を施す。（合併特例債　事業費１０３，１５１千円） 

第七代消防長に苗代 修氏が就任する。 

消防職員３名を採用する。（実員１１３名） 

消防団長 日根 悟司氏が藍綬褒章を受章する。 

元加賀市消防団橋立分団長 氷見山 敏男氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

第２４回全国女性消防操法大会に加賀市女性消防隊が出場し、第７位優良賞を受賞する。 

平成６年度配備の東谷口分団車、平成９年度配備の山中第３分団車更新整備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費１６，１７０千円×２台） 

動橋分団に格納庫を移転整備する。動橋町ワ 36-1 

（緊急防災・減災事業債　事業費２１，９４５千円） 

平成１３年度配備の消防ポンプ自動車を更新整備し、大聖寺分署に配備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費３１，６８０千円） 
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 年　　　次 内　　　　　　　　　　容

 令和 2 年 3 月 3 1 日 

令 和 2 年 4 月 1 日 

 

 

 

令和 2 年 10 月 30 日 

令和 3 年 1 月 2 8 日 

 

令 和 3 年 2 月 9 日 

令 和 3 年 3 月 9 日 

 

令 和 3 年 4 月 1 日 

令和 3 年 4 月 2 9 日 

令和 3 年 5 月 1 9 日 

令 和 3 年 6 月 1 日 

令 和 3 年 9 月 7 日 

 

令和 3 年 1 1 月 3 日 

令 和 4 年 2 月 3 日 

令 和 4 年 4 月 1 日 

令和 4 年 8 月 2 9 日 

 

令和 4 年 1 1 月 3 日 

令和 4 年 12 月 26 日 

 

令 和 5 年 2 月 8 日 

令 和 5 年 4 月 1 日 

 

令和 5 年 4 月 2 9 日 

令和 5 年 1 1 月 3 日 

令 和 6 年 3 月 8 日 

 

令和 6 年 2 月 1 3 日 

 

令 和 6 年 4 月 1 日 

 

令和 6 年 4 月 2 9 日 

令和 6 年 10 月 15 日 

令和 6 年 1 1 月 3 日 

令和 6 年 1 2 月 5 日 

 

令和 7 年 2 月 1 7 日 

 

令 和 7 年 4 月 1 日 

令和 7 年 4 月 2 9 日 

令和 7 年 1 1 月 3 日 

令和 7 年 1 0 月 1 日 

 

令 和 8 年 4 月 1 日

三木分団格納庫を更新整備する。（緊急防災・減災事業債　事業費２３，６５０千円） 

第八代消防長に市村 公一氏が就任する。 

消防職員４名を採用する。（実員１１４名）平成２２年度配備の高規格救急自動車を更新整備し、

消防署に配備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費３３，３７４千円） 

平成９年度配備の塩屋分団車を更新整備する。（緊急防災・減災事業債　整備費１６，５００千円） 

平成２３年度配備の高規格救急自動車を更新整備し、消防署に配備する。 

（防衛施設周辺消防施設整備事業　整備費３２，５４９千円） 

平成７年度配備の勅使分団車を更新整備する。（緊急防災・減災事業債　整備費１６，５００千円） 

平成１５年度配備の予防査察車を更新整備し、消防署に配備する。 

（再編交付金事業　整備費２，８６０千円） 

消防職員４名を採用する。（実員１１７名） 

元消防長 山下 秀男氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

３０ｍ級はしご付消防自動車を分解整備(オーバーホール)する。（整備費３４，１００千円） 

元山中町消防団山中第６分団長 宮本 作多朗氏が高齢者叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

平成９年度配備の山中第２分団車を更新整備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費１７，６００千円） 

元加賀市消防団消防副団長 上野 茂男氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

平成１２年度配備の広報車を日本消防協会寄贈車に更新し、山中分署に配備する。 

消防職員２名を採用する。（実員１１７名） 

平成１０年度配備の作見分団車を更新整備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費１７，６００千円） 

元加賀市消防団消防副団長　林 外治氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

平成１５年度配備の消防ポンプ自動車を更新整備し、片山津分署に配備する。 

（防衛施設周辺消防施設整備事業　整備費３８，９４０千円） 

救助用資機材搭載型消防ポンプ自動車を片山津分団に配備する。（総務省消防庁貸与） 

第五代消防団長に木田 充則氏が就任する。 

消防職員２名を採用する。（実員１１９名） 

元予防課長 紺谷 博氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

元加賀市消防団消防分団長 松山 昭治氏が春秋叙勲、瑞宝単光章を受章する。 

令和５年度消防デジタル無線 管理監視制御装置等を更新整備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費 １４，８５０千円） 

平成１５年度配備の消防ポンプ自動車を整備更新し、山代分署に配備する。 

（緊急防災・減災事業債　整備費 ４１，８００千円） 

第九代消防長に大和 克幸氏が就任する。 

消防職員１名を採用する。（実員１１７名） 

元消防署長 高野 久一氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

平成２５年度配備の高規格救急車を塩浜節子氏寄贈車に更新し、山中分署に配備する。 

元消防長　西谷 外喜男氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

平成１１年度配備の山代第１分団車を更新整備する。 

（総務省消防庁貸与　整備費２９，８００千円） 

平成１７年度配備の消防ポンプ自動車を整備更新し、山中分署に配備する。 

（緊急消防援助隊施設整備費補助事業／過疎対策事業債　整備費４２，６８０千円） 

消防職員５名を採用する。（実員１２１名） 

元消防次長 西出 透氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

元消防署長 前田 祐司氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝双光章を受章する。 

平成２６年度整備の消防緊急通信指令システムを高機能消防指令システムに更新整備する。 

（NEC ネッツエスアイ 防衛施設周辺消防施設整備事業　事業費３５１，４６１千円） 

消防団再編計画に基づき、山中第２、山中第４分団が再編し、山中第２分団に改名するとともに

新たに部制の導入に伴い、山中温泉部及び東谷部を新設する。 



 

Ⅰ　総　務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
消防本部庁舎 

 

 
 
 
 



１ 消 防 組 織

（１）　機　構 市 長

消 防 長

加賀市消防本部

消 防 総 務 課 予 防 課 警 防 課 加 賀 市 消 防 署

消 防 団 長

加 賀 市 消 防 団

第１方面 第２方面 第３方面 第４方面

消

防

指

令

室

大

聖

寺

分

署

片

山

津

分

署

山

代

分

署

山

中

分

署

大

聖

寺

第

１

分

団

大

聖

寺

第

２

分

団

大

聖

寺

第

３

分

団

橋

立

分

団

南

郷

分

団

三

木

分

団

三

谷

分

団

塩

屋

分

団

片

山

津

分

団

作

見

分

団

金

明

分

団

湖

北

分

団

動

橋

分

団

分

校

分

団

山

代

第

１

分

団

山

代

第

２

分

団

庄

分

団

勅

使

分

団

東

谷

口

分

団

山

中

第

１

分

団

山

中

第

２

分

団

山

中

第

３

分

団

山

中

温

泉

部

東

谷

部
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(1)　公印の管守に関すること

(2)　例規に関すること

(3)　職員の人事、給与、勤務時間その他勤務条件に関すること

(4)　職員の任免、分限、懲戒、身分及び表彰等に関すること

(5)　職員の福利厚生及び保健衛生に関すること

(6)　消防職員委員会に関すること

(7)　職員及び団員の公務災害に関すること

(8)　予算に関すること

(9)　消防財産の管理に関すること

(10) 消防力整備計画策定に関すること

(11) 文書の収受、発送に関すること

(12) 消防用機械器具の整備保全に関すること

(13) 職員及び団員の教養研修に関すること

(14) 消防団に関すること

(1)　火災予防に関すること

(2)　火災予防の立入検査及び査察に関すること

(3)　防火管理者に関すること

(4)　防火に関する指導、相談及び諸届出に関すること

(5)  防火関係諸団体に関すること

(6)　建築物の確認同意事務に関すること

(7)  消防用設備等の設置指導及び検査に関すること

(8)　防火対象物の訓練及び講習に関すること

(9)  危険物の規制取締及び指導に関すること

(10) 危険物施設に係る許認可及び検査等に関すること

(11) 危険物施設の管理者等の指導に関すること

(12) 危険物災害の調査に関すること

(13) 煙火の消費に関すること

(14) 液化石油ガス取締りに関すること

(15) 電気用品販売事業者に係る立入検査及び報告の徴収に関すること

( ２ ) 消 防 本 部 事 務 分 掌

消
　
防
　
総
　
務
　
課

予
　
　
防
　
　
課
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(1)  火災・救急・救助統計及び消防年報に関すること

(2)  火災の原因調査、損害調査及びり災証明に関すること

(3)  消防器具施設整備事業に関すること

(4)  消防水利施設の整備、調査及び保全に関すること

(5)  消防防災訓練等に関すること

(6)  応援協定に関すること

(7)  車両・装備に関すること

(8)  救急業務に関すること

(9)　防災関係諸団体の育成指導に関すること

(1)　通信業務に関すること

(2)　通信施設の整備保全に関すること

(3)　火災等の出動指令に関すること

(4)　救急医療情報に関すること

(5)　気象情報の収集、記録に関すること

（３） 消 防 署 事 務 分 掌

消

防

指

令

室

(1)　災害の警戒、防ぎょに関すること

(2)　消防水利の調査保全に関すること

(3)　消防対象物の警防調査及び訓練等に関すること

(4)　地域・職域自衛消防隊の指導に関すること

片 山 津 分 署
(5)　職員及び団員の訓練に関すること

(6)　防火相談に関すること

(7)　消防機械器具の整備保全に関すること

山 代 分 署
(8)　消防団各方面の庶務に関すること（各分署）　

(9)　自主防災組織の育成に関すること

(10) 火災の原因調査、損害調査に関すること

(11) 火災予防の立入検査及び査察に関すること

(12) 防火対象物の訓練及び講習に関すること

大 聖 寺 分 署

(1)　救急・救助業務に関すること

山 中 分 署 (2)　応急救護の指導に関すること

(3)　救急・救助統計に関すること

(4)　応急手当の普及啓発に関すること

(5)　医療機関との連絡に関すること

警

防

課

警
　
　
　
　
防

加
　
賀
　
市
　
消
　
防
　
署

救

急

・

救

助
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２　職　　員

 (１)  職員配置状況

令和8年4月1日現在

　　　　　　　　     　　　階　　級

　　所　　　属

消 防 長 1 1 

消 防 総 務 課 1 2 1 1 5 

（ 県 航 空 消 防 防 災 室 派 遣 ） 0 

（ 県 消 防 学 校 派 遣 ）  1 1 

予 防 課 1 3 1 2 7 

警 防 課 1 3 4 

（ 消 防 指 令 室 ） 5 2 2 2 11 

消 防 署 1 8 4 10 3 7 33 

大 聖 寺 分 署 5 1 6 3 2 17 

片 山 津 分 署 5 2 2 2 11 

山 代 分 署 5 4 2 11 

山 中 分 署 6 3 2 2 4 17 

合　　　　　　　　　　計 1 4 42 14 30 10 17 118 

 （２）  勤続年数状況

令和8年4月1日現在

　　　　　　　　　　　階　　級

　勤　続　年　数

  ５　  　年　        　 未 　   満 1 9 10 

　５年以上   　～   　１０年未満 3 7 8 18 

１０年以上   　～　   １５年未満 15 2 17 

１５年以上   　～　   ２０年未満 3 11 14 

２０年以上   　～   　２５年未満 5 1 6 

２５年以上   　～　   ３０年未満 7 5 12 

３０　　　年　  　    　以　　 　上 1 4 35 1 41 

合　　　　　　　　　　計 1 4 42 14 30 10 17 118 

消 防 監 司 令 長 司 令 司 令 補 士 長 副 士 長 消 防 士 合 計

消
　
　
防
　
　
署

消 防 監 司 令 長 司 令 司 令 補 士 長 副 士 長 消 防 士 合 計
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合　　　　　　　　　　計

(３)  年齢別職員数
令和8年4月1日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　階　　　級

　　年　齢　区　分

１８　歳　  　　　～　　　  　２０　歳 3 3 

２１　歳　  　　　～　　  　　２５　歳 15 15 

２６　歳　　  　　～　　  　　３０　歳 7 10 3 20 

３１　歳　　  　　～　　　  　３５　歳 10 10 

３６　歳　　  　　～　　　  　４０　歳 12 12 

４１　歳　　  　　～　　　  　４５　歳 9 9 

４６　歳　　  　　～　　　  　５０　歳 17 2 19 

５１　歳　　  　　～　　  　　５５　歳 1 18 1 20 

５6　歳　　  　　～　　  　　60　歳 1 3 6 10 

６１　歳　以上　  　　　　  　　　　　 3 3 

合　　　　　　　　　　　　計 1 4 42 14 30 10 17 118 

平　　　　均　　　　年　　　　齢 58.0 56.5 53.1 45.0 34.3 27.3 23.2 40.3 

(４)  教育・訓練等派遣状況
令和7年4月1日～令和8年3月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　階　　　級

　研　修　等　種　別

初 任 教 育 5 5 

初 級 幹 部 科 2 2 

火 災 調 査 科 1 1 2 

警 防 科 2 2 

救 急 科 2 2 

指 導 救 命 士 養 成 講 習

救 命 士 生 涯 教 育 講 習 1 1 

兼 任 救 急 隊 員 教 育 講 習 2 2 

消 防 大 学

予 防 業 務 研 究 会 1 1 

違 反 是 正 発 表 会 1 1 

火 災 科 学 研 修 会 1 1 

救 急 業 務 研 究 会

救 助 技 術 指 導 会 審 査 員 等 研 修 会

救 助 技 術 指 導 会 3 1 4 

小型移動式クレーン運転技能講習会 1 1 2 

玉 掛 技 能 講 習 会 1 1 2 

大 型 自 動 車 免 許 2 1 3 

大 型 車 両 系 建 設 機 械 資 格 講 習 1 1 

小 型 車 両 系 建 設 機 械 資 格 講 習 1 1 2 

小 型 船 舶 免 許 講 習 1 1 

テールゲートリフターによる荷役作業特別教育 1 1 

潜 水 技 能 認 定 講 習 1 1 2 

山 岳 遭 難 救 助 研 修 1 1 

合 計 2 1 17 8 10 38 

消防監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 合　計

消防監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 合　計

東
近
畿
支
部

消
　
防
　
学
　
校

そ
　
の
　
他
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(５）  免許資格等取得状況

令和8年4月1日現在

階　　　　　級
区分または種別

救 急 救 命 士 1 11 4 8 4 4 32 

気 管 挿 管 資 格 認 定 4 2 6 12 

薬 剤 投 与 資 格 認 定 5 3 8 2 2 20 

二処置(心肺停止前輸液・ブドウ糖投与)資格認定 5 3 8 2 2 20 

救 急 Ⅱ ・ 標 準 課 程 （ 救 命 士 除 く ） 4 33 8 19 8 11 83 

普 通 自 動 車 免 許 1 4 44 12 29 11 20 121 

中 型 自 動 車 免 許 1 4 44 12 29 10 7 107 

大 型 自 動 車 免 許 1 3 43 12 29 10 1 99 

大 型 特 殊 2 12 1 3 18 

車 両 系 建 設 機 械 （ 小 型 含 む ） 1 2 23 5 21 3 55 

第 １ 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士 1 1 2 

第 ２ 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士 1 4 43 12 28 11 14 113 

消 防 設 備 士 甲 １ 1 1 

消 防 設 備 士 甲 ２ 0 

消 防 設 備 士 甲 ３ 0 

消 防 設 備 士 甲 ４ 1 1 2 

消 防 設 備 士 甲 ５ 1 1 

消 防 設 備 士 乙 １ 1 1 

消 防 設 備 士 乙 ４ 3 3 

消 防 設 備 士 乙 ５ 1 1 

消 防 設 備 士 乙 ６ 1 2 15 8 10 8 6 50 

消 防 設 備 士 乙 ７ 0 

甲 種 危 険 物 取 扱 者 1 1 

乙 種 危 険 物 取 扱 者 3 27 11 19 7 10 77 

丙 種 危 険 物 取 扱 者 1 2 12 1 16 

防 火 査 察 資 格 者 1 9 4 14 1 5 34 

消 防 用 設 備 等 資 格 者 1 1 5 2 6 15 

危 険 物 資 格 者 7 2 5 14 

小 型 船 舶 操 縦 19 3 6 28 

ガ ス 溶 接 技 能 講 習 1 4 30 5 12 1 53 

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素 危 険 作 業 1 2 31 8 3 45 

小 型 移 動 式 ク レ ー ン 資 格 1 4 29 4 14 52 

玉 掛 技 能 資 格 1 4 25 4 14 48 

スキューバダイビングライセンス（１・２・３級ダイバー） 2 19 6 15 7 3 52 

潜 水 士 （ 労 働 安 全 衛 生 法 に よ る 免 許 証 ） 2 21 8 16 8 6 61 

消防監 司令長 司　令 司令補 士　長 副士長 消防士 合　計

救
急

救
命
士

運
転
免
許

危
険
物

予
防
技
術
検
定

消
防
設
備
士
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３　予    算

（１） 令和８年度消防費当初予算比較表

歳　　入

（単位：千円）

科　　　　　　　　目 当初予算額 前年度予算額 比　　　　　較

負　　　　担　　　　金 0 0 0 

使　　　　用　　　　料 37 37 0 

手　　　　数　　　　料 655 655 0 

国　 庫 　支　出　金 0 113,067 -113,067 

県 　　 　支　出　金 8,376 26,905 -18,529 

雑　　　　 　　　　　入 22,698 22,131 567 

消　　　　防　　　　債 83,700 225,800 -142,100 

計 115,466 388,595 -273,129 

歳　　出

科　　　　　　　目 当初予算額 前年度予算額 比　　　　較

報 酬 1,996 1,823 173 

給 料 464,386 451,361 13,025 

職 員 手 当 等 318,249 295,922 22,327 

共 済 費 148,731 140,113 8,618 

報 償 費 150 153 -3 

旅 費 706 538 168 

交 際 費 28 22 6 

需 用 費 39,468 37,094 2,374 

役 務 費 11,856 10,743 1,113 

委 託 費 20,107 11,197 8,910 

使 用 料 及 び 賃 借 料 12,219 10,592 1,627 

備 品 購 入 費 2,024 1,566 458 

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 3,712 3,330 382 

公 課 費 1,304 382 922 

計 1,024,936 964,836 60,100 

常
　
　
　
　
備
　
　
　
　
消
　
　
　
　
防
　
　
　
　
費
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（単位：千円）

科　　　　　　　目 当初予算額 前年度予算額 比　　　　較

報 酬 35,476 35,380 96 

災 害 補 償 費 1,200 1,200 0 

報 償 費 10,030 9,540 490 

旅 費 0 0 0 

交 際 費 18 18 0 

需 用 費 1,434 3,127 -1,693 

役 務 費 0 0 0 

使 用 料 及 び 賃 借 料 0 0 0 

備 品 購 入 費 1,200 0 1,200 

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 11,752 11,736 16 

公 課 費 0 0 0 

計 61,110 61,001 109 

旅 費 1,800 159 1,641 

需 用 費 6,943 6,605 338 

役 務 費 588 560 28 

委 託 費 19,643 15,568 4,075 

使 用 料 及 び 賃 借 料 0 0 0 

工 事 請 負 費 67,300 21,900 45,400 

原 材 料 費 0 0 0 

公 有 財 産 購 入 費 0 0 0 

備 品 購 入 費 0 319,791 -319,791 

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 21,753 24,354 -2,601 

公 課 費 567 416 151 

計 118,594 389,353 -270,759 

消 防 費 合 計 1,204,640 1,415,190 -210,550 

※水防費、災害対策費を除く。

非
　
　
常
　
　
備
　
　
消
　
　
防
　
　
費

消
　
　
　
防
　
　
　
施
　
　
　
設
　
　
　
費
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年　　度

令 和 ４ 年

令 和 ５ 年

令 和 ６ 年

令 和 ７ 年

令 和 ８ 年

（単位：千円）

区 分 一般会計決算

に対する割合

年 度 別 （％）

34,624,000 35,987,441 1,084,445 1,075,227 3.0 

33,986,000 36,657,428 1,101,985 1,104,526 3.0 

34,281,000 38,430,248 1,155,717 1,353,315 3.5 

41,727,000 41,783,459 1,425,590 1,468,143 3.5 

36,705,000 1,204,640 

(２)  令和８年度消防費当初予算額

(３)  消防費の市民負担状況

決算額（千円） 一世帯当り（円） 一人当たり（円）

1,075,227 37,410 16,845 

1,104,526 38,248 17,501 

1,353,315 46,830 21,768 

1,468,143 50,975 23,958 

1,204,640 41,683 19,899 

※　令和8年度は当初予算額

(４)   一般会計と消防費の比較

一 般 会 計 消 防 費

令 和 4 年

令 和 5 年

令 和 6 年

令 和 7 年

令 和 8 年

※水防費、災害対策費は除く

当初予算額 決算額 当初予算額 決算額

常備消防費
68.2%

非常備消防費
4.3%

消防施設費
27.5%

常備消防費

非常備消防費

消防施設費

消防費
総　額

１，２０４，６４０千円

１，０２４，９３６千円

６１、１１０千円

１１８，５９４千円

（うち人件費・職員給与  933,413千円）
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消 防 ポ ン プ 車 1 2 1 1 5 

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 車 1 1 1 3 

は し ご 自 動 車 1 1 1 100 

化 学 消 防 ポ ン プ 車 1 1 1 100 

小 型 ポ ン プ 付 水 槽 車 1 1 

救 助 工 作 車 1 1 1 100 

指 揮 車 1 1 1 100 

救 急 車 4 1 2 1 4 100 

消 防 ポ ン プ 車 23 3 3 2 4 11 23 100 

小 型 動 力 ポ ン プ 28 1 2 2 1 22 28 28 

４　消防力

(１)   装 備 の 配 置

令和8年4月1日現在

現　　　　　有　　　　　数

市　　街　　地

大

聖

寺

地

区

片

山

津

地

区

山

代

地

区

山

中

地

区

8 100 

消 防 団

所 属 車 両 名

基
　
　
　
　
　
　
準
　
　
　
　
　
　
数

不
　
　
　
 
 
　
　
　
足
　
　
　
 
　
 
　
　
数

充
　
　
 
 
　
足
　
　
 
 
　
率
　
　
　

（
％

）

準

市

街

地

合
 
 
 
　
 
 
 
　
 
 
 
 
 
計

消 防 署
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面　　積　（k㎡） 人　　口　（人） 世　帯　(世帯）

118人 2.59 513.03 244.92 

面　　積　（k㎡） 人　　口　（人） 世　帯　(世帯）

371人 0.82 163.18 77.90 

面　　積　（k㎡） 人　　口　（人） 世　帯　(世帯）

８台 38.23 7,567.25 3,612.50 

面　　積　（km） 人　　口　（人） 世　帯　(世帯）

２３台 13.3 2,632.09 1,256.52 

(２)   単 位 比 較 表

令和8年4月1日現在

職　員　一　人　当　た　り　に　対　す　る

団　員　一　人　当　た　り　に　対　す　る

消 防 車 一 台 当 た り に 対 す る

消 防 車 一 台 当 た り に 対 す る

消　　　防　　　職　　　員

消　　　防　　　団　　　員

常備消防ポンプ自動車

非常備消防ポンプ自動車
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No 協定名 協定先 協定年月日 協定内容
常 備
非常備

備考

1  石川県消防広域応援協定  県内各市町  平成3年8月1日  全災害  常  備  文書

2  消防相互応援協定  小松市  平成17年11月1日  全災害
 常  備
 非常備

 文書

3
 高速自動車国道北陸自動車道
 における消防及び救急業務応
 援協定

 金沢市・白山野々市
 広域事務組合・能美
 市・小松市

 平成17年2月1日
 火  災
 救  急
 救  助

 常  備  文書

4  消防相互応援協定  嶺北消防組合  平成17年11月1日  全災害
 常  備
 非常備

 文書

5
 高速自動車国道北陸自動車道
 における消防相互応援協定

 嶺北消防組合  平成18年3月20日
 火  災
 救  急
 救  助

 常  備  文書

6
 石川県消防防災ヘリコプター
 支援協定

 県内各市町  平成26年4月1日  全災害
 常  備
 非常備

 文書

7
 加賀市消防本部と山中山岳会
 における応援協定

 山中山岳会  平成17年11月1日  全災害
 常  備
 非常備

 文書

8
 ガス漏れ及び爆発事故等の防
 災対策に関する申し合わせ

 石川県LPガス協会
 加南支部

 平成17年11月1日  その他  常  備  文書

9
 加賀市消防本部と加賀山岳会
 における応援協定

 加賀山岳会  平成21年7月31日  全災害
 常  備
 非常備

 文書

（３）   消防応援協定等締結状況
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Ⅱ　消　防 

１　予　　防 

 

 
令和７年度　防火防災図画・ポスター優秀作品 



月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

総数 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

劇 場 ・ 演 芸 場 又 は 観 覧 場 3 

公 会 堂 又 は 集 会 場 143 2 1 1 4 

キ ャ バ レ ー ・ ナ イ ト ク ラ ブ

遊 技 場 又 は ダ ン ス ホ ー ル 5 1 1 2 

性風俗関連特殊営業を含む店舗

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 個 室 店 舗 1 

待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店 60 1 1 2 4 

4 百 貸 店 ・ 店 舗 又 は 展 示 場 109 1 6 4 1 1 13 

旅 館 ・ ホ テ ル 又 は 宿 泊 所 102 2 1 3 3 2 3 40 20 4 34 2 15 129 

寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅 521 1 1 5 17 9 5 3 4 45 

（１） 特 定 診 療 科 名 を 有 す る 病 院 等 4 1 1 1 3 

（２） 特定診療科名を有する有床診療所等 3 1 1 

（３） (1)、(2)以外の病院及び有床診療所等 7 

（４） 無 床 診 療 所 又 は 無 床 助 産 所 24 1 1 1 1 4 

（１） 老人入所施設・養護老人ホーム等 34 4 1 1 4 1 2 1 14 

（２） 救 護 施 設

（３） 乳 児 院

（４） 障 害 児 入 所 施 設

（５） 障 害 者 支 援 施 設 4 1 1 2 

（１） 老 人 通 所 施 設 等 17 5 1 2 8 

（２） 更 生 施 設

（３） 助 産 施 設 ・ 保 育 所 等 26 

（４） 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等

（５） 身 体 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 等 19 1 1 2 

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 3 

7 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 ・ 他 学 校 44 1 1 

8 図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 11 3 1 1 1 3 1 10 

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 7 3 1 4 

イ 以 外 の 公 衆 浴 場 5 1 1 

10 車 両 の 停 車 場 3 

11 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 57 1 2 1 4 

工 場 又 は 作 業 場 622 5 7 4 4 4 2 23 2 11 23 24 27 136 

映 画 ス タ ジ オ

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場 22 1 2 1 4 

回 転 翼 航 空 機 の 格 納 庫

14 倉 庫 325 2 1 2 4 1 6 17 6 13 52 

15 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 323 2 1 2 3 10 7 9 4 26 13 3 11 91 

特 定 複 合 用 途 防 火 対 象 物 373 1 1 2 1 6 11 10 1 1 5 4 2 45 

イ 以 外 の 複 合 防 火 対 象 物 318 1 2 2 10 17 5 5 4 12 9 5 72 

17 重 要 文 化 財 14 8 8 

3,209 28 13 15 21 52 73 107 43 66 105 54 82 659 

1　予　防

（１）  火災予防査察及び消防用設備等設置検査月別実施状況
令和7年4月1日～令和8年3月31日

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

合　　　　　　　　　　　　　　計

防　火　対　象　物　の　別
合
計

1

2

3

5

イ

ロ

ハ

9

12

13

16

6
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劇 場 ・ 演 芸 場 又 は 観 覧 場 1 1 

公 会 堂 又 は 集 会 場 70 45 41 18 174 

キ ャ バ レ ー ・ ナ イ ト ク ラ ブ

遊 技 場 又 は ダ ン ス ホ ー ル 3 1 1 5 

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 含 む 店 舗

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 個 室 店 舗 1 1 

待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店 13 20 17 5 55 

4 百 貸 店 ・ 店 舗 又 は 展 示 場 19 22 19 7 67 

旅 館 ・ ホ テ ル 又 は 宿 泊 所 2 16 21 19 58 

寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅 4 5 6 2 17 

（１） 特 定 診 療 科 名 を 有 す る 病 院 等 1 1 2 

（２） 特 定 診 療 科 名 を 有 す る 有 床 診 療 所 等 1 1 2 

（３） (1) 、 (2) 以 外 の 病 院 及 び 有 床 診 療 所 等 0 

（４） 無 床 診 療 所 又 は 無 床 助 産 所 2 2 1 5 

（１） 老 人 入 所 施 設 ・ 養 護 老 人 ホ ー ム 等 10 9 5 3 27 

（２） 救 護 施 設

（３） 乳 児 院

（４） 障 害 児 入 所 施 設

（５） 障 害 者 支 援 施 設 1 1 

（１） 老 人 通 所 施 設 等 2 5 1 8 

（２） 更 生 施 設

（３） 助 産 施 設 ・ 保 育 所 等 6 4 4 3 17 

（４） 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等

（５） 身 体 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 等 4 1 1 6 

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 2 2 

7 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 ・ 他 学 校 8 9 5 3 25 

8 図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 2 1 1 2 6 

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 4 2 6 

イ 以 外 の 公 衆 浴 場 1 2 1 4 

10 車 両 の 停 車 場 1 

11 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会 7 7 5 4 23 

工 場 又 は 作 業 場 4 8 2 14 

映 画 ス タ ジ オ

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

回 転 翼 航 空 機 の 格 納 庫

14 倉 庫

15 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 24 4 7 5 40 

特 定 複 合 用 途 防 火 対 象 物 33 46 37 19 135 

イ 以 外 の 複 合 防 火 対 象 物 22 12 7 4 45 

17 重 要 文 化 財 2 1 3 

240 224 187 99 750 

（２）  防火管理者を必要とする防火対象物

　　　　令和8年4月1日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地　　区　　別

　防火対象物の別

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

大聖寺地区 片山津地区 山代地区 山中地区 合 計

1

2

3

5

イ

ロ

ハ

9

12

13

16

6
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

1 1

1 3 2 1 1

1 2 3 3 8 1 2 4 4 2 1

1 1 1 1 2 2 2 3

1 1

1 2 5 6 6 9 3 4 7 4 7 2

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

3 5 1 2 4 3 5 1 1 5

2 1 1 1

1 4 2 2

7 1 3 6 5 7 5 5 6 2 7

1 1 3 2 1 1 3

1 1 1 4 3 3

1 1 3 1 3 2 2 3 1 3

1 1 1 1

1 1

13 2 15 15 9 20 12 18 12 8 25

（３）  月別消防用設備等着工届出状況

令和7年4月1日～令和8年3月31日

　　　　　　　　　月　別

　設　備　別

屋 内 消 火 栓 設 備 2 

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 8 

特 殊 消 火 設 備

屋 外 消 火 栓 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備 31 

火 災 通 報 装 置 13 

避 難 器 具

必 要 と さ れ る 防 火 安 全

性 能 を 有 す る 設 備 等
2 

特 殊 消 防 用 設 備 等

合　　　　　　計 56 

（４）  月別消防用設備等設置届出状況

令和7年4月1日～令和8年3月31日

　　　　　　　　　　月　別

　設　備　別

消 火 器 30 

屋 内 消 火 栓 設 備 5 

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 9 

特 殊 消 火 設 備

屋 外 消 火 栓 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備 54 

火 災 通 報 装 置 12 

漏 電 火 災 警 報 器

非 常 警 報 設 備 13 

避 難 器 具

誘 導 灯 ・ 誘 導 標 識 20 

消 防 用 水

連 結 送 水 管

動 力 消 防 ポ ン プ 設 備 4 

必 要 と さ れ る 防 火 安 全

性 能 を 有 す る 設 備 等
2 

特 殊 消 防 用 設 備 等

合　　　　　　計 149 

合　計

合　計
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業
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合

用

途
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火

対

象

物

イ

以

外

の

複

合

防

火

対

象

物

重

要

文

化

財

3 階 3 1 9 2 2 1 2 5 1 8 2 15 26 14 91

4 階 3 2 2 1 3 1 10 5 2 29

5 階 1 3 2 4 3 13

6 階 1 1 2 4

7 階 1 1 2

8 階 1 1

9 階 1 1 1 3

10 階

3 階 3 3 5 23 1 2 1 6 5 2 6 4 9 29 9 108

4 階 2 12 1 1 1 2 1 2 11 1 34

5 階 3 8 1 1 13

6 階 6 5 1 1 1 2 16

7 階 1 1 1 1 4

8 階 4 1 5

9 階 2 2

10 階

3 階 1 1 6 4 2 70 1 2 1 1 2 1 11 7 9 43 36 198

4 階 4 1 7 22 1 3 1 15 4 58

5 階 5 6 1 1 1 1 15

6 階 7 5 1 13

7 階 7 2 9

8 階 5 1 1 7

9 階

10 階 1 1 2

3 階 2 2 10 17 1 2 16 4 5 21 8 88

4 階 5 15 1 1 2 1 2 2 1 30

5 階 8 13 2 23

6 階 6 1 1 8

7 階 2 1 3

8 階 3 3

9 階 1 1

10 階 1 1

3 階 1 1 14 10 17 119 1 1 1 4 2 2 2 4 15 1 5 3 41 17 38 119 67 485

4 階 4 1 14 52 1 2 5 1 2 7 1 7 1 12 33 8 151

5 階 1 16 30 1 1 3 8 4 64

6 階 19 11 2 1 1 1 1 3 2 41

7 階 10 4 1 2 1 18

8 階 12 2 1 1 16

9 階 4 1 1 6

10 階 1 1 1 3

1 1 19 11 93 220 5 1 2 6 7 2 6 2 4 22 1 8 3 48 18 54 167 83 784

（５）　中高層建築物実態
令和8年4月1日現在

1 2 3 5 6 9 12 13 16

イ ロ ハ

合計

　
　
防
火
対
象
物
の
別

合
　
　
　
　
　
　
　
計

イ ロ イ ロ ハ ニ イ ロ イ ロ ニ イ ロ イ ロ イ ロ イ ロ

大

聖

寺

地

区

片

山

津

地

区

山

代

地

区

山

中

地

区

総
　
　
合
　
　
計

- 24 -



（６）  建築同意事務処理件数

 ア  用途別

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

劇 場 ・ 演 芸 場 又 は 観 覧 場

公 会 堂 又 は 集 会 場

キ ャ バ レ ー ・ ナ イ ト ク ラ ブ

遊 技 場 又 は ダ ン ス ホ ー ル

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 含 む 店 舗

カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 個 室 店 舗

待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店

4 百 貸 店 ・ 店 舗 又 は 展 示 場 1 1 2 

旅 館 ・ ホ テ ル 又 は 宿 泊 所 1 1 

寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅 1 1 2 

（１） 特 定 診 療 科 名 を 有 す る 病 院 等

（２） 特 定 診 療 科 名 を 有 す る 有 床 診 療 所 等

（３） (1) 、 (2) 以 外 の 病 院 及 び 有 床 診 療 所 等

（４） 無 床 診 療 所 又 は 無 床 助 産 所

（１） 老 人 入 所 施 設 ・ 養 護 老 人 ホ ー ム 等

（２） 救 護 施 設

（３） 乳 児 院

（４） 障 害 児 入 所 施 設

（５） 障 害 者 支 援 施 設

（１） 老 人 通 所 施 設 等

（２） 更 生 施 設

（３） 助 産 施 設 ・ 保 育 所 等

（４） 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー 等

（５） 身 体 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 等 1 1 2 

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

7 小 ・ 中 ・ 高 等 学 校 ・ 他 学 校

8 図 書 館 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 2 2 

イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 車 両 の 停 車 場

11 神 社 ・ 寺 院 ・ 教 会

工 場 又 は 作 業 場 3 1 2 1 2 1 2 12 

映 画 ス タ ジ オ

自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

回 転 翼 航 空 機 の 格 納 庫

14 倉 庫 1 1 1 2 5 

15 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 2 3 1 2 1 9 

特 定 複 合 用 途 防 火 対 象 物

イ 以 外 の 複 合 防 火 対 象 物 1 1 2 1 5 

17 重 要 文 化 財

1 2 1 1 5 

4 4 1 1 1 1 1 13 

4 8 11 2 3 5 4 6 6 5 3 1 58 

令和7年4月1日～令和8年3月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　月　　別

　防火対象物の別
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

3 8 10 2 3 5 2 6 6 5 3 1 
1 1 1 

1 

4 8 11 2 3 5 4 6 6 5 3 1 

  イ  工事別

令和7年4月1日～令和8年3月31日

　　　　　　　月　別
　工事別

新 築 54 
増 築 3 
改 築 1 
移 転
用 途 変 更
大 規 模 改 修

合　　　　　　計 58 

（７）  過去５年間の建築確認同意等事務処理件数

合　計

82

72

83

68

58

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （件数）

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

確　　　認　　　同　　　意

5

3

3

2

1

0 1 2 3 4 5 6 (件数）
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令和4年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

許　　　可 　　申　　 請

3

4

5

5

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
(件数）

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度

令和7年度

計　　画　　通　　知
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（８）  危険物倍数別、類別状況（完成検査済証交付施設）

貯　　　　　　蔵　　　　　　所 取　　　扱　　　所

　　　　　　製 造 所 等 の 別

　　      区　　　　　　分

合　　　　　　　　　　計 347 1 28 34 13 137 36 2 46 2 48 

５ 倍 以 下 166 15 9 11 75 31 6 19 

５ 倍 を 超 え １ ０ 倍 以 下 83 9 7 2 42 2 5 16 

１ ０ 倍 を 超 え ５ ０ 倍 以 下 62 2 17 17 1 10 2 13 

５ ０ 倍 を 超 え １ ０ ０ 倍 以 下 9 1 1 1 2 4 

１ ０ ０ 倍 を 超 え １ ５ ０ 倍 以 下 9 1 4 4 

１ ５ ０ 倍 を 超 え ２ ０ ０ 倍 以 下 6 6 

２００倍を超え１，０００倍以下 12 1 11 

第　　　　　１　　　　　類

第　　　　　２　　　　　類 1 1 

第　　　　　3　　　　　類

第　　　　　４　　　　　類 345 1 26 34 13 137 36 2 46 2 48 

第　　　　　５　　　　　類

第　　　　　６　　　　　類

混　　　　　　　　　　　在 1 1 

令和8年4月1日現在

合
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（９） 危険物事務処理件数

令和7年4月1日～令和8年3月31日

貯 蔵 所 取 扱 所

設 置 許 可 5 3 2 

変 更 許 可 11 1 8 2 

他許可行政庁に転出（常置場所変更）

他許可行政庁から転入（常置場所変更許可）

設 置 完 成 検 査 4 2 2 

変 更 完 成 検 査 13 1 2 8 2 

他 許 可 行 政 庁 か ら 転 入 （ 完 成 ）

仮 使 用 承 認 8 7 1 

廃 止 届 4 2 1 1 

再 交 付 申 請

品 名 数 量 倍 数 の 変 更 届 3 1 2 

譲 渡 引 渡 届

（１０） 消防本部への5か年度の諸届出件数

届 出 区 分 令和7年度 令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 59 63 62 49 33 

消 防 用 設 備 等 着 工 届 56 81 61 80 46 

消 防 用 設 備 等 設 置 届 149 220 235 184 142 

ボ イ ラ ー 等 設 置 届 21 9 10 7 14 

発 電 設 備 設 置 届 4 6 4 4 2 

変 電 設 備 設 置 届 15 9 13 25 11 

蓄 電 池 設 備 設 置 届 3 2 2 7 7 

気 球 設 置 届

火 薬 類 煙 火 消 費 許 可 申 請 2 2 3 2 1 

火 災 と 紛 ら わ し い 煙 等 の 行 為 届 190 158 160 146 161 

煙 火 打 ち 上 げ 届 5 3 15 16 2 

催 物 開 催 届

露 店 等 の 開 設 届 出 書 41 11 5 24 8 

少 量 危 険 物 ・ 指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 届 45 24 39 31 17 

圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス 等 の 貯 蔵 届 18 13 28 14 23 

防 火 管 理 者 選 任 解 任 届 出 書 146 162 150 178 167 

消 防 計 画 作 成 変 更 届 出 書 170 171 172 224 159 

喫 煙 等 承 認 申 請 書

消 防 訓 練 実 施 結 果 報 告 書 652 603 533 543 510 

防 火 安 全 性 に 関 す る 意 見 書 交 付 申 請

消 防 用 設 備 等 点 検 結 果 報 告 書 1,346 1,273 1,311 1,137 1,079 

合 計 2,922 2,810 2,803 2,671 2,382 

　　　　　　　　　　　　製造所等の別

　　　区　　分
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（１１）　女性防火クラブの現況　 

 

ア　クラブの現況　　　　　　　　　　　　    　　　　　　令和 8 年 4 月 1 日現在　 

 

 

 

 番号 ク ラ ブ の 名 称 クラブ結成年月 クラブ員数

 １ 高 塚 町　女性防火クラブ 昭和５９年１１月  ２名

 ２ 分 校 町　女性防火クラブ 昭和５９年１２月  ６名

 ３ 箱 宮 町　女性防火クラブ 昭和５９年１２月  ２名

 ４ 上 河 崎 町　女性防火クラブ 昭和６０年　３月  ５名

 ５ 打 越 町　女性防火クラブ 昭和６１年　５月 ６名

 ６ 三 谷 地 区　女性防火クラブ 昭和６１年１１月 １２名

 ７ 大 聖 寺 婦 人 会　女性防火クラブ 平成 元年　６月  ７名

 ８ 黒 瀬 町　女性防火クラブ 平成  ２年１１月  ４名

 ９ 田 尻 町　女性防火クラブ 平成１０年　６月 １５名

 １0 作 見 地 区　女性防火クラブ 平成１４年１０月 ９名

 合　　　　　　　　計 １０　ク　ラ　ブ ６８名
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イ　年間行事 

三谷地区消火栓放水競技大会参加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５月 

　市内小型動力ポンプ放水競技大会出席・参加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７月 

　大聖寺地区消火栓放水競技大会参加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９月 

　秋期研修会開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・９月 

　市内こども園、保育園防火教育指導巡回・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１月 

　火災予防運動期間中における街頭広報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１月 

　加賀市消防出初式出席・参加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １月 

　文化財防火デー火災防ぎょ訓練参加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １月 

　 
ウ　主な表彰等 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（加賀市婦人防火クラブ）・・・・・・・・昭和５７年１１月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（市村役員）・・・・・・・・・・・・・・昭和５８年１１月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（四十九院町婦人防火クラブ）・・・・・・昭和５９年１１月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（久藤会長、篠原町婦人防火クラブ）・・・昭和６１年１１月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（藪内副会長、庄町婦人防火クラブ）・・・昭和６２年１１月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（上河崎町婦人防火クラブ）・・・・・・・平成  元年１１月 

　自治大臣表彰（久藤会長）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成  ２年　８月 

　日本防火協会理事長表彰（加賀市婦人防火クラブ連絡協議会）・・・・・・・平成  ２年　８月 

　石川県知事表彰（加賀市婦人防火クラブ連絡協議会）・・・・・・・・・・・平成  ２年１１月 

石川県少年婦人防火委員会長表彰（三谷地区婦人防火クラブ）・・・・・・・平成  ２年１１月 

石川県少年婦人防火委員会長表彰（分校町婦人防火クラブ）・・・・・・・・平成  ３年１１月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（伊切町婦人防火クラブ）・・・・・・・・平成  ４年１１月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（大聖寺永町婦人防火クラブ）・・・・・・平成  ５年１１月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（山代温泉１９区婦人防火クラブ）・・・・平成  ６年１１月 

　石川県知事表彰（伊切町婦人消防隊）・・・・・・・・・・・・・・・・・・平成  ７年１１月 

　日本消防協会長表彰（伊切町婦人消防隊）・・・・・・・・・・・・・・・・平成  ９年　２月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（丸山町婦人防火クラブ）・・・・・・・・平成  ９年１１月 

　自治体消防５０周年記念表彰（伊切町婦人防火クラブ）・・・・・・・・・・平成１０年　５月 

　石川県知事表彰（四十九院町婦人防火クラブ）・・・・・・・・・・・・・・平成１０年　５月 

　石川県少年婦人防火委員会長表彰（黒瀬町婦人防火クラブ）・・・・・・・・平成１０年１１月 

日本防火協会長特別表彰（加賀市婦人防火クラブ）・・・・・・・・・・・・平成１０年１１月 

石川県少年婦人防火委員会長表彰（高塚町婦人防火クラブ）・・・・・・・・平成１１年１１月 

石川県少年婦人防火委員会長表彰（加美谷台婦人防火クラブ）・・・・・・・平成１１年１１月 

　　石川県少年婦人防火委員会長表彰（東出副会長、分校町婦人防火クラブ）・・平成１２年１２月 

　日本防火協会特別表彰（藪内副会長、妙蓮会婦人防火クラブ）・・・・・・・平成１２年１２月 

　　石川県知事表彰（大聖寺永町婦人消防隊）・・・・・・・・・・・・・・・・平成１３年１１月 

　　石川県少年婦人防火委員会長表彰（箱宮町婦人防火クラブ）・・・・・・・・平成１３年１１月 
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石川県少年婦人防火委員会長表彰（打越町婦人防火クラブ）・・・・・・・・平成１４年１１月 

石川県少年女性防火委員会長表彰（林副会長）・・・・・・・・・・・・・・平成１５年１１月 

石川県子ども女性防火委員会長表彰（田尻町女性防火クラブ）・・・・・・・平成１６年１１月 

日本消防協会長表彰（上河崎町女性防火クラブ） ・・・・・・・・・・・・平成１８年  ２月 

　石川県女性防火クラブ結成２５年記念大会特別表彰(篠原町女性防火クラブ) 平成２０年１１月 

 　　 石川県子ども女性防火委員会長表彰（河南町女性防火クラブ）・・・・・・・平成２３年１１月 

　　  石川県子ども女性防火委員会長表彰（作見地区女性防火クラブ）・・・・・・平成２３年１１月 

　　　石川県子ども女性防火委員会長表彰（妙蓮会女性防火クラブ）・・・・・・・平成２３年１１月 

　　　石川県子ども女性防火委員会長表彰（塩浦副会長）・・・・・・・・・・・・平成２３年１１月 

　　　石川県子ども女性防火委員会長表彰（山本役員） ・・・・・・・・・・・・平成２４年１２月 

石川県女性防火クラブ連絡協議会長表彰（高塚町女性防火クラブ）・・・・ 平成２５年１１月 

石川県子ども女性防火委員会長表彰（大杉役員） ・・・・・・・・・・・・平成２５年１２月 

石川県子ども女性防火委員会長表彰（田中役員） ・・・・・・・・・・・・平成２６年１１月 

総務大臣表彰（加賀市女性防火クラブ連絡協議会） ・・・・・・・・・・・平成２７年　７月 

石川県子ども女性防火委員会長表彰（北中役員、坂本役員）・・・・・・・・平成２７年１１月 

　　　石川県知事表彰（篠原町女性防火クラブ）・・・・・・・・・・・・・・・・平成２７年１２月 

　　　石川県子ども女性防火委員会長表彰（中出役員）・・・・・・・・・・・・・平成２８年１２月 

　　　石川県知事表彰（上河崎町女性防火クラブ）・・・・・・・・・・・・・・・平成２８年１２月 

石川県子ども女性防火委員会長表彰（長尾役員）・・・・・・・・・・・・・平成２９年１２月 

内閣総理大臣表彰（加賀市女性防火クラブ連絡協議会） ・・・・・・・・・平成３０年　７月 

石川県知事表彰（作見地区女性防火クラブ、林副会長、東出副会長）・・・・平成３０年１２月 

石川県子ども女性防火委員会長表彰（徳田副会長）・・・・・・・・・・・・・令和元年１２月 

石川県知事表彰（妙蓮会女性防火クラブ）・・・・・・・・・・・・・・・・・令和元年１２月 

石川県知事表彰（三谷地区女性防火クラブ）・・・・・・・・・・・・・・・・令和５年１２月 

石川県知事表彰（田尻町女性防火クラブ）・・・・・・・・・・・・・・・・・令和６年１２月 

石川県子ども女性防火委員会長表彰（大聖寺婦人会女性防火クラブ）・・・・・令和７年１１月 

石川県知事表彰（加賀市女性防火クラブ 徳田副会長）・・・・・・・・・・・ 令和７年１２月
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（１２）　幼年・子ども消防クラブの現況 

ア　幼年消防クラブの現況　　　　　　　　　　　　　　 　　令和8年4月1日現在 

 

イ　子ども消防クラブの現況　　　　　　　　　　　　　　　　　令和8年4月1日現在 

 番号 ク ラ ブ の 名 称 クラブ結成年月 クラブ員数 指導員数

 １ か が 幼 稚 園　幼年消防クラブ 昭和５７年１０月 １９名 ２名

 ２ 新 生 保 育 園　幼年消防クラブ 昭和５７年１０月 ３９名 ３名

 ３ 山 中 中 央 保 育 園　幼年消防クラブ 昭和５８年１０月 １３名 ２名

 ４ 河 南 保 育 園　幼年消防クラブ 昭和５８年１０月 １６名 ２名

 ５ 松 が 丘 こ ど も 園　幼年消防クラブ 昭和５９年　４月 ３３名 ３名

 ６ 清 心 こ ど も 園　幼年消防クラブ 昭和５９年　４月 ２３名 ２名

 ７ わ か た け こ ど も 園　幼年消防クラブ 昭和５９年　４月 ４４名 ５名

 ８ 薬 王 園 保 育 園　幼年消防クラブ 昭和５９年　６月 ２４名 １名

 ９ 清 和 保 育 園　幼年消防クラブ 昭和６０年　４月 ３８名 ６名

 １０ 開 陽 保 育 園　幼年消防クラブ 昭和６２年　４月 ２１名 １名

 １１ キッズランドいなみえん　幼年消防クラブ 平成１０年　４月 ２７名 ２名

 １２ た ち ば な こ ど も 園　幼年消防クラブ 平成１２年　４月 ２６名 ２名

 １３ 聖 光 保 育 園　幼年消防クラブ 平成１２年　４月 ４２名 ３名

 合　　　　　　　　　　計 １３　クラブ ３６５名 ３４名

 番号 ク ラ ブ の 名 称 クラブ結成年月 クラブ員数 指導員数

 １ 高 塚 町　子ども消防クラブ 昭和５５年１０月 ４名 １名

 ２ 箱 宮 町　子ども消防クラブ 昭和６１年　５月 １２名 １名

 ３ 丸 山 町　子ども消防クラブ 平成　５年　５月 ９名 １名

 合　　　　　　　　　　計 ３クラブ ２５名 　　３名
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ウ　年間行事 

子ども消防学校（1 日入校）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７月 
夏期研修（防災施設見学）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８月 
防火・防災図画・ポスターコンクール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　９月 

 

エ　主な表彰等 

石川県少年婦人防火委員会長表彰・・・・・・・ 昭和５８年度　大聖寺錦町 B・F・C 
石川県少年婦人防火委員会長表彰・・・・・・・・・ 昭和５９年度　南郷小 B・F・C 
　　　　　　〃　　　　　　　　・・・・・・・ 立野副会長・大聖寺錦町 吉野指導員 
石川県少年婦人防火委員会長表彰・・・・・・・・・ 昭和６３年度　三木小 B・F・C 
日本防火協会長表彰・・・・・・・・・・・・・・・・ 平成元年度　南郷小 B・F・C 
自治体消防 40 周年記念表彰・・・・・・・・ 平成元年度　大聖寺錦町少年消防クラブ 
石川県少年婦人防火委員会長表彰・・・・・・・・・・ 平成元年度　分校町 B・F・C 
　　　　　　〃　　　　　　　　・・・・・・・・・・　 〃　上原漆器団地 B・F・C 
　　　　　　〃　　　　　　　　・・・・・・・・・・ 　〃　　 南郷小　滝野指導員 
石川県少年婦人防火委員会長表彰・・・・・・・・・・ 平成３年度　箱宮町 B・F・C 
石川県少年婦人防火委員会長表彰・・・・・・・・  平成５年度　分校町　村井指導員 
日本防火協会長表彰・・・・・・・・・・・・・・・・・  平成１１年度　立野副会長 
石川県少年婦人防火委員会長表彰・・・・・・平成１１年度　大聖寺錦町　中川指導員 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・・・・・・・平成１６年度　丸山町　桶田指導員 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・・・・・・・・ 平成１７年度　高塚町 B・F・C 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・・・・・・・・・・  平成１９年度　向出副会長 
自治体消防 60 周年記念表彰・平成２０年度　　　ｷｯｽﾞﾗﾝﾄﾞいなみえん 幼年消防クラブ 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・・・・・平成２１年度　丸山町子ども消防クラブ 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・・・・平成２３年度　かが幼稚園幼年消防クラブ 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・・平成２３年度　わかたけ保育園幼年消防クラブ 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・・・・平成２３年度　聖光保育園幼年消防クラブ 
石川県知事表彰・・・・・・・・・・・・平成２６年度　南郷小学校子ども消防クラブ 
石川県知事表彰・・・・・・・・・・・・・  平成２７年度　丸山町子ども消防クラブ 
石川県知事表彰・・・・・・・・・・・  平成２８年度　大聖寺錦町子ども消防クラブ 
消防庁長官表彰・・・・・・・・・・・  平成２８年度　南郷小学校子ども消防クラブ 
石川県知事表彰・・・・・・・・・・・・・  平成２９年度　分校町子ども消防クラブ 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・・・・・平成３０年度　打越町子ども消防クラブ 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・・・・・・平成３０年度　東野会長・中野副会長 
石川県知事表彰・・・・・・・・・・・・・  平成３０年度　箱宮町子ども消防クラブ 
石川県子ども女性防火委員会長表彰・令和元年度　ｷｯｽﾞﾗﾝﾄﾞいなみえん幼年消防クラブ 
石川県知事表彰・・・・・・・・・・・・・・  令和元年度　三木町子ども消防クラブ 
石川県知事表彰・・・・・・・・・・  令和５年度　山中温泉漆器団地子ども消防クラブ 
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オ　主な寄贈等 

 

日本防火協会より鼓笛隊セット寄贈・・・昭和５７年度　南郷小学校子ども消防クラブ 
日本防火協会よりビデオセット寄贈・・・・昭和５９年度　新生保育園幼年消防クラブ 
日本防火協会より鼓笛隊セット寄贈・・・・昭和５９年度　かが幼稚園幼年消防クラブ 
日本防火協会よりビデオセット寄贈・・・昭和６０年度　松が丘保育園幼年消防クラブ 
日本防火協会よりビデオセット寄贈・・・昭和６１年度　薬王園保育園幼年消防クラブ 
日本防火協会よりビデオセット寄贈・・・・・平成６年度　開陽保育園幼年消防クラブ 
日本防火協会より液晶プロジェクター寄贈・・平成７年度　加賀市少年婦人防火委員会 
日本防火協会より鼓笛隊セット寄贈・・平成１７年度　わかたけ保育園幼年消防クラブ 

 
 

これらクラブの育成強化を行うために、子ども女性防火委員会・子ども消防クラブ連絡協

議会・女性防火クラブ連絡協議会が組織されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

２　火　　災 

 
 

 

火災防ぎょ訓練（福井鋲螺株式会社：片山津工場） 
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令和７年中 火災概要 

 

（１） 火災概要 

 
ア　出火件数 

令和７年中における出火件数は１５件で、前年比７件の減少である。 

 

イ　火災種別 

出火件数１５件の火災種別は、建物火災８件、車両火災１件、林野火災１件、その他

の火災が５件である。 

　　　　建物火災は全体の約５３.３％、車両火災が６.７％、林野火災が６.７％、その他 

　　　の火災が３３.３％を占めている。 

 

ウ　物的・人的被害 

火災による損害額は２６,６６２千円で、前年比２,５８３千円の減少である。 

人的被害については、死者０人（前年１人）、負傷者は０人（前年３人）である。 

また、り災人員は２７人で、前年比１３人の増加、り災世帯については、９世帯で、 

前年比１世帯の増加となっている。 

 

エ　出火原因　 

出火件数１５件の原因別では、たばこ、たき火が各２件、ガスこんろ、排気管、電灯・ 

電話等の配線、電気機器、放火および不明が各１件、その他が５件である。 

 

オ　建物の焼損面積 

建物焼損床面積は４７２㎡で、前年比１２４㎡の増加であり、焼損表面積は４２㎡ 

で、前年比１７㎡の増加である。 



（２）前年との火災概要比較

15 22 △ 7

1 1

8 12 △ 4

1 1

1 3 △ 2

－

5 7 △ 2

2.4 3.5 △ 1.1

15 15 0

4 3 1

1 1 0

8 8 0

2 3 △ 1

472 348 124

42 25 17

412 412

2 3 △ 1

1 △ 1

3 △ 3

－

9 8 1

2 2

0

7 8 △ 1

27 14 13

△ 2,583

(単位) （A） （B）   (C）　（ (A)－(B) ）

出　　火　　件　　数

（う ち 爆 発）

（うち北陸道）

建 物

林 野

車 両

船 舶 ・ 航 空 機

そ の 他

　　※　出　　  　火　 　　率 -

焼 損 棟 数

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

建物焼損床面積

建物焼損表面積

林 野 焼 損 面 積 （ａ）

焼 損 車 両 台 数 （台）

死 者

負 傷 者

３ ０ 日 死 者

り 災 世 帯

全        損

半        損

小        損

り 災 人 員 （人）

損 害 額 （千円） 26,662 29,245

※出火率（％）＝出火件数÷令和7年1月現在住民基本台帳による人口×10,000（四捨五入）　　（△は減少）

　　　　　　　　　　　年
令和7年 令和6年 増　減

 　　　　　　区　分
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焼

損

状

況

（㎡）

死

傷

者

（人）

損

害
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況

（世帯）
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1 1 1 1

2 2

1 1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

5 2 4 2 3

1 1

12 3 7 8 1 1 5

（３）－１  令和６年中の出火原因 （３）－２  令和７年中の出火原因

種別 種別

　出火原因 　出火原因

た ば こ 2 た ば こ 2

ス ト ー ブ 2 た き 火 2
電 灯 ・ 電 話 等
の 配 線 2 電 灯 ・ 電 話 等

の 配 線 1

こ ん ろ 1 こ ん ろ 1

電 気 機 器 1 電 気 機 器 1

配 線 器 具 1 排 気 管 1

放 火 1 放 火 1

そ の 他 11 そ の 他 5

不 明 1 不 明 1

合 計 22 合 計 15

（４）  過去５年間の火災比較

年　　別
区　　分

火      災      件      数 15 22 18 23 15 

内 高速道路火災件数（金津～小松間） 1 1 

建 物 焼 損 床 面 積 472 348 241 1,811 717 

建 物 焼 損 表 面 積 42 25 8 364 6 

林 野 焼 損 面 積 （ａ） 412 1 

焼 損 車 両 台 数 （台） 2 3 1 4 1 

焼 損 棟 数 （棟） 15 15 10 31 11 

り 災 世 帯 数 （世帯） 9 8 6 24 6 

り 災 人 員 数 （人） 27 14 13 66 12 

損 害 額 26,662 29,245 11,455 164,045 45,312 

建 物 火 災 26,185 27,429 11,221 158,799 43,221 

林 野 火 災

車 両 火 災 477 1,816 160 4,931 1,321 

そ の 他 の 火 災 74 315 770 

死 者 1 1 1 

負 傷 者 3 2 5 

３ ０ 日 死 者

加賀市 2.4 3.5 2.8 3.6 2.3 

石川県 2.1 2.2 2.4 2.1 1.9 

全　 国 3.3 3.0 3.1 2.9 2.8 

合
計

建
 
物

林
 
野

車
 
両

船
 
舶

そ
の
他

合
計

建
 
物

林
 
野

車
 
両

船
 
舶

そ
の
他

単　位 令和7年 令和６年 令和５年 令和４年 令和３年

（件）

（㎡）

（千円）

死
傷
者

（人）

出　　　火　　　率
（人口一万人当りの出火件数）

焼
 
損
 
状
 
況
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（５）－１   火 災 一 覧

1 2月3日 11時40分 山代温泉 共同住宅

2 2月24日 8時05分 塩浜町 物置

3 3月7日 6時30分 作見町 作業場

4 3月25日 9時16分 北陸自動車道（伊切町地内） 貨物自動車

5 3月27日 13時40分 大聖寺地方町（空地） その他（空地）

6 4月5日 12時30分 山中温泉塚谷町 共同住宅

7 5月1日 14時40分 箱宮町 遊技場

8 7月19日 14時10分 篠原町 その他（田畑）

9 8月2日 13時30分 大聖寺上木町 その他（空地）

10 8月4日 19時00分 伊切町 原野

11 8月23日 11時40分 柴山町 その他（田畑）

12 8月30日 13時05分 中島町 その他（空地）

13 11月3日 8時00分 伊切町 住宅

14 11月14日 18時30分 七日市町 住宅

15 12月26日 13時10分 宇谷町 納屋

番 号 月　日 時  刻 出　火　場　所 用　途
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床面積 表面積

（㎡） （㎡） （ａ） (台） （千円）

1 こんろ 1 4 26 26 7 7 ◎

2
その他
（火のついたゴミ）

229 25 18,512 37 12 49 11 2 13 

3
その他
（籾殻の燻炭）

6 194 28 7 35 10 1 11 〇

4 排気管 1 437 15 15 4 4 ◎

5
その他
（その他の火種）

ゴミ
法面 15 15 6 6 

6
電灯・電話線等の
配線

9 905 6 6 2 2 ◎

7 たばこ 29 1 2,030 24 2 26 9 9 ◎

8 たき火 枯草 7 7 3 3 

9
その他
（火のついたゴミ）

枯草 18 5 23 6 1 7 〇

10 たばこ 412 74 59 133 20 7 27 

11 たき火 枯草 6 6 2 2 

12
その他
（自然発火）

堆肥 33 33 12 12 

13 電気機器 98 2,217 34 22 56 9 3 12 

14 不明 寝具 136 18 18 5 5 ◎

15 放火 107 10 2,227 27 10 37 9 1 10 〇

合　　計 472 42 412 2 ※ 26,662 368 117 485 115 15 130 0 0

（５）－２    火 災 原 因 一 覧

焼損状況 出動隊員 出動車両 死傷者

建 物 焼 損

(人) (台) (人)

 ※　焼損状況のその他には、多種多様の火災が含まれるため合計することができない。 　
                                                                                                                ○・・・初期消火あり　　◎・・・初期消火に成功

火災
番号

出火原因

初
期
消
火

林野 車両 その他 損害額 職員 団員 合計 職員 団員 合計 死者 負傷者

- 39 -



2 1 1 1 2 1 8 

1 1 

1 1 

1 1 3 5 

2 3 1 1 1 4 2 1 15 

3 1 4 

1 1 

2 1 1 1 3 8 

1 1 2 

6 1 1 1 2 4 15 

(世帯) 4 1 2 2 9 

（人） 8 1 9 9 27 

229 9 29 98 107 472 

26 6 10 42 

（ａ） 412 412 

（台） 1 1 2 

（隻）

(件)

17,465 194 826 1,746 1,221 2,227 23,679 

1,051 79 244 1,132 2,506 

437 40 477 

18,516 631 905 2,030 2,353 2,227 26,662 

（６）  月別火災状況

建 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

計

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

計

世 帯

人 員

焼損床面積

焼損表面積

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

建 物

内 容 物

林 野

車 両

船 舶

そ の 他

計

死 者

負 傷 者

30日死者

　※その他には多種多様の火災が含まれ合計することができないことから、件数で表記している。

１　

月

２　

月

３　

月

４　

月

５　

月

６　

月

７　

月

８　

月

９　

月

10　

月

11

月

12

月

合　

計

火

災

種

別

（件）

焼

損

程

度

（棟）

り

災

焼

損

状

況

建 物 （㎡）

死

傷

者

（人）

損

害

見

積

額

（千円）

月　別

種　別
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1
月     

2
月     

3
月     

4
月     

5
月     

6
月     

7
月     

8
月     

9
月     

10
月     

11
月     

12
月     

合
計

0時～

1時～

2時～

3時～

4時～

5時～

6時～ 1 1 

7時～

8時～ 1 1 2 

9時～ 1 1 

10時～

11時～ 1 1 2 

12時～ 1 1 

13時～ 1 2 1 4 

14時～ 1 1 2 

15時～

16時～

17時～

18時～ 1 1 

19時～ 1 1 

20時～

21時～

22時～

23時～

不明

合計 2 3 1 1 1 4 2 1 15 

（７）  月／時間別火災件数

－41－



1 

1 

1 1

1 1

1

1

2

2 1 3 2

（８）  曜日／月別火災件数

月
割合

曜日 （％）

日曜日

月曜日 26.7 4 2 1 

火曜日 6.7 1 1 

水曜日

木曜日 13.3 2 1 1 

金曜日 20.0 3 1 1 

土曜日 33.3 5 1 1 3 

合　計 100.0 15 2 3 1 1 1 4 2 1 

（９）  用途別火災状況

　　　　　種　別 焼損程度 焼損状況

（件） （％） （千円） （世帯） （人） （棟） （㎡） （ａ） （台）

住 宅 2 2,353 2 9 98 

共 同 住 宅 2 909 2 2 9 1 

飲 食 店

工 場 1 194 6 

倉 庫

複 合 用 途 1 2,030 29 

そ の 他 2 20,739 5 16 336 35 

 林　　 　野 1 6.7 412 

 車　　 　両 1 6.7 437 2 

 そ   の  他 5 33.3 

合　　　　計 15 100.0 26,662 9 27 472 42 412 2 ※

※その他には、多種多様の火災が含まれるため合計することができない。

合計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

件

数

割

合

損

害

額

り

災

世

帯

り

災

人

員

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

建

物

焼

損

床

面

積

建

物

焼

損

表

面

積

林

野

焼

損

車

両

そ

の

他

　用　途　別

建　

物
53.3 

- 42 -



2 1 1 1 1

2 2

1 1 1 1 1

1 1 1 1 1

1 1 1 1 5

1 1 1

1 1 1 3 2 9

5 2 3 3 3 3 7

1 1 1 1 4

15 8 1 1 5 4 1 8 2 2 9 27

（１０）  出火原因別火災状況

火 災 種 別 焼 損 程 度 り災 焼損面積 死傷者

　　　　種 別

　出火原因

（件） （棟・台） (世帯･人) （㎡） （a） （千円） （人）

た ば こ 29 412 2,030 

た き 火

電灯・電話等の配線 9 905 

こ ん ろ 1 4 

電 気 機 器 98 2,217 

排 気 管 437 

放 火 107 10 2,227 

そ の 他 229 31 18,706 

不 明 136 

合　　　　　計 472 42 412 ※ 26,662 

※その他には多種多様の火災が含まれるため合計することができない。

損　
　

害　
　

額

総

数

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

焼

損

車

両

数

世

帯

人

員

建

物

焼

損

床

面

積

建

物

焼

損

表

面

積

林

野

そ

の

他

死

者

負

傷

者

3
0

日

死

者
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1 1 

1 1 

2 2 

1 1 

2 1 1 

4 1 1 1 1 

1 1 

1 1 

9 4 1 1 3 

1 1 

1 1 

1 1 

3 3 

1 1 

1 1 

15 8 1 1 5 

（１１）  分団別火災状況

火　災　種　別 焼　　　損　　　状　　　況

種 別

分団別

（件） （㎡） （ａ） （台） （千円）

大聖寺第１分団

大聖寺第２分団
ゴミ
法面

大聖寺第３分団 枯草

橋 立 分 団

南 郷 分 団

三 木 分 団

三 谷 分 団

塩 屋 分 団

合　　　　　計 ※

片 山 津 分 団

作 見 分 団 6 194 

金 明 分 団 229 25 枯草 18,512 

湖 北 分 団 98 412 1 枯草 2,654 

動 橋 分 団 堆肥

分 校 分 団 29 1 2,030 

合　　　　　計 356 31 412 2 ※ 23,390 

山 代 第 １ 分 団 1 4 

山 代 第 ２ 分 団

庄 分 団 寝具 136 

勅 使 分 団 107 10 2,227 

東 谷 口 分 団

合　　　　　計 107 11 ※ 2,367 

山 中 第 １ 分 団

山 中 第 ２ 分 団

山 中 第 ３ 分 団 9 905 

山 中 第 ４ 分 団

合　　　　　計 9 ※ 905 

　総　合　計 472 42 412 2 ※ 26,662 

　※焼損状況のその他は多種多様の火災が含まれるため、合計することができない。

方　
　

面

損
 
害
 
額

計

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

建

物

焼

損

床

面

積

建

物

焼

損

表

面

積

林

野

車

両

そ

の

他

第

３

方

面

第

４

方

面

第

１

方

面

第

２

方

面
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（１２）  過去５年間の分団別火災状況

1 1 3 3 4 

1 1 2 1 1 1 1 1 1 5 

1 1 1 

1 1 2 2 1 1 4 

2 2 1 1 1 1 1 1 5 

1 1 1 1 2 1 1 2 1 1 6 

1 1 1 1 2 

2 2 6 5 1 6 3 3 8 5 3 5 3 2 27 

1 1 1 1 2 

1 1 1 1 2 2 1 1 5 

2 1 1 2 2 1 1 5 

4 1 3 2 1 1 1 1 1 1 1 1 9 

1 1 2 2 1 1 2 1 1 6 

1 1 3 3 1 1 5 

9 4 5 8 2 6 3 3 9 3 6 3 3 32 

1 1 1 1 3 2 1 4 3 1 2 1 1 11 

1 1 1 

1 1 3 3 1 1 5 

1 1 1 1 2 

2 2 2 

3 3 2 1 1 8 4 4 4 3 1 4 2 2 21 

2 2 1 1 3 

2 2 1 1 1 1 4 

1 1 2 2 1 1 1 1 5 

1 1 1 

1 1 6 4 2 1 1 2 2 3 2 1 13 

15 8 7 22 12 10 18 8 10 23 13 10 15 10 5 93 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年

種 別

分団別

大聖寺第１分団

大聖寺第２分団

大聖寺第３分団

橋 立 分 団

南 郷 分 団

三 木 分 団

三 谷 分 団

塩 屋 分 団

合　　　　　計

片 山 津 分 団

作 見 分 団

金 明 分 団

湖 北 分 団

動 橋 分 団

分 校 分 団

合　　　　　計

山 代 第 １ 分 団

山 代 第 ２ 分 団

庄 分 団

勅 使 分 団

東 谷 口 分 団

合　　　　　計

山 中 第 １ 分 団

山 中 第 ２ 分 団

山 中 第 ３ 分 団

山 中 第 ４ 分 団

合　　　　　計

総　　合　　計

方　
　

面

合
　
　
　
計

計

建

物

そ

の

他

計

建

物

そ

の

他

計

建

物

そ

の

他

計

建

物

そ

の

他

計

建

物

そ

の

他

第

３

方

面

第

４

方

面

第

１

方

面

第

２

方

面
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ア  出動回数

イ  出動隊員数

ウ  出動車両数

エ　放水ポンプ数

（１３）  消防隊火災出動状況

　　　　　　　年　別

消　　　防　　　署 15 21 13 21 11 

消　　　防　　　団 7 9 5 10 7 

地 域 自 衛 消 防 隊 1 3 2 

事 業 所 自 衛 消 防 隊 2 

市 外 消 防 隊 1 

合　　　　　　　計 23 31 20 34 20 

　　　　　　　年　別

消　　　防　　　署 368 394 219 499 278 

消　　　防　　　団 117 84 52 242 96 

地 域 自 衛 消 防 隊 21 10 

事 業 所 自 衛 消 防 隊 27 

市 外 消 防 隊 4 

合　　　　　　　計 485 482 298 762 384 

　　　　　　　年　別

消　　　防　　　署 115 124 67 148 81 

消　　　防　　　団 15 12 7 28 15 

地 域 自 衛 消 防 隊

事 業 所 自 衛 消 防 隊

市 外 消 防 隊 1 

合　　　　　　　計 130 137 74 176 96 

　　　　　　　年　別

消　　　防　　　署 33 23 11 48 17 

消　　　防　　　団 5 1 2 10 5 

地 域 自 衛 消 防 隊 3 1 

事 業 所 自 衛 消 防 隊

市 外 消 防 隊

合　　　　　　　計 38 24 13 61 23 

区
分

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年
　消防隊

出
動
回
数

応

援

隊

1 1 2 3 2 

区
分 令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年

　消防隊

出
動
隊
員
数

応

援

隊

4 27 21 10 

区
分 令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年

　消防隊

出
動
車
両
数

応

援

隊

1 

区
分 令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年

　消防隊

放
水
ポ
ン
プ
数

応

援

隊

3 1 
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（１４）  過去１０年間の火災件数

年

（１５）  過去１０年間の火災損害額

年

5 10 15 20 25 30 （件）

20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000 160,000 180,000 200,000 220,000

10,000 30,000 50,000 70,000 90,000 110,000 130,000 150,000 170,000 190,000 210,000 （千円）

令和7年 15

令和６年 22

令和5年 18

令和4年 23

令和3年 15

令和2年 17

令和元年 20

平成30年 16

平成29年 20

平成28年 22

令和7年 26,662

令和６年 29,245

令和5年 11,455 

令和4年 164,045 

令和3年 45,312 

令和2年 44,665 

令和元年 14,761 

平成30年 22,363 

平成29年 109,663 

平成28年 71,851 
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1 44 年 5 月 18 日 片山津温泉２区 16

2 平成 3 年 4 月 10 日 大聖寺番場町

3 50 年 7 月 7 日 山代温泉８区 2

4 平成 5 年 11 月 10 日

5 37 年 5 月 8 月 1 1

6 63 年 4 月 5 日 中代町

7 55 年 3 月 15 日 田尻町 3

8 42 年 3 月 15 日 片山津温泉１区 1

9 平成 10 年 4 月 27 日 大聖寺鍛冶町 4

10 37 年 1 月 1 日 山代温泉５区 1 10

11 36 年 2 月 24 日 大聖寺耳聞山町

12 57 年 1 月 24 日 山代温泉５区 11

（１６）  昭和33年以降の主な火災（焼損床面積１，０００㎡以上）

出火

時刻

（時分） （㎡） （百万円）

昭和 13:20 旅 館  不 明 33,846 2,322 

03:18 作 業 場  乾燥機 4,585 225 

昭和 04:30 旅 館  蚊取り線香 4,542 473 

08:10 桑原町 工 場  たき火 2,173 96 

昭和 17:30 山中温泉大内町
住　宅
兼工場

 取 灰 2,075 24 

昭和 04:44 工 場  不 明 1,980 108 

昭和 04:15 割 烹   たばこ 1,869 164 

昭和 03:40 旅 館   たばこ 1,819 50 

00:12
住　宅
兼店舗

 不 明 1,711 468 

昭和 19:30 旅 館  石油ストーブ 1,562 80 

昭和 05:10 機 業 場
 モーターの
 過熱

1,320 25 

昭和 00:10 土 産 店  不 明 1,273 147 

※番号については、焼損床面積の多い火災から順に記載している。

番
　
号

発生年月日 発　生　場　所 用　途 原　　因
焼損床面積 損害額

死

者

負

傷

者
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３　救　　急 

 

 

 
救急活動訓練 

 
 
 

 



令和７年中 救急統計

（１） 　救 急 概 要

　　　ア　救急出動件数
　　　　　　令和７年中の救急出動件数は４,０７５件で前年比５４件の減少であり、１日平均１１.２件、１か月平均

　　　　　３３９.６件の出動となる。

　　　　　　また、不搬送件数は２９９件で前年比１０件の増加である。

　　　イ　事故種別
　　　　　　事故種別では急病が２,８４６件（全体の６９.9％）と過半を占め、一般負傷６９２件（同１７.０％）、転院搬

　　　　 送２９１件（同７.１％）、交通事故１６０件（同３.９％）と続く。

　　　ウ　搬送人員
　　　　　　搬送人員は３,７９３人で内訳は急病２,６１３人（全体の６８.９％）、一般負傷６６０人（同１７.４％）、転院搬

　　 　　送２９０人(同７.６％）、交通事故１５９人（同４.２％）、その他７１人（同１.９％）で、搬送人員のうち中等症者

　　　　 は全体の４６.５％を占め、また６５歳以上の搬送人員は全体の７４.９％を占めており、市民１６.３人に１人が 

　　　　 救急車を利用したことになる。

　　　エ　収容機関
　　　　　　医療機関の収容については、搬送人員３,７９３人のうち市内医療機関に３,３２２人（全体の８７.６％）、小　

　　　　 松市内医療機関に２７８人（同７.３％）、金沢市内医療機関に７９人（同２.１％）、県内その他の地域医療機

　　 　　関に３０人(同０.８％）、福井県内医療機関に８３人（同２.２％）を収容している。

　　　オ　所要時間
　　　　　　１件当たりの現場到着所要時間（入電から現場到着まで）の平均は、７.４分で出動件数のうち５５５件

　 　　　（全体の１３.６％）は５分未満に現場に到着している。

　　　　　　また、１件あたりの医療機関収容所要時間（入電から医療機関、医師引継ぎまで）の平均は、３３.６分

　　　　  で搬送人員３,７９３人のうち１,６１９人（全体の４２.７％）が３０分未満に医療機関等に収容されている。

　出動件数４,０７５件

急病
６９.９%

２,８４６件

一般負傷
１７.０%
６９２件

転院搬送
７.１%

２９１件

交通事故
３.９%

１６０件
その他
２.１%
８６件
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消防署 大聖寺 山中

1 1 2 

1 1 2 

106 34 20 160 

104 32 23 159 

13 4 17 

20 11 4 35 

20 11 4 35 

4 3 1 8 

4 3 1 8 

411 145 136 692 

389 139 132 660 

22 6 4 32 

8 1 9 

6 1 7 

2 2 

9 4 9 22 

6 4 7 17 

3 2 5 

1,645 675 526 2,846 

1,490 641 482 2,613 

155 34 45 234 

233 44 14 291 

232 44 14 290 

1 1 

6 4 10 

2 2 

4 4 8 

2,442 918 715 4,075 

2,253 876 664 3,793 

200 44 55 299 

（２）　前年との救急概要比較

救急隊別出動状況

出 動 件 数 4 △ 4

搬 送 人 員 3 △ 3

不 搬 送 件 数 1 △ 1

出 動 件 数 -

搬 送 人 員 -

不 搬 送 件 数 -

出 動 件 数 8 △ 6

搬 送 人 員 6 △ 4

不 搬 送 件 数 4 △ 4

出 動 件 数 171 △ 11

搬 送 人 員 166 △ 7

不 搬 送 件 数 20 △ 3

出 動 件 数 54 △ 19

搬 送 人 員 54 △ 19

不 搬 送 件 数 -

出 動 件 数 14 △ 6

搬 送 人 員 15 △ 7

不 搬 送 件 数 -

出 動 件 数 643 49

搬 送 人 員 601 59

不 搬 送 件 数 43 △ 11

出 動 件 数 10 △ 1

搬 送 人 員 10 △ 3

不 搬 送 件 数 1 1

出 動 件 数 17 5

搬 送 人 員 16 1

不 搬 送 件 数 1 4

出 動 件 数 2,940 △ 94

搬 送 人 員 2,735 △ 122

不 搬 送 件 数 214 20

出 動 件 数 261 30

搬 送 人 員 261 29

不 搬 送 件 数 1

出 動 件 数 -

搬 送 人 員 -

不 搬 送 件 数 -

出 動 件 数 -

搬 送 人 員 -

不 搬 送 件 数 -

出 動 件 数 7 3

搬 送 人 員 2 -

不 搬 送 件 数 5 3

出 動 件 数 4,129 △ 54

搬 送 人 員 3,869 △ 76

不搬送件数 289 10

　　　　年 令和7年
（a）

令和6年
（ｂ）

前年比
(a)－(b)区　　分

火　　　　　　災

自　然　災　害

水　　　　　　難

交　通　事　故

労　働　災　害

運　動　競　技

一　般　負　傷

加　　　　　　害

自　損　行　為

急　　　　　　病

転院搬送

医師搬送

資機材等
輸送

その他

計

（△は減少）

そ
の
他
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  ア　年齢別

新生児

乳幼児 5 13 52 2 72

少　年 11 6 17 1 1 51 7 94

成　人 1 79 27 2 94 6 11 506 59 785

高齢者 1 64 8 536 5 2,004 224 2,842

2 159 35 8 660 7 17 2,613 292 3,793

  イ　 管内管外別

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

急
 
 
病

そ

の

他

計

1 115 22 6 598 6 16 2,384 246 3,394

1 41 13 2 61 1 1 224 44 388

3 1 5 2 11

2 159 35 8 660 7 17 2,613 292 3,793

  ウ　 傷病程度別

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

急
 
 
病

そ

の

他

計

1 1 10 5 69 2 88

12 5 32 2 174 79 304

37 12 2 299 2 8 1,220 183 1,763

1 109 18 6 319 5 2 1,150 28 1,638

2 159 35 8 660 7 17 2,613 292 3,793

　 ※　その他とは医師の診断がないものをいう。

（３）　事故種別搬送人員

生後２８日未満

生後２８日以上
７ 歳 未 満

７ 歳 以 上
１８ 歳 未 満

１８ 歳 以 上
６５ 歳 未 満

６５ 歳 以 上

計

　　　　　　　　　事故種別

　　　区　　分

管内に住所を有する者

管外に住所を有する者

そ　      　の　       　他

計

　  　※　その他とは外国人旅行者等をいう。

　　　　　　　　　事故種別

　　　傷病程度

死　　　　亡

重　　　　症

中　 等　症

軽　　  　症

そ　の　他

計

火
　
 
災

自
然
災
害

水
 
　
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
　
害

自
損
行
為

急
 
　
病

そ

の

他

計
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  エ　発生場所別

場   所

  オ  医療機関収容所要時間別

  カ　転送回数別

  事故種別

住 宅 1,860 1 395 23 2,279 

公 衆 出 入 場 所 608 7 156 308 1,079 

仕 事 場 55 4 20 79 

道 路 70 150 79 4 303 

そ の 他 20 1 26 6 53 

計 2,613 159 660 361 3,793 

事故種別

　収容所要時間

         10分未満 1 1 

   うち管外

10分以上　20分未満 51 11 28 50 140

  うち管外 2 2

20分以上　30分未満 1,040 60 280 98 1,478

  うち管外 2 4 6

30分以上　60分未満 1,440 80 340 169 2,029

  うち管外 185 14 21 126 346

60分以上　120分未満 78 8 12 41 139

  うち管外 60 4 10 41 115

　　120分以上 3 3 6

  うち管外 3 2 5

計 2,613 159 660 361 3,793

うち管外 250 18 31 175 474

　最　　短　(分) 9 10 11 11 -

　最　　長　(分) 152 116 104 188 -

　平　　均　(分) 33.4 33.8 31.7 38.2 33.6 

事故種別

　　転送回数

０ 回 2,610 158 660 359 3,787 

１ 回 3 1 2 6 

計 2,613 159 660 361 3,793 

急病 交通事故 一般負傷 その他 計

急病 交通事故 一般負傷 その他 計

急病 交通事故 一般負傷 その他 計
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加 賀 市 内 搬送人員 割合 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

加 賀 市 医 療 セ ン タ ー 3,223 84.97% 272 237 263 258 213 261 313 298 287 271 269 281

石 川 病 院 51 1.34% 3 3 2 10 3 4 4 2 11 4 4 1

久 藤 総 合 病 院 34 0.89% 6 3 5 2 1 2 6 3 1 3 2

加 賀 こ こ ろ の 病 院 12 0.32% 1 1 1 1 1 3 1 2 1

竹 谷 小 児 科 1 0.03% 1

松 下 内 科 1 0.03% 1

小　計 3,322 87.58% 282 243 271 271 218 268 324 303 302 279 278 283 

小 松 市 内 搬送人員 割合 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

小 松 市 民 病 院 217 5.72% 24 20 24 13 18 11 16 15 17 14 29 16 

やわたメディカルセンター 26 0.69% 4 2 4 5 2 1 2 4 2 

南 加 賀 急 病 セ ン タ ー 21 0.55% 2 2 2 2 1 5 1 2 2 2 

森 田 病 院 6 0.16% 1 1 1 1 1 1 

小 松 ソ フ ィ ア 病 院 3 0.08% 1 1 1 

東 野 病 院 1 0.03% 1 

粟津神経サナトリウム 1 0.03% 1 

川 北 レ イ ク サ イ ド 1 0.03% 1 

そ の 他 2 0.05% 1 1 

小　計 278 7.34% 31 25 32 19 24 12 18 24 20 22 31 20 

金 沢 市 内 搬送人員 割合 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

石 川 県 立 中 央 病 院 49 1.29% 9 1 4 8 5 3 5 4 1 4 3 2 

金 沢 大 学 附 属 病 院 24 0.63% 1 2 2 1 2 1 1 3 3 4 2 2 

金 沢 循 環 器 病 院 3 0.08% 1 1 1 

松 原 病 院 2 0.05% 2 

城 北 病 院 1 0.03% 1 

小　計 79 2.08% 10 3 9 10 7 5 6 7 4 8 6 4 

そ の 他 の 地 域 搬送人員 割合 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

金 沢 医 科 大 学 病 院 13 0.34% 1 3 1 1 1 2 1 2 1 

松 任 石 川 中 央 病 院 9 0.24% 4 1 1 1 1 1 

能 美 市 立 病 院 3 0.08% 1 1 1 

芳 珠 記 念 病 院 2 0.05% 2 

石川県立こころの病院 1 0.03% 1 

そ の 他 2 0.05% 1 1 

小　計 30 0.79% 4 5 6 1 1 1 1 2 3 4 2 

県 外 搬送人員 割合 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

福 井 大 学 病 院 42 1.10% 8 5 4 2 3 1 4 2 3 4 3 3 

福 井 循 環 器 病 院 26 0.68% 5 6 3 2 1 1 4 1 2 1 

福 井 県 済 生 会 病 院 6 0.16% 2 1 1 2 

福 井 県 立 病 院 4 0.11% 1 3 

福 井 総 合 病 院 2 0.05% 1 1 

木 村 病 院 2 0.05% 2 

あ わ ら 病 院 1 0.03% 1 

富 山 大 学 病 院 1 0.03% 1 

小　計 84 2.21% 15 14 10 2 5 2 8 8 6 4 6 4 

3,793 100% 342 290 328 303 255 288 357 344 335 317 321 313 

（４）　医療機関別搬送人員

合　計
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　ア 　月・曜日・時間別

  2 160 35 8 692 9 22 2,846 291   10 4,075 

 1 13 2 60 2 4 266 25 2 374 

 2 9 5 52 3 3 236 28 336 

 3 15 1 1 66 2 235 33 1 354 

 4 1 18 2 1 63 1 210 23 1 320 

 5 10 2 56 2 181 22 1 274 

 6 11 1 3 38 246 16 315 

 7 10 6 1 50 5 271 30 1 374 

 8 1 17 4 2 54 2 2 258 21 1 362 

 9 13 6 66 243 26 354 

10 18 2 57 235 28 340 

11 13 1 54 2 247 18 1 336 

12 13 3 76 2 1 218 21 2 336 

  月　 26 6 2 104 2 1 416 56 613 

  火　 24 5 82 1 3 388 49 552 

  水　 1 21 4 110 4 394 54 2 590 

  木　 26 6 1 107 1 4 424 47 4 620 

  金　 1 20 4 104 1 5 394 47 2 578 

  土　 23 5 2 89 3 420 24 2 568 

  日　 20 5 3 96 4 2 410 14 554 

　　0  ～ 2 1 27 2 1 134 4 171 

　　2  ～ 5 1 5 101 2 114 

 　 4  ～ 2 3 14 109 2 3 133 

    6  ～ 10 4 55 3 249 7 1 329 

    8  ～ 1 29 2 2 110 1 1 413 44 603 

   10  ～ 20 3 95 2 369 56 1 546 

　 12  ～ 22 9 2 88 2 1 278 57 1 460 

   14  ～ 1 19 6 76 1 261 42 406 

   16  ～ 23 1 2 75 1 5 245 41 1 394 

   18  ～ 16 2 2 46 6 281 17 370 

   20  ～ 7 1 63 2 1 228 14 1 317 

   22  ～ 5 2 38 1 1 178 5 2 232 

（５）　事故種別出動件数

そ　　の　　他
事故種別 火

　
　
災

自
然
災
害

水
　
　
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
　
　
害

自
損
行
為

急
　
　
病

計転
　
院

搬
　
送

医
　
師

搬
　
送

資
機
材

等
輸
送

そ
の
他

 　　　　　　　  計　
区  分

月

曜
 
 
日

時
 
 
間
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　イ　現場到着所要時間別

   事故種別

区　分

  0分  　 ～  　 3分未満

  3分  　 ～  　 5分未満

  5分  　 ～ 　10分未満

10分   　～ 　20分未満

20分以上

最　　　短  (分)

最　　　長  (分)

平　　　均  (分)

　ウ　北陸自動車道

　事故種別

区  分 5 4 2

1

5 6 1

1

1 2 

1 1

1 

6 1 

1 

1 1

1 1

13 13 6 

12 14 10

 1

 エ　理由別不搬送件数

1 2 3 

13 23 158 1 

2 14 

2 45 

1 

2 2 5 3 

4 3 

1 5 2 

17 32 234 9 

17 1 0 8 26 

302 17 79 131 529 

2,028 115 484 194 2,821 

493 24 129 43 689 

6 3 0 1 10 

計 2,846 160 692 377 4,075 

0 0 2 0         -

46 25 17 24         -

7.5 7.7 7.4 6       7.4

年

3

片山津 IC (140.7kp)

～

尼御前 SA (137.0kp) 1 1 2 4

～ 3 3 1

　　加　賀 IC (128.2kp)

～ 1 1 2

　　金　津 IC (120.9kp)

　　加　賀 IC (128.2kp) 1 1 

～ 1 1 

尼御前 SA (137.0kp) 5 2 7 1

～ 2

片山津 IC (140.7kp)

～

　　安　宅 PA (144.7kp) 2

～

　　小　松 IC (149.3kp)

出 動 件 数 7 4 1 3 15 12 

搬 送 人 員 6 3 1 2 12  5

不 搬 送 件 数 1 2 1  4  1

事故種別

理　由

辞 退 （ 到 着 前 ） 6 

辞 退 （ 到 着 後 ） 2 197 

拒 否 16 

明 ら か な 死 亡 4 51 

他 車 （ 隊 ） 搬 送 1 

傷 病 者 な し 1 13 

誤 報 ・ 悪 戯 7 

そ の 他 8 

計 2 5 299 

急病 交通事故 一般負傷 その他 計

急病 交通事故 一般負傷 その他 計

上
り
線

下
り
線

火　災
自　然
災　害

水　難
交　通
事　故

労　働
災　害

運　動
競　技

一　般
負　傷

加　害
自　損
行　為

急　病その他 計
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　　区分

 地区

※　時間の単位は分

（７）　１日当たりの出動件数

（６）　方面別出動状況

区　分　１ 区　分　２

出動件数
現 場 到 着
所 要 時 間

(平均)

医療機関収容
所  要  時  間

(平均)
地区の区分 出動件数

現 場 到 着
所 要 時 間

(平均)

医療機関収容
所  要  時  間

(平均)

大 聖 寺 465 6.0 32.9 

橋　   立 159 10.6 38.9 

南   　郷 163 6.9 30.3 

三　   木 104 7.5 36.1 

三   　谷 76 6.4 33.6 

塩　   屋 40 11.2 41.6 

片 山 津 424 7.8 31.8 

作　   見 578 6.1 33.9 

金　   明 91 9.1 33.9 

湖　   北 90 10.7 36.6 

動　   橋 151 7.3 30.4 

分　   校 107 9.0 34.4 

山　   代 767 8.1 32.1 

別　　所 46 6.9 33.7 

庄 126 6.5 28.8 

勅   　使 111 8.9 35.2 

東 谷  口 36 8.3 33.9 

西　　　谷 35 9.9 43.6 

温　　　泉 258 5.2 37.1 

河       南 199 5.9 32.4 

東　　　谷 31 9.7 41.1 

上    　り 4 18.5 58.0 

下　    り 1 12.0 -

S　    A 9 12.0 48.1 

P　    A - - -

I　    C 1 8.0 28.0 

小松市内 3 15.3 50.0 

福井県内 - - -

その他 - - -

　　　　出動件数

　　区　分

　日　　数　(日) 0 3 13 41 61 247

　割　　合　(％) 0.0% 0.8% 3.6% 11.2% 16.7% 67.7%

第
１
方
面

1,007 7.2 34.2 

第
２
方
面

1,441 7.4 33.1 

第
３
方
面

1,086 8.0 32.2 

第
４
方
面

523 6.0 36.0 

高
速
道
路

15 13.5 48.9 

管
轄
外

3 15.3 50.0 

計4,075 7.4 33.6 

　　０～１　(件) 　　２～３　(件) 　　４～５　(件) 　　６～７　(件) 　　８～９　(件) 　　１０～　(件)
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（８）　救急隊員の行った応急処置件数

　    　 事故種別
急

病

交
通
事
故

一
般
負
傷

そ

の

他

計

2,611 159 659 360 3,789 

7 3 32 4 46 

10 59 54 17 140 

18 1 19 

22  4 2 28 

91 1 10 10 112 

430 9 26 61 526 

118 3 12 11 144 

(2) (2) (4)

(1) (1)

(47) 0 (3) (1) (51)

(2) 0 (2) (1) (5)

109 1 23 11 144 

9 19 111 6 145 

2   2 

8   8 

2,485 153 632 346 3,616 

1,161 57 143 66 1,427 

2,527 157 644 351 3,679 

2,510 132 613 339 3,594 

58  9 7 74 

112 1 11 11 135 

(17) (17)

(32) (1) (4) (37)

(66) (1) (10) (7) (84)

371 1 21 5 398 

1  1  2 

17    17 

2,472 140 626 311 3,549 

12,538 736 2,973 1,558 17,805 

           ※　気道確保欄は用手気道確保も含む。

止 血

固 定

人 工 呼 吸

胸 骨 圧 迫

心 肺 蘇 生

酸 素 吸 入

気 道 確 保

( 経 鼻 エ ア ウ ェ イ )

(喉頭鏡・鉗子等での異物除去)

(ラリンゲアルチューブ等)

( 気 管 挿 管 )

保 温

被 覆

在 宅 療 法 継 続

除 細 動

血 圧 測 定

聴 診

血 中 酸 素 飽 和 度

心 電 図

薬 剤 投 与

静 脈 路 確 保

(う　ち　ﾌﾞﾄﾞｳ糖投与)

(う　ち　C　P　A　前)

(う　ち　C　P　A　後)

血 糖 測 定

エ ピ ペ ン 投 与

ブ ド ウ 糖 投 与

そ の 他

処 置 項 目 の 合 計 数

　　　　　　   処置対象人員
  処置項目
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（９）　ドクターヘリ要請状況

　　年事故種別

1 3 2 3 12 

3 2 3 10 

2 1 3 8 

1 1 2 

　

51 

（１０）　ドクターカー要請状況

　

1 2 7 

2 

（１１）　救急支援出動状況（PA連携） 　

　

3 31 9 210 1 305 

1 1 1 16 24 

5 40 61 

12 3 31 1 49 

1 6 2 53 67 

1 7 3 70 104 
※ドクターヘリ離着陸場所の警戒出動は除く。

（１２）　救急出動等の5年間比

　ア　年齢別搬送人員

　　年

区分

要　請　件　数 3 

医師介入件数 2 

ヘリ搬送 2 

救急搬送

不　応　需
（キャンセル）

種類

区分

ドクターヘリ　　　　　　　　
離着陸場 39 12 

　事故種別

区分

要  請  件  数 4 

出　動　件　数 2 

　事故種別
区分

 出 動 件 数 51 

消 防 署 5 

大 聖 寺 分 署 16 

山 中 分 署 2 

片 山 津 分 署 5 

山 代 分 署 23 

区分

新　生　児 2 1 1 

乳　幼　児 72 110 119 88 90 

少　　 　年 94 96 90 82 75 

成　　 　人 785 819 797 821 708 

高　齢　者 2,842 2,844 2,744 2,551 2,172 

計 3,793 3,869 3,752 3,543 3,046 

火災
交　通　　　
事　故

労　働　　
災　害

一　般　　
負　傷

自 損　　
行 為

急病
転 院　　
搬 送

計

1 1 2 

官地 民地 計

火災
交　通　　　
事　故

労　働　　
災　害

一　般　　
負　傷

自　損　　
行　為

急病
転　院　　
搬　送

計

火災
交　通　　
事　故

労　働　　
災　害

一　般　　
負　傷

自　損　　
行　為

急病 その他 計

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年
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　イ　出動状況

　

　ウ　救急講習実施状況

　

区分 回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数

5 78 6 121 13 416 

13 208 21 330 14 235 10 134 

1 13 

56 1,273 51 1,240 36 858 18 458 

　年

区分

出 動 件 数 4,075 4,129 4,018 3,743 3,262 

消 防 署 2,442 2,526 2,446 2,339 2,033 
大 聖 寺 分 署 918 878 894 760 676 
山 中 分 署 715 725 678 644 553 

搬 送 人 員 3,793 3,869 3,752 3,543 3,046 

消 防 署 2,253 2,364 2,275 2,233 1,901 
大 聖 寺 分 署 876 827 853 735 641 
山 中 分 署 664 678 624 575 504 

不 搬 送 件 数 299 289 284 215 227 

消 防 署 200 176 180 117 143 
大 聖 寺 分 署 44 60 48 29 35 
山 中 分 署 55 53 56 69 49 

一 日 平 均 出 動 件 数 11.2 11.3 11.0 10.3 8.9 

消 防 署 6.7 6.9 6.7 6.4 5.6 
大 聖 寺 分 署 2.5 2.4 2.5 2.1 1.9 
山 中 分 署 2.0 2.0 1.9 1.8 1.5 

現 場 到 着 所 要 時 間 7.4 7.2 7.7 8.5 8.1 

消 防 署 7.8 7.7 8.2 8.9 8.4 
大 聖 寺 分 署 7.1 6.7 7.1 8.0 7.8 
山 中 分 署 6.4 6.4 6.8 7.7 7.3 

医療機関収容所要時間 33.6 33.1 34.2 35.6 35.3 

消 防 署 32.8 32.9 34.2 36.1 34.9 
大 聖 寺 分 署 34.6 31.9 33.8 35.4 36.5 
山 中 分 署 34.8 35.1 35.0 34.2 35.3 

人　　　　口　　（1月） 61,686 62,527 63,461 64,262 65,295 

人口に対する搬送人員 16 16 17 18 21 

一日の最多出動件数 21 23 23 23 19 

　年

内容 回数 受講者数

救 命 入 門 コ ー ス 5 89 

普 通 救 命 講 習 10 178 

上 級 救 命 講 習 1 12 

い ざ と い う と き の
救 急 講 座 55 1,354 

指導員・普及員講習

救急アクションカード 1 14 

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年

(平均：分)

(平均：分)

令和7年 令和6年 令和5年 令和4年 令和3年
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件

   （１３）  過去10年間の救急出動状況

出動件数

搬送人員

不搬送件数

年 0 100 150 200 250 300 2,500 3,000 3,500 4,000 

出 動 件 数 4,075 4,075 

搬 送 人 員 3,793 3,793 

不 搬 送 件 数 299 299 

出 動 件 数 4,129 4,129 

搬 送 人 員 3,869 3,869 

不 搬 送 件 数 289 289 

出 動 件 数 4,018 4,018 

搬 送 人 員 3,752 3,752 

不 搬 送 件 数 284 284 

出 動 件 数 3,743 3,743 

搬 送 人 員 3,543 3,543 

不 搬 送 件 数 215 215 

出 動 件 数 3,262 3,262 

搬 送 人 員 3,046 3,046 

不 搬 送 件 数 227 227 

出 動 件 数 3,126 3,126 

搬 送 人 員 2,947 2,947 

不 搬 送 件 数 199 199 

出 動 件 数 3,559 3,559 

搬 送 人 員 3,358 3,358 

不 搬 送 件 数 234 234 

出 動 件 数 3,595 3,595 

搬 送 人 員 3,333 3,333 

不 搬 送 件 数 279 279 

出 動 件 数 3,456 3,456 

搬 送 人 員 3,251 3,251 

不 搬 送 件 数 240 240 

出 動 件 数 3,372 3,372 

搬 送 人 員 3,195 3,195 

不 搬 送 件 数 210 210 

令和7年

令和6年

令和5年

令和4年

令和3年

令和2年

令和元年

平成30年

平成29年

平成28年
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」

##

   （１４）  過去10年間の救急出動種別

4,129

4,075 4,018114

4,000
86 93

　件数

261

291 3,743293

94
171 3,595 そ  の  他3,559160 

139 3,456 転院搬送272 103 101
3,500

3,372 交通事故
111

108 一般負傷
3,262 321 298

155
643 急　  　病

692 103613 3,126 288 295

18992 191281
3,000 

603 

238273 262

133

601 593

160

2,500 
536 580 565 

539 

2,000 

2,846 

2,940 

2,880 
1,500 

2,619 
2,414 

2,343 

2,209 2,239

2,142 
2,062 

1,000 

500

0
令
和

令
和

令
和

令
和

令
和

令
和

令
和

平
成

平
成

平
成

7 ６ ５ ４ ３ ２ 元 30 29 28

年年年年年年年年年年
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　　　　このページは意図的に空白にしています
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４　救　　助 

 
 
 
 

 

救助訓練（錦城山） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



-63-

令和７年中　救助統計 

 

 

(１)　救　助　概　要 

 

 

ア 救助出動件数 

令和７年中における救助出動件数３９件であり、前年比６件の減少で、1か月平均３.２５件の

出動となる。 

　　 

イ　救助活動件数及び救助人員 

救助出動件数３９件のうち、２４件（前年３４件）で救助活動を行い、２５人（前年４０人）を救助

している。 

 

ウ　救助出動事故種別 

救助出動件数３９件のうち、交通事故及びその他の事故が共に１４件で最も多く、全体の３

５.９％を占めている。 

 



(２)　事故種別出動件数

事故種別

区　分

令和7年 令和6年

出 動 件 数 39 14 3 1 7 14 45 2 23 5 1 9 5 

活 動 件 数 24 6 1 1 6 10 34 2 15 4 1 9 3 

救 助 人 員 25 7 1 1 6 10 40 2 16 6 1 12 3 

死  亡 2 1 1 6 1 1 3 1 

重   症 3 3 5 5 

(内訳) 中等症 4 2 2 4 1 1 2 

軽  症 11 4 1 6 14 6 3 1 2 2 

怪我無 5 1 3 1 11 3 7 1 
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故
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欠
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事
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風
水
害
等
自
然
災
害
事
故

機
械
に
よ
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故

建
物
等
に
よ
る
事
故

ガ
ス
及
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酸
欠
事
故

破
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事

故

そ

の

他

の

事

故

45

34
4039

24 25

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

出動件数 活動件数 救助人員

令和6年

令和7年
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1 6 1 8 2 1 5 8

5 5 2 1 5 8

1 1 1 1

1 1 4 4

2 2 3 3

3 3

11 2 13 16 16

7 1 8 11 11

3 3 5 5

1 1 6 6

1 1 1 1 2

1 1

1 1 1 1

1 1 1 1

1 9 10 3 3 3 9

1 7 8 2 3 2 7

14 3 1 7 14 39 2 23 5 1 9 5 45

7 1 1 6 10 25 2 16 6 1 12 3 40

(３)　発生場所別出動件数

令和7年 令和6年

事故種別

発生場所

出 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

救 助 人 員

出 動 件 数

救 助 人 員

救 助 件 数

救 助 人 員

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

風
水
害
等
自
然
災
害
事
故

機

械

に

よ

る

事

故

建

物

等

に

よ

る

事

故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

合
 
 
計

火

災
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事

故

水
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事

故
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等
自
然
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故
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事

故

ガ
ス
及
び
酸
欠
事
故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

合
 
 
計

屋
　
内

住 居

その他の屋内

高 速 道 路

その他の道路
　(高速道除く）

内 水 面

外 水 面

山 岳

その他の屋外

地 下

そ の 他

合 計

屋
　
　
　
　
外

-65-



(４)　月別出動件数

令和7年 令和6年

1 1 2 2 1 1 4 

1 1 2 1 1 2 

2 3 3 8 1 2 1 4 

2 2 4 1 2 1 4 

2 3 5 3 3 

2 2 3 3 

2 1 1 2 6 1 1 

1 1 1 1 4 1 1 

2 1 2 5 3 1 4 

2 1 1 4 2 2 

1 1 3 1 1 5 

2 1 1 4 

1 1 2 2 2 1 5 

1 1 2 2 2 4 

1 1 1 3 2 1 1 4 

1 1 2 1 1 1 3 

1 1 1 3 1 3 1 2 1 8 

1 1 2 1 2 1 2 1 7 

1 1 1 1 

1 1 

1 1 1 1 1 3 

1 1 1 1 

1 1 2 2 1 3 

1 1 1 1 2 

14 3 1 7 14 39 2 23 5 1 9 5 45 

6 1 1 6 10 24 2 15 4 1 9 3 34 

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

事故種別 火
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交

通

事

故

水
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故
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故
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械
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事

故
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る
事
故
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故
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計
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合計
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事故種別

14 3 1 7 14 39 

2 2 

5 3 2 10 

2 2 2 6 

曜日 3 1 1 1 2 8 

1 1 2 4 

2 2 4 

1 4 5 

0 ～ 1 1 2 

2 ～ 1 1 2 

4 ～

6 ～ 1 1 

8 ～ 3 1 1 2 7 

10 ～ 2 2 4 

12 ～ 2 2 4 

14 ～ 1 1 1 3 

16 ～ 4 1 2 7 

18 ～ 1 1 2 4 

20 ～ 1 1 2 

22 ～ 1 1 1 3 

(６)　救助活動人員

 (５)　曜日･時間別出動件数

日 曜 日

月 曜 日

火 曜 日

水 曜 日

木 曜 日

金 曜 日

土 曜 日

年

　　区分　

救 助 隊 員 60 118 

ポ ン プ 隊 員 49 100 

そ の 他 の 隊 員 58 84 

計 167 302 
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災
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故

水
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る
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事

故

ガ
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び
酸
欠
事
故

破
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事

故

そ

の

他

の

事

故

計

計

時間

令和7年 令和6年
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(７)　過去５年間の救助出動状況

39
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出動件数
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Ⅲ　装備施設 

１　装　　備 

 
消防ポンプ自動車（加賀４）令和７年３月山中分署配備 

 

 

 

 



- R3 ． 3 ． 9

H30 ． 3 ． 8

- H24 ．12 ．26

- H25 ． 3 ． 6

- H21 ． 2 ．23

- H28 ． 1 ．15

- H9 ． 2 ． 6

- H19 ． 2 ．27

- H29 ． 2 ．22

- R3 ． 1 ．28

- R2 ．10 ． 6

- H27 ． 3 ．31

H30 ． 2 ．27

- R5 ．10 ．25

- R2 ． 3 ．25

- H26 ． 2 ．21

- H31 ． 2 ．26

- H28 ． 1 ．12

- R4 ．12 ．26

- H27 ． 3 ． 4

- H27 ．12 ．14

- R6 ． 2 ．13

- H27 ． 2 ． 9

- H28 ． 1 ．12

- R7 ． 2 ．17

- H30 ．12 ．14

- R6 ．10 ．15

- R4 ． 2 ． 3

- H21 ． 3 ．18

１　 装　備

(１) 　消防自動車保有状況

令和8年4月1日現在

ポ　　ン　　プ

級 別 製    作

査 察 広 報 車 ト ヨ タ 800 す 8 68  防衛省交付金事業（再編）

査 察 広 報 車 ト ヨ タ 800 す 17  防衛省交付金事業（9条）

広 報 兼 原 因 調 査 車 日 産 800 さ 85 02  防衛省交付金事業（再編）

資 機 材 搬 送 車 三 菱 800 さ 85 57  総務省消防庁貸与（緊援隊）

指 令 車 三 菱 800 さ 74 47  日本消防協会寄贈

ポ ン プ 車 日 野 830 さ 16 01 Ａ－２ 長野ポンプ  防衛省補助事業（8条）

小型動力ポンプ付水槽車 三 菱 88 た 10 14 Ｂ－３ ラ ビ ッ ト  防衛省補助事業（8条）

梯 子 車 日 野 800 は 5 82  防衛省補助事業（8条）

救 助 工 作 車 日 野 800 は 8 63  防衛省補助事業（8条）

高 規 格 救 急 車 ト ヨ タ 800 す 8 39  防衛省補助事業（8条）

高 規 格 救 急 車 ト ヨ タ 800 す 7 56  緊急防災・減災事業債

機 材 車 日 産 800 さ 92 06  総務省消防庁貸与（消防団）

機 材 車 ト ヨ タ 800 す 14  防衛省交付金事業（再編）

機 材 車 ス ズ キ 480 さ 53 56  加賀ライオンズクラブ寄贈

ポ ン プ 車 日 野 800 す 5 97 Ａ－２ モ リ タ  緊急防災・減災事業債

水 槽 付 ポ ン プ 車 日 野 800 は 7 48 Ａ－２ モ リ タ  総務省補助事業（緊援隊）

高 規 格 救 急 車 日 産 830 さ 19 02  防衛省補助事業（8条）

広 報 車 ト ヨ タ 800 さ 94 02  防衛省交付金事業（再編）

ポ ン プ 車 日 野 800 す 13 22 Ａ－２ 長野ポンプ  防衛省補助事業（8条）

化 学 車 日 野 800 は 7 95 Ａ－２ 日 本 機 械  防衛省補助事業（8条）

広 報 車 三 菱 800 さ 93 89  日本消防協会寄贈

ポ ン プ 車 日 野 800 す 24 01 Ａ－２ 長野ポンプ  緊急防災・減災事業債

水 槽 付 ポ ン プ 車 日 野 800 は 7 91 Ａ－２ モ リ タ  防衛省交付金事業（再編）

広 報 車 ト ヨ タ 800 さ 94 03  防衛省交付金事業（再編）

ポ ン プ 車 日 野 830 す ２５ 02 Ａ－２ 長野ポンプ
 総務省補助事業（緊援隊）
 過疎対策事業債

水 槽 付 ポ ン プ 車 日 野 800 は 9 19 Ａ－２ 日 本 機 械  過疎対策事業債

高 規 格 救 急 車 ト ヨ タ 830 さ 24 １０  塩浜節子氏寄贈

広 報 車 日 産 800 す 11 00  日本消防協会寄贈

機 材 車 ス バ ル 480 う 91 93  第４方面消友会寄贈

所
　
属

車　　　　　名 登　録　番　号 登録年月日 備　　　　　　考

消
防
本
部

大
聖
寺
分
署

片
山
津
分
署

山
代
分
署

山
中
分
署

加
　
賀
　
市
　
消
　
防
　
署
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№

1 平成 15 年 5 月

2 平成 11 年 5 月

3 平成 20 年 6 月

4 平成 5 年 8 月

5 平成 29 年 1 月

6 令和 2 年 12 月

7 平成 4 年 7 月

8 平成 9 年 3 月

9 平成 3 年 6 月

10 平成 11 年 5 月

11 平成 19 年 5 月

12 平成 7 年 9 月

13 平成 12 年 6 月

14 平成 3 年 6 月

15 平成 16 年 6 月

16 昭和 53 年 6 月

17 平成 19 年 6 月

18 平成 2 年 6 月

19 平成 8 年 7 月

20 平成 8 年 7 月

21 平成 11 年 5 月

22 平成 24 年 6 月

23 平成 30 年 12 月

24 平成 30 年 12 月

25 平成 17 年 7 月

26 平成 7 年 7 月

27 平成 9 年 7 月

28 昭和 57 年 9 月

29 平成 30 年 8 月

30 平成 16 年 5 月

31 平成 3 年 6 月

32 平成 20 年 10 月

（２）   地域自衛消防隊小型動力ポンプ保有状況

所　属　分　団 配　置　場　所 ポンプ名 型式名 製造番号 級別 取得年月

大 聖 寺 第 ２ 分 団 大 聖 寺 中 町 ラビット P382S 1647 Ｃ－１

大 聖 寺 上 木 町 本 村 ラビット P381SV 1632 Ｃ－１

大 聖 寺 上 木 町 出 村 ラビット P382S 3138 Ｃ－１

大 聖 寺 錦 城 ケ 丘 町 ラビット P380S 1238 Ｃ－１

片 野 町 シバウラ FT300 100210 Ｃ－１

黒 崎 町 シバウラ FT300 102523 Ｃ－１

高 尾 町 ラビット P380S 1144 Ｃ－１

深 田 町 ラビット P380S 1584 Ｃ－１

宮 町 ラビット P380S 1067 Ｃ－１

田 尻 町 ラビット P455S 1925 Ｂ－３

小 塩 町 ラビット P455 5347 Ｂ－３

橋 立 町 ラビット P380S 1488 Ｃ－１

南 郷 町 ラビット P381S 1923 Ｃ－１

下 河 崎 町 ラビット P380S 1058 Ｃ－１

上 河 崎 町 ラビット P382S 1973 Ｃ－１

吸 坂 町 ラビット P303 2877 Ｃ－１

黒 瀬 町 ラビット P328S 2895 Ｃ－１

保 賀 町 ラビット P407RS 2508 Ｂ－３

中 代 町 ラビット P380S 1603 Ｃ－１

奥 谷 町 ラビット P380S 1582 Ｃ－１

三 木 町 ラビット P381SV 1638 Ｃ－１

熊 坂 町 ラビット P383M 301733 Ｃ－１

永 井 町 シバウラ FT300 101402 Ｃ－１

吉 崎 町 シバウラ FT300 101365 Ｃ－１

直 下 町 ラビット P382S 2339 C－１

日 谷 町 ラビット P450M 2554 Ｂ－３

曽 宇 町 ラビット P450M 3328 Ｂ－３

幸 町 ラビット P303B 6829 Ｃ－１

細 坪 町 シバウラ FT300 101179 Ｃ－１

美 谷 が 丘 ラビット P３８２S 1969 Ｃ－１

大 聖 寺 瀬 越 町 ラビット P450S 1200 Ｂ－３

塩 屋 町 トーハツ V20ES 3354 Ｃ－１

合　　　　　　　計 32隊 B-３　6台　／　C-１　26台

大 聖 寺 第 ３ 分 団

三 木 分 団

三 谷 分 団

塩 屋 分 団

第
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
方
　
　
　
　
　
　
面

橋 立 分 団

南 郷 分 団
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№

1 平成 29 年 8 月

2 昭和 58 年 7 月

3 昭和 63 年 7 月

5 平成 15 年 5 月

6 令和 7 年 11 月

7 昭和 54 年 6 月

8 昭和 56 年 8 月

9 平成 28 年 5 月

10 令和 6 年 5 月

11 昭和 61 年 6 月

12 平成 28 年 3 月

13 平成 3 年 5 月

14 昭和 59 年 7 月

15 平成 17 年 7 月

16 令和 元 年 6 月

17 平成 24 年 6 月

18 平成 18 年 6 月

19 平成 27 年 9 月

20 平成 元 年 12 月

21 昭和 54 年 6 月

22 平成 9 年 7 月

23 令和 2 年 3 月

24 令和 5 年 4 月

所　属　分　団 配 置 場 所 ポンプ名 型式名 製造番号 級別 取得年月

松 が 丘 シバウラ FT300 100722 Ｃ－１

西 山 田 町 ラビット P407S 5214 Ｂ－３

東 山 田 町 ラビット P303B 9518 Ｃ－１

弓 波 町

冨 塚 町

白 山 台 ラビット P382S 1637 Ｃ－１

塩 浜 町 シバウラ FT310 101043 Ｃ－１

篠 原 町 ラビット P407S 2442 Ｂ－３

篠 原 新 町 ラビット P407S 4045 Ｂ－３

千 崎 町 ラビット P455DAN 7421 Ｂ－３

大 畠 町 シバウラ FT310 100246 Ｃ－１

小 塩 辻 町 ラビット P407AS 7782 Ｂ－３

野 田 町 ラビット P383S 302445 Ｃ－１

宮 地 町 ラビット P450S 1040 Ｂ－３

伊 切 町 ラビット P407AS 7282 Ｂ－３

柴 山 町 ラビット P４５５BS 4753 Ｂ－３

新 保 町 シバウラ FT300 101665 Ｃ－１

合 河 町 ラビット P383S 301841 Ｃ－１

中 島 町 ラビット P382S 7623 Ｃ－１

動 橋 町 ラビット P383S 302394 Ｃ－１

八 日 市 町 ラビット P303BS 2180 Ｃ－１

箱 宮 町 ラビット P407S 2128 Ｂ－３

高 塚 町 ラビット P380S 1723 Ｃ－１

打 越 町 トーハツ V20FS 0366 Ｃ－１

分 校 町 シバウラ FT300 104082 Ｃ－１

合　　　　　　計 24隊 B-３　9台　／　C-１　15台

作 見 分 団

4 ラビット P303B 7817 Ｃ－１ 昭和 59 年 3 月

湖 北 分 団

動 橋 分 団

分 校 分 団

第
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
方
　
　
　
　
　
　
面

金 明 分 団
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№

1 平成 8 年 7 月

2 平成 29 年 10 月

3 平成 22 年 7 月

4 平成 4 年 7 月

5 平成 8 年 7 月

6 平成 5 年 6 月

7 昭和 60 年 6 月

8 平成 2 年 6 月

9 平成 4 年 10 月

10 平成 14 年 6 月

11 平成 6 年 6 月

12 平成 4 年 7 月

13 平成 10 年 6 月

14 平成 18 年 6 月

№

1 令和 2 年 10 月

2 昭和 59 年

3 平成 14 年

4 平成 26 年 5 月

5 平成 17 年

6 平成 23 年 6 月

7 平成 19 年 6 月

8 平成 19 年 6 月

9 平成 8 年

10 平成 9 年

11 昭和 55 年

12 平成 5 年

13 平成 5 年

14 平成 4 年

所　属　分　団 配　置　場　所 ポンプ名 型式名 製造番号 級別 取得年月

桂 谷 町 ラビット P380S 1583 Ｃ－１

大 和 町 シバウラ FT300 100546 Ｃ－１

河 南 町 ラビット P383S 301436 Ｃ－１

淀 町 ラビット P380S 1143 Ｃ－１

西 島 町 ラビット P380S 1602 Ｃ－１

加 茂 町 ラビット P380S 1240 Ｃ－１

桑 原 町 ラビット P407AS 7877 Ｂ－３

庄 町 ラビット P303BS 2347 Ｃ－１

勅 使 町 ラビット P380S 1969 Ｃ－１

松 山 町 ラビット P328S 1314 Ｃ－１

二 子 塚 町 ラビット P380S 1311 Ｃ－１

宇 谷 町 ラビット P380S 1147 Ｃ－１

栄 谷 町 ラビット P381S 1168 Ｃ－１

横 北 町 ラビット P382S 2618 Ｃ－１

塔 尾 町

柏 野 町

須 谷 町

合              計 15隊 B-３　1台　／　C-１　14台

所　属　分　団 配　置　場　所 ポンプ名 型式名 製造番号 級別 取得年月

山 中 温 泉 我 谷 町 シバウラ FT300M 102536 Ｃ－１

山 中 温 泉 栢 野 町 トーﾊﾂ V20B 985 Ｃ－１

山 中 温 泉 菅 谷 町 トーﾊﾂ V2001 1332 Ｃ－１

山 中 温 泉 下 谷 町 ラビット P383 302165 Ｃ－１

山 中 温 泉 こ お ろ ぎ 町 ラビット P382S 2410 Ｃ－１

山 中 温 泉 塚 谷 町 ラビット P383M 301582 Ｃ－１

山 中 温 泉 上 原 町 ラビット P382M 2846 Ｃ－１

山 中 温 泉 中 田 町 ラビット P382 2889 Ｃ－１

山 中 温 泉 長 谷 田 町 トーﾊﾂ V2001 8031 Ｃ－１

山 中 温 泉 滝 ･ 中 津 原 町 トーﾊﾂ V2001 8483 Ｃ－１

山 中 温 泉 菅 生 谷 町 トーﾊﾂ V15A 4549 Ｃ－１

山 中 温 泉 今 立 町 ラビット P380 1241 Ｃ－１

山 中 温 泉 荒 谷 町 ラビット P380 1303 Ｃ－１

山 中 温 泉 大 土 町 ラビット P380 1155 Ｃ－１

合              計 14隊 C-１　14台

総　　　合　　　計 85隊 B-３　16台　／　C-１　69台

山 代 第 １ 分 団

山 代 第 ２ 分 団

庄 分 団

勅 使 分 団

東 谷 口 分 団
15 ラビット P303BS 2056 Ｃ－１ 昭和 63 年 10 月

山 中 第 １ 分 団

山 中 第 ２ 分 団

山 中 第 ３ 分 団

山 中 第 ４ 分 団

第
　
　
　
　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
方
　
　
　
　
　
　
面

第
　
　
　
　
４
　
　
　
　
方
　
　
　
　
面
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２　水　　利 

 

 

 

 

公設防火水槽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



307 54 361 

105 25 130 

145 23 168 

74 23 97 

86 5 91 

29 4 33 

746 134 880 

150 15 165 

253 40 293 

79 31 110 

73 22 95 

114 24 138 

91 30 121 

760 162 922 

320 30 350 

55 5 60 

107 11 118 

86 21 107 

44 10 54 

612 77 689 

53 11 64 

108 14 122 

135 28 163 

24 4 28 

320 57 377 

2,438 430 2,868 

（１）  地区別消防水利状況一覧表
令和8年4月1日　現在

消 防 水 利

大 聖 寺

橋 立

南 郷

三 木

三 谷

塩 屋

小 計

片 山 津

作 見

金 明

湖 北

動 橋

分 校

小 計

山 代

別 所

庄

勅 使

東 谷 口

小 計

西 谷

温 泉

河 南

東 谷

小 計

合　　　計

　　　　　　　　水利別

 　方面／
　　　地区別

消

火

栓

防

火

水

槽

合

計

第
３
方
面

第
４
方
面

第
１
方
面

第
２
方
面
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（２）  基準水利状況一覧表

基準数合計 消火栓 消火栓以外 不足 充足率

1,349 702 477 170 87 

165 97 55 13 92 

264 132 94 38 86 

149 99 33 17 89 

124 64 50 10 92 

40 23 14 3 93 

58 31 24 3 95 

39 28 5 6 85 

54 22 17 15 72 

58 17 34 7 88 

67 29 32 6 91 

68 28 27 13 81 

60 25 25 10 83 

86 59 18 9 90 

45 16 21 8 82 

43 22 15 6 86 

29 10 13 6 79 

令和8年4月1日現在

地域別

加賀市全域

大聖寺地区

片山津地区

山代地区

山中地区

塩屋地区

三木地区

三谷地区

南郷地区

橋立地区

金明地区

湖北地区

分校地区

庄地区

勅使地区

東谷口地区

その他の地域

市
街
地

準
市
街
地
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３　通信・気象 

 

 

 

 

 

 

高機能消防指令システム　 

（令和７年 10 月更新整備） 

 

 

 

 

 

 

 

 



高機能消防指令システム系統図
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                                        無 線 通 信 系 統 図
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（１）  高機能消防指令システム機器概要
令和8年4月1日現在

施　　設　　名 数　量 施　　設　　の　　内　　容

無線統制台 １台
無線統制、管理監視制御卓により基地局設備を監視、遠隔装置、卓上型移動無線装
置を装備

指令台 ２台
１１９番受付から各署への出動指令、消防車、救急車の無線通信、医療機関等への連
絡、災害事案の処理及び支援業務の操作が１１９番通報輻輳時にモード切替により４
台で受付が可能

自動出動指定装置 ３台
出動隊の自動編成・署所選択・自動指令・事案管理等指令システム自動化機能を制
御

地図等検索装置 ３台 災害地点決定までの検索、各種地図表示

多目的情報端末 ３台 指令台・無線統制台に搭載し各種消防活動支援情報を表示

指令制御装置 １台 指令台の回線制御、データ制御

非常用指令設備 １台 指令制御装置と同等機能を有し指令制御装置障害発生時の自動切替

統合型位置情報通知装置 １式
携帯電話・IP電話・固定電話からの１１９番通報の発信位置受信、自動出動指定装置・
地図等検索装置に表示

映像制御装置 １式 マトリックススイッチャ、映像信号分配器、録画再生装置、遠隔制御器

車両運用表示盤 １面 署所端末装置・出動車両運用管理装置と連動、車両運用状況を表示

支援情報表示盤 １面
指令制御装置・自動出動指定装置・気象情報収集装置と連動、各出動件数・１１９番
受付件数・気象情報を表示

多目的情報表示盤 １面 災害地点・災害状況・地図検索装置・その他映像装置等の表示

システム監視装置 １式 指令システムの監視機能、障害発生時の通知機能

指令電送装置 １式 出動指令情報等のデータを消防ネットワークで署所へ伝送

署所端末装置 ５式 災害出動指令の受令、トーン指令・電話機指令・放送指令を自動受令

出動車両運用管理装置 1式 車両動態・車両位置情報を自動指定出動装置・車両運用表示盤に反映

音声合成装置 １式 指令・案内メッセージの音声合成

順次指令装置 １式 災害発生時、消防職員・団員及び関係機関に順次電話呼び出しによる案内を行う

ｅメール指令装置 １式 送信依頼された指令情報を予め登録されている連絡先に対してメール送信を行う

ＦＡＸ１１９受信装置 １式 １１９番通報受信用ＦＡＸとして指令台と連動

ｅメール１１９受信装置 １式 ｅメールを利用した緊急通報メールを受信し専用端末装置に表示

NET１１９受信装置 1式 ＷＥＢ環境を利用した緊急通報を受信し専用端末装置に表示

映像通報装置 １式
通報者の端末に対して映像要請のSMSを送信し、通報者からの映像を専用端末装置
に表示

災害状況等自動案内装置 １式 加入電話による災害・病院の問い合わせに対する自動音声案内

長時間録音装置 １台
１１９番通報・音声指令・無線交信等・指令台等で取り扱う全ての通話内容を自動及び
手動制御で録音

気象情報収集装置 １式 各種気象情報自動観察・記録、指令システムとの連動

避雷設備 １式
商用電源から侵入する誘導雷サージあるいは接地雷サージによる破壊衝撃から指令
システム設備を構成する各機器を保護

電源設備 １式
指令システム各装置の瞬断防止装置、無停電電源装置、直流電源装置、蓄電池設備
より構成

消防ネットワーク機器 １式 高機能指令システム指令系ＬＡＮ及び指令系ＷＡＮを有機的に統合

駆け込み通報装置 ５式 署所不在時や夜間等に発生する駆け込み通報に対して、消防指令室に接続

支援情報システム １式 警防、予防、総務の各管理業務の事務の効率化、消防活動を支援するための装置

- 77 -



　 （２）　覚知別通報受信状況
令和7年1月1日～令和7年12月31日

加入電話

固定※ 携帯 72－0119 警察 高速

9 24 2 1 6 42 

1,357 2,584 245 12 8 1 15 1 51 4,274 

5 25 3 2 35 

19 38 30 2 8 10 1 2 110 

158 241 399 

6 6 

498 115 2 2 617 

605 152 24 27 11 819 

67 188 3 258 

7 55 62 

3 7 1 11 

2,734 3,429 280 15 20 2 25 2 24 27 11 64 6,633 

・火災、救急、救助、その他災害は再通報を含む。

・覚知種別その他：NET119、衛星電話、他消防本部から転送されたときなど。

・NET119は10月1日(運用開始)以降の件数。

 （３）　119番月別通報受信状況 令和7年1月1日～令和7年12月31日

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計

186 154 256 190 175 237 347 208 232 317 223 209 2,734 

278 278 281 255 226 241 357 334 298 289 310 282 3,429 

464 432 537 445 401 478 704 542 530 606 533 491 6,163 

※固定件数にはＩＰ電話からの入電件数も含まれています。

119 専用

火　災

救　急

救　助

その他
災　害

間違い

いたずら

訓　練

試　験

問い合わせ

転送したとき

その他

合計

固定※

携帯

合計

駆付 自己覚知 事後聞知
FAX
119

ﾒｰﾙ
119

NET
119

その他 合計
覚知種別

受付種別

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

800 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

携帯

固定※
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

1 1 

1 1 

大 雪 1 1 

1 1 

1 1 

波 浪 2 1 4 7 

3 1 4 8 3 4 23 

1 3 5 2 1 12 

2 5 8 16 

6 3 7 6 3 2 2 5 7 6 12 59 

4 5 2 11 

7 6 3 1 3 1 4 4 11 39 

1 1 5 

1 3 1 5 

10 4 5 8 4 2 12 8 12 5 5 11 86 

5 4 5 3 3 5 1 26 

4 2 1 7 

3 6 2 11 

2 5 7 

7 5 1 4 17 

3 1 1 5 

6 5 1 12 

41 43 34 34 14 11 17 20 42 21 29 47 353 

 ※梅雨入り6月10日　 梅雨明け7月18日

（５） 令和7年月別気象状況

23.3 27.1 22.4 22.1 21.2 22.9 2.7 16.8 15.8 15.2 18.7 11.6 

2.3 2.2 2.0 2.0 1.8 1.5 1.4 1.4 1.4 1.1 1.4 2.1 1.7 

13.6 14.9 26.2 29.5 32.7 35.7 37.1 37.0 35.7 29.6 20.9 20.3 

4.1 2.7 8.2 13.0 18.2 23.5 27.3 28.3 25.7 18.4 11.5 7.8 15.7 

-1.6 -3.7 -1.5 1.4 6.5 12.8 23.6 21.2 15.4 5.4 2.8 -1.0 

85.3 85.5 76.5 77.0 75.5 77.7 72.7 76.3 77.6 79.3 76.1 75.1 77.8 

33.6 80.6 26.6 17.4 16.3 27.4 36.0 36.5 39.0 39.0 30.4 30.8 

南 南西 東北東 南西 南南東 南西 北東 南西 南西 北東 南西 南

249.0 179.0 136.5 79.5 97.0 146.0 46.0 143.0 207.0 232.5 158.5 235.5 

249.0 179.0 136.5 79.5 97.0 146.0 46.0 143.0 207.0 232.5 158.5 235.5 1,909.5 

※ 加賀市消防本部独自のデータ

（４）  令和7年月別気象通報発令状況

　　　　　　　　　　　　　　　月

大 雨

洪 水

暴 風

暴 風 雪

高 潮

大　 雨

洪　 水

大 雪

強 風

風 雪

波 浪

高 潮

濃 霧

雷

乾 燥

な だ れ

着 氷

着 雪

融 雪

霜

低 温

津　波

火災気象通報

合　  　計

最 大

平 均

最 高

平 均

最 低

平 均

最 低

最 多 風 向

最大

合計

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
合計 / 
平均値

風速
(m/s)

気温
(℃)

湿度
(％)

降水量
(mm)

警
　
　
　
報

注
　
　
　
　
意
　
　
　
　
報

月

月

種別

種別
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Ⅳ　消防団 

 

 
 

 

 
加賀市消防出初式 

 
 
 

 
 
 
 
 



(１) 　消防団組織一覧表

令和8年4月1日現在

分団名　／　階　級 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 計

加 賀 市 消 防 団 本 部 1 4 5 

方 面 長 （1） （1）

大聖寺第１分団 1 2 3 8 14 

大聖寺第２分団 1 1 6 19 27 

大聖寺第３分団 1 1 3 7 12 

橋 立 分 団 1 1 3 10 15 

南 郷 分 団 1 1 3 11 16 

三 木 分 団 1 1 3 8 13 

三 谷 分 団 1 1 3 10 15 

塩 屋 分 団 1 1 3 10 15 

小　　　　　計 （1） 8 9 0 27 83 127 

方 面 長 （1） （1）

片 山 津 分 団 1 1 6 15 23 

作 見 分 団 1 1 3 8 13 

金 明 分 団 1 1 3 9 14 

湖 北 分 団 1 1 3 10 15 

動 橋 分 団 1 1 3 9 14 

分 校 分 団 1 1 3 9 14 

小　　　　　計 （1） 6 6 0 21 60 93 

方 面 長 （1） （1）

山 代 第 １ 分 団 1 1 6 11 19 

山 代 第 ２ 分 団 1 1 3 9 14 

庄 分 団 1 1 3 11 16 

勅 使 分 団 1 1 3 10 15 

東 谷 口 分 団 1 1 3 11 16 

小　　　　　計 （1） 5 5 0 18 52 80 

方 面 長 （1） （1）

山 中 第 １ 分 団 1 1 3 8 13 

山 中 第 ２ 分 団
（ 山 中 温 泉 部 ）

1 

山 中 第 ２ 分 団
（ 東 谷 部 ）

1 

山 中 第 ３ 分 団 1 1 6 20 28 

小　　　　　計 （1） 3 3 2 13 45 66 

合　　　　　　　　計 1 4 22 23 2 79 240 371 

※（　　）は兼務を表す。

第

４

方

面

1 1 4 17 25 

第

１

方

面

第

２

方

面

第

３

方

面

- 81 -



(２) 　年齢別消防団員数

令和8年4月1日現在

階級

年数区分

１８歳～２０歳 0 

２１歳～２５歳 20 20 

２６歳～３０歳 54 54 

３１歳～３５歳 2 33 35 

３６歳～４０歳 3 11 51 65 

４１歳～４５歳 2 3 16 47 68 

４６歳～５０歳 6 4 2 28 26 66 

５１歳～５５歳 10 10 19 7 46 

５６歳～６０歳 2 2 2 2 1 9 

６１歳　以　上 1 2 2 1 1 1 8 

計 1 4 22 23 2 79 240 371 

平　均　年　齢 62.0 59.8 52.1 49.7 49.0 46.9 36.4 40.5 

（３）　在職年数別消防団員数

令和8年4月1日現在

階級

年数区分

       ～ ５年未満 1 89 90 

　５年～１０年未満 2 5 70 77 

１０年～１５年未満 1 3 1 19 47 71 

１５年～２０年未満 3 8 26 30 67 

２０年～２５年未満 1 7 5 1 19 3 36 

２５年～３０年未満 1 8 5 6 20 

  ３０年以上 1 2 3 3 1 10 

計 1 4 22 23 2 79 240 371 

団　長 副団長 分団長 副分団長 部長 班　長 団　員 計

団　長 副団長 分団長 副分団長 部長 班　長 団　員 計
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～

～

～

～

～

～

1 2 3 4

1 2 1 2 7

1 5 6 11

2 5 4 6 8

5 3 13

（４）　報酬等

（単位：円）

団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

年報酬 82,500 69,000 50,500 45,500 37,000 37,000 36,500 

災害：8,000円／回　・　警戒：2,000円／回　・　訓練：2,000円／回

（災害で４時間以下の時：4,000円／回）

（５）　退職団員在職年数

令和7年4月1日～令和8年3月31日

年数区分／階級 団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 合計

　５年未満 4 4

　５年未満 １０年未満 8 8

１０年未満 １５年未満 3 3

１５年未満 ２０年未満 1 1 1 3

２０年未満 ２５年未満 1 1 2

２５年未満 ３０年未満 3 1 4

３０年以上 1 1

合　　　計 5 3 17 25

（６）　退職報償金支給状況

令和7年4月1日～令和8年3月31日

令和３年度 10 3,439,000 13.6 343,900 

令和４年度 13 5,405,000 17.2 415,769 

令和５年度 23 9,430,000 17.6 410,000 

令和６年度 25 11,012,000 18.0 440,480 

令和７年度 21 7,879,000 15.6 375,190 

出動報酬

年度 計 支給総額

一人当り（平均）
団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員
年数 支給額
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（７）　分団車庫一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　項　目
　　所　属

所　　　在　　　地 種　別 構　　　造 面積（㎡） 建築年月

大聖寺第１分団  大聖寺永町３３－１１ 車   庫  木造瓦平屋建 68.3 平成２１年　９月

大聖寺第２分団  大聖寺南町ロ３－３ 車   庫
 鉄筋コンクリート造
 ２ 階建

142.7 平成２４年　４月

大聖寺第３分団  大聖寺下福田町１－２ 車   庫  木造瓦平屋建 63.7 昭和６３年１１月

橋 立 分 団  橋立町は６ 車   庫  木造瓦平屋建 59.6 平成１７年１２月

南 郷 分 団  上河崎町カ１３８－１ 車   庫  木造瓦平屋建 55.3 昭和６３年１２月

三 木 分 団  三木町ト１５４－３ 車   庫  木造GL２階建 71.4 令和２年　３月

三 谷 分 団  曽宇町へ甲３－１ 車   庫  木造瓦平屋建 59.6 平成１０年　３月

塩 屋 分 団  塩屋町ハ７－３ 車   庫  木造瓦平屋建 46.3 平成 ６年　３月

片 山 津 分 団  片山津温泉七１－３２ 車   庫  鉄骨造２階建 121.6 平成２６年　３月

作 見 分 団  作見町ロ１１０－１ 車   庫  木造瓦平屋建 63.3 平成２５年　３月

金 明 分 団  小塩辻町１ 車   庫  木造瓦平屋建 59.5 平成２２年　２月

湖 北 分 団  柴山町よ６４－１ 車   庫  木造瓦平屋建 59.5 平成２８年　３月

動 橋 分 団  動橋町ワ３６－１ 車   庫  木造GL平屋建 62.9 令和２年　３月

分 校 分 団  分校町ホ１５－２ 車   庫  木造瓦平屋建 59.5 平成１６年１２月

山 代 第 １ 分 団  山代温泉桔梗丘３丁目４７－２ 車   庫  鉄骨造２階建 113.7 平成２７年４月

山 代 第 ２ 分 団  別所町富士見丘１２－４ 車   庫  木造瓦平屋建 46.3 平成 ２年１２月

庄 分 団  西島町カ１４８ 車   庫  木造瓦平屋建 62.0 平成２７年６月

勅 使 分 団  勅使町ル４１－４ 車   庫  木造瓦平屋建 49.7 昭和６２年　３月

東 谷 口 分 団  水田丸町ト１０８－３ 車   庫  木造瓦平屋建 51.2 平成 ５年　３月

山 中 第 １ 分 団  山中温泉菅谷町へ６０ 車   庫  鉄骨瓦平屋建 38.5 平成８年１１月

山 中 第 ２ 分 団
（ 山 中 温 泉 部 ）

 山中温泉薬師町ム３０ 車   庫
 鉄筋コンクリート造
 ３階建 旧庁舎内

433.0 昭和３９年１１月

山 中 第 ２ 分 団
（ 東 谷 部 ）

 山中温泉中津原町ハ５－１ 車   庫  鉄骨平屋建 27.5 昭和６２年１１月

山 中 第 ３ 分 団  山中温泉宮の杜１丁目５ 車   庫  鉄骨瓦２階建 149.0 平成２５年  ５月

第

１

方

面

第

２

方

面

第

３

方

面

第

４

方

面
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（８）　消防ポンプ車保有状況

令和8年4月1日現在

ポンプ

級別 製作所

大 聖 寺 第 １ 分 団 イ ス ズ 800 さ 93 62 A-3 モ リ タ 平成 27年 11月 12日

イ ス ズ 800 さ 77 58 A-2 日 本 機 械 平成 22年 3月 5日

ニ ッ サ ン 800 さ 82 72 （人員兼資機材搬送車） 平成 24年 3月 30日

大 聖 寺 第 ３ 分 団 イ ス ズ 800 さ 90 65 A-2 モ リ タ 平成 26年 11月 17日

橋 立 分 団 日 野 800 さ 82 71 A-2 日 本 機 械 平成 24年 3月 29日

南 郷 分 団 イ ス ズ 800 さ 99 46 A-2 モ リ タ 平成 29年 12月 3日

三 木 分 団 イ ス ズ 800 す 2 81 A-2 モ リ タ 平成 31年 3月 13日

三 谷 分 団 イ ス ズ 800 さ 80 29 A-2 モ リ タ 平成 23年 3月 11日

塩 屋 分 団 イ ス ズ 800 す 7 73 A-2 モ リ タ 令和 2年 10月 30日

日 野 800 す 13 51 A-2 モ リ タ 令和 5年 2月 8日

ト ヨ タ 800 さ 88 32 （人員兼資機材搬送車） 平成 26年 2月 20日

作 見 分 団 日 野 800 す 12 47 A-2 モ リ タ 令和 4年 8月 29日

金 明 分 団 イ ス ズ 800 さ 80 30 A-2 モ リ タ 平成 23年 3月 11日

湖 北 分 団 日 野 800 さ 85 75 A-2 モ リ タ 平成 25年 3月 22日

動 橋 分 団 日 野 800 す 48 A-2 モ リ タ 平成 30年 3月 29日

分 校 分 団 イ ス ズ 800 さ 77 56 A-2 モ リ タ 平成 22年 3月 1日

イ ス ズ 800 す 18 83 A-2 日 本 機 械 令和 6年 12月 5日

ト ヨ タ 800 さ 91 62 （人員兼資機材搬送車） 平成 27年 2月 24日

山 代 第 ２ 分 団 イ ス ズ 800 さ 97 03 A-2 日 本 機 械 平成 29年 1月 26日

庄 分 団 イ ス ズ 800 さ 90 66 A-2 モ リ タ 平成 26年 11月 17日

勅 使 分 団 イ ス ズ 800 す 8 48 A-2 モ リ タ 令和 3年 2月 9日

東 谷 口 分 団 イ ス ズ 800 す 5 33 A-2 モ リ タ 令和 2年 2月 14日

山 中 第 １ 分 団 イ ス ズ 800 さ 90 31 A-2 モ リ タ 平成 26年 10月 15日

山 中 第 ２ 分 団
（ 山 中 温 泉 部 ）

イ ス ズ 800 す 10 01 A-2 モ リ タ 令和 3年 9月 7日

山 中 第 ２ 分 団
（ 東 谷 部 ）

イ ス ズ 800 さ 96 87 A-2 モ リ タ 平成 29年 1月 17日

イ ス ズ 800 す 5 34 A-2 モ リ タ 令和 2年 2月 14日

ニ ッ サ ン 800 さ 85 96 （人員兼資機材搬送車） 平成 25年 3月 28日

（９）　消防団出動状況

令和7年1月1日～令和7年12月31日

区　分 火　災 風水害 演習訓練等 広報・指導 特別警戒 捜　索 その他 合　　計

出 動 回 数 5 0 95 6 41 0 16 163 

出動延人員 122 0 5,526 146 2,602 0 742 9,138 

所　　　属 シ ャ シ 車両番号 登録年月日

大 聖 寺 第 ２ 分 団

片 山 津 分 団

第
　
３
　
方
　
面

山 代 第 １ 分 団

第
　
４
　
方
　
面山 中 第 ３ 分 団

第
　
１
　
方
　
面

第
　
２
　
方
　
面
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参考 

 

 

 

　旧加賀市消防と旧山中町消防の沿革 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



明治 4 年 7 月 14 日

明治 11 年 1 月

明治 15 年

明治 21 年 9 月 5日

明治 22 年 4 月 1日

明治 22 年 4 月 1日

明治 22 年 7 月 10 日

明治 24 年 1 月 5日

明治 24 年 頃

明治 25 年

明治 26 年 4 月

明治 27 年 2 月 9日

明治 27 年 5 月 27 日

明治 27 年 6 月 1日

明治 27 年 7 月 16 日

明治 27 年

明治 28 年 1 月

明治 29 年 5 月 27 日

明治 31 年 9 月 1日

大正 2 年 3 月 10 日

大正 2 年 12 月

大正 4 年 8 月 21 日

大正 6 年 11 月 8日

大正 6 年 12 月 25 日

大正 7 年 1 月 25 日

大正 7 年 3 月

大正 7 年 4 月 1日

大正 7 年 4 月 20 日

大正 7 年 6 月 2日

大正 7 年 6 月 10 日

大正 7 年 7 月 1日

大正 8 年 4 月 1日

大正 13 年 1 月 5日

昭和 3 年 6 月 1日

昭和 5 年 1 月 1日

昭和 6 年 7 月

昭和 9 年 2 月 24 日

昭和 10 年 7 月 1日

昭和 14 年 3 月 31 日

昭和 14 年 4 月 1日

勅令により消防組規則が制定され、公設消防組の設置が促進される。

山代村に公設山代村消防組が組員４８名で創設される。

片山津区に片山津消防組が設置される。

大聖寺町に公設大聖寺町消防組が組員８６名で創設される。

動橋村に公設動橋村消防組が組員３３名で創設される。

塩屋村に公設塩屋村消防組が組員３３名で創設される。

作見村に公設片山津消防組が組員３８名で創設される。

山代村が町制を施き、山代町消防組に改称する。

三谷村に公設三谷村消防組が組員３０名で創設される。

勅使村に公設勅使村消防組が組員３４名で創設される。

大聖寺町消防組に郡内で初めて蒸気ポンプを購入する。

南郷村に公設南郷村消防組が組員３０名で創設される。

福田村に公設福田村消防組が組員３０名で創設される。

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

動橋区に動橋村火消組が組員１２名で設置される。

塩屋村消防組が設置される。

町村制が施行され、江沼郡１町１３４ヶ村を１町２４ヶ村に統合する。

　　　大聖寺町・塩屋村・瀬越村・三木村・福田村・三谷村・南郷村・黒崎村・橋立村

沿　　　　革　　　　史

分校村に村全域を区域とした分校村消防組が組員３０名で組織される。

庄村に村全域を区域とした鳶人足の組織が設置される。

勅令１５号により消防組規則２月９日発布、施行される。

橋立区に橋立村消防組が設置される。

山代区に山代村消防組が組員４８名で設置される。

大聖寺町に鳶が設置される。鳶人足４３名

廃藩置県により大聖寺県を経て江沼郡となる。１町１３４ヶ村

大聖寺町鳶を大聖寺町火消組の東組・西組の２組に編成する。組員１０６名

動橋村に村全域を区域とした動橋村消防組が組織される。

　　　作見村・塩津村・篠原村・動橋村・分校村・山代村・庄村・勅使村・東谷口村

　　　山中村・河南村・西谷村・東谷奥村・那谷村・矢田野村・月津村

三木村に公設三木村消防組が組員３３名で創設される。

分校村に公設分校村消防組が組員３４名で創設される。

東谷口村に公設東谷口村消防組が組員３０名で創設される。

黒崎村に公設黒崎村消防組が組員３２名で創設される。

橋立村に公設橋立村消防組が組員２８名で創設され、県下では松任町に次いで二番目に手引ガソ　　　　

リンポンプを購入する。

篠原村に公設篠原村消防組が組員４０名で創設される。

庄村に公設庄村消防組が創設される。

塩津村に公設塩津村消防組が組員３８名で創設される。

片山津温泉所が片山津・潮津区から独立、片山津温泉区消防組が設置される。

作見村・塩津村組合立の公設片山津温泉消防組が組員３０名で創設される。

橋立村と黒崎村が合併し橋立村となり、新しく橋立村消防組に組織変更する。

大聖寺町消防組に郡内で初めてフォードのポンプ自動車を購入する。

大聖寺町消防組に常備員を採用する。毎日１名機関員として常駐する。

大聖寺町に福田村が編入合併、福田村消防組を大聖寺町消防組第５部とする。

勅令２０号により警防令が公布にされ、郡内の消防組すべてが解散する。

勅令２０号により警防団令施行される。

　 　大聖寺町警防団が創設される。　定員２５１名、実員２４７名

　 　塩屋村警防団が創設される。　　定員　３３名、実員　３３名

　 　三木村警防団が創設される。　　定員　３８名、実員　３８名

　 　三谷村警防団が創設される。　　定員　３４名、実員　３８名

　 　南郷村警防団が創設される。　　定員　６０名、実員　６０名

　 　橋立村警防団が創設される。　　定員　４０名、実員　４０名

　 　分校村警防団が創設される。　　定員　３４名、実員　３４名

　 　山代町警防団が創設される。　　定員１０５名、実員１０２名

　 　篠原村警防団が創設される。　　定員　３０名、実員　３０名

　 　動橋村警防団が創設される。　　定員　３９名、実員　４２名

旧加賀市消防のあゆみ

明治初期
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昭和 14 年 4 月 1日

昭和 17 年 10 月 25 日

昭和 17 年 11 月 3 日

昭和 18 年 1 月 6日

昭和 19 年 6 月 1日

昭和 22 年 4 月 1日

昭和 22 年 4 月 30 日

昭和 22 年 7 月 2日

昭和 22 年 7 月 24 日

昭和 22 年 8 月 7日

昭和 22 年 8 月 13 日

昭和 22 年 9 月 1日

昭和 22 年 9 月 9日

昭和 22 年 9 月 28 日

昭和 22 年 9 月 29 日

昭和 22 年 10 月 1 日

昭和 24 年 1 月 1日

昭和 27 年 6 月 10 日

昭和 29 年 3 月 10 日

昭和 29 年 4 月 1日

昭和 29 年 11 月 3 日

昭和 30 年 1 月 5日

昭和 30 年 1 月 20 日

昭和 30 年 4 月 1日

昭和 31 年 4 月 1日

昭和 33 年 1 月 1日

昭和 33 年 4 月 1日

昭和 33 年 5 月 1日

昭和 35 年 6 月 1日

昭和 35 年 6 月 1日

昭和 37 年 5 月 1日

大聖寺消防署を加賀市消防署に、片山津消防署･山代消防署を片山津分署･山代分署に改組する。

二代消防長に須谷良達氏が就任する。

初代団長に北出秀雄氏が就任する。　　分団総数２１ヶ分団、団員総数４１１名

消防本部の機構を改革する。

   連合団長に北出秀雄氏が就任する。

加賀市消防本部を創設する。大聖寺・片山津・山代の各消防団常備部を消防署とし、消防長以下

３５名の職員を以って発足する。

初代消防長に林　理一氏が就任する。

　 　大聖寺地区を第１消防団とし、１０ヶ分団に編成する。

　 　片山津地区を第２消防団とし、６ヶ分団に編成する。

　 　山代地区を第３消防団とし、４ヶ分団に編成する。

　 　分団総数２０ヶ分団、団員総数５３２名

加賀市消防団を一本化に整備統合し、旧団を各々第１・第２・第３方面とする。

片山津町消防団に常駐員８名を採用し常備部を創設する。

片山津町消防団常備部設置に伴い、片山津温泉・片山津・塩津分団を廃止し７ヶ分団を４ヶ分団

に機構改革する。

加賀市制施行

月津村柴山区が片山津町へ編入合併し、月津村消防団柴山分団を片山津町消防団第７分団に改組　　　　　

山代町消防団に常備員８名を採用し常備部を創設する。

勅使村・東谷口村が山代町へ編入合併し、山代町消防団勅使・東谷口分団に改組する。

する。

動橋町が分校村を吸収合併し、動橋町消防団第１・第２分団に改組する。

　　　　　　　　　　　　　　定員１４０名、実員１２４名

片山津町に篠原村が編入合併し、篠原村消防団を片山津町消防団第６分団改組する。

　 　庄村警防団が創設される。　　　定員　３０名、実員　３４名

　 　勅使村警防団が創設される。　　定員　３５名、実員　３５名　

片山津町警防団に常備員を４名採用する。毎日２名が機関員として常駐する。

塩屋村消防団に改組する。　　定員　２９名、実員　２９名

消防組を各々分団とする。　　　　　定員１１９名、実員１１９名

　 　東谷口村警防団が創設される。　定員　３０名、実員　４１名

作見村・塩津村組合立の片山津警防団を創設、旧片山津・片山津温泉・塩津

大聖寺町に瀬越村が編入合併し、瀬越村消防団を大聖寺町消防団第５分団と改組する。

　　　　　　　　　　　　　　定員１５２名、実員１５０名

大聖寺町消防団に改組する。　定員１４０名、実員１０８名

山代町消防団に改組する。　　定員　８０名、実員　８０名

東谷口村消防団に改組する。　定員　３１名、実員　２４名

三谷村消防団に改組する。　　定員　２７名、実員　２５名

瀬越村消防団に改組する。　　定員　３０名、実員　３０名

篠原村消防団に改組する。　　定員　３０名、実員　３０名

江沼郡警防団連合会を解散し、江沼郡消防団連合会が発足する。

橋立村が町制を施行し、橋立町消防団に組織改称する。

橋立村消防団に改組する。　　定員　３０名、実員　３０名

片山津町消防団に改組し、塩津分団を新設し５ヶ分団とする。

庄村が山代町に編入合併し、山代町警防団に統合組織する。

作見村・塩津村が合併し片山津町が誕生、片山津警防団を片山津町警防団に組織改称する。

勅令第１８号により消防団令が施行され、警防団令が廃止される。

勅使村消防団に改組する。　　定員　３１名、実員　２０名

片山津町警防団に作見分団を創設し４ヶ分団とする。

三木村消防団に改組する。　　定員　３０名、実員　３０名

南郷村消防団に改組する。　　定員　６０名、実員　６０名

動橋町消防団に改組する。　　定員　３０名、実員　３０名

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

分校村消防団に改組する。　　定員　３０名、実員　３０名

山代町警防団に常備員を４名採用する。毎日２名が機関員として常駐する。

動橋村は町制を施行し、動橋町警防団に組織改称する。

瀬越村に初めて消防組織の瀬越村警防団を創設する。　定員３０名、実員２０名

大聖寺町警防団に常備部が創設される。　　定員１３名、実員１０名内外

江沼郡消防組連合会を解散し、江沼郡警防団連合会が発足する。
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昭和 37 年 10 月 1日

昭和 38 年 10 月 2 日

昭和 39 年 4 月 1日

昭和 39 年 11 月 8 日

昭和 39 年 12 月 25 日

昭和 41 年 3 月 29 日

昭和 41 年 4 月 1日

昭和 42 年 1 月 20 日

昭和 42 年 3 月 29 日

昭和 42 年 11 月 3 日

昭和 43 年 12 月 1 日

昭和 45 年 6 月 23 日

昭和 46 年 12 月 25 日

昭和 47 年 3 月 24 日

昭和 47 年 4 月 1日

昭和 48 年 4 月 1日

昭和 48 年 4 月 29 日

昭和 48 年 10 月 4 日

昭和 48 年 10 月 17 日

昭和 49 年 2 月 20 日

昭和 49 年 3 月 20 日

昭和 49 年 12 月 26 日

昭和 50 年 3 月 26 日

昭和 51 年 3 月 25 日

昭和 51 年 5 月 31 日

昭和 51 年 6 月 18 日

昭和 51 年 11 月 3 日

昭和 52 年 4 月 8日

昭和 53 年 3 月 17 日

昭和 53 年 4 月 1日

昭和 53 年 5 月 16 日

昭和 53 年 6 月 2日

昭和 53 年 7 月 21 日

昭和 54 年 4 月 1日

昭和 54 年 8 月 1日

昭和 55 年 4 月 1日

昭和 55 年 9 月 30 日

昭和 55 年 10 月 1 日

昭和 55 年 10 月 8 日

昭和 55 年 10 月 17 日

消防団員の条例定数を３７０名に改正する。

加賀市防火協会を創設する。初代会長に高山次郎氏が就任する。

消防職員の条例定数を３８名に改正する。

加賀市婦人防火クラブ発足する。加賀市少年消防クラブ発足する。

　 　を湖北分団、山代本部分団を山代第１分団、山代温泉分団を山代第２

　 　分団、山代南部分団を山代第３分団とする。

加賀市消防団に関する規則の一部改正により本部司令を廃止する。

加賀市消防署に初の小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型（１０ｔ級）を配備する。

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

消防職員の条例定数を４５名に改正する。

加賀市ライオンズクラブより救急車の寄贈を受ける。

加賀市消防署で任意により救急業務を開始する。

加賀市に初めて化学消防車を購入し配備する。

消防職員の条例定数を３９名に改正する。

消防職員の条例定数を４０名に改正する。

山中町・小松市と消防救急応援協定を締結する。

消防本部庁舎竣工する。　（総工事費 415,191千円　鉄筋コンクリート造３階建、

　延べ2,053.082㎡・敷地面積5,108.557㎡）

　（消防庁補助事業　　価格  18,860千円）

消防本部庁舎完成により移転業務開始する。大聖寺分署を新設し一署三分署体制となる。

五代消防長に中島敏雄氏が就任する。消防職数６８名となる。

条例改正により消防本部に課制度を施行する。総務課・消防課を設ける。

福井県坂井郡芦原町と消防相互応援協定を締結する。

加賀市消防本部組織に関する規則の一部改正により署長補佐制を施行する。

する。

消防団８ヶ分団名を改称する。

　 　大聖寺本部分団を大聖寺第４分団、片山津本部分団を片山津第１分団

　 　片山津温泉分団を片山津第２分団、小塩辻分団を金明分団、柴山分団

片山津分署庁舎を片山津町から手塚町へ移転新築する。

　（鉄筋コンクリート造２階建277.78㎡・敷地1,040.8㎡・工費32,200千円）

片山津本部分団並びに山代本部分団に普通ポンプ自動車を購入し、全分団に消防車の配備を完了

元三谷分団班長増村長治氏が叙勲、勲７等青色桐葉章を受章する。

三代消防団長に井村康一氏が就任する。

消防職員の条例定数を６８名に改正する。

四代消防長に児玉千秋氏が就任する。消防職員数６５名となる。

福井県嶺北消防組合と消防相互応援協定を締結する。

二代消防団長に山岸喜平氏が就任する。

　（鉄筋コンクリート造２階建、延べ455.5㎡・敷地面積919㎡・工費 12,750千円）

各署に分散配置の１１９番専用回線を消防本部へ統合、通信指令室を設け一斉指令装置を購入し

て通信施設の充実を図る。（工費 9,897千円）

消防職員の条例定数を６０名に改正する。

並びに覚書を締結する。

消防団長 北出秀雄氏が藍綬褒章を受章する。

山代分署庁舎を１９区から１１区へ移転新築する。

昭和４７年１０月４日　防衛施設庁協定の周辺地域防火水槽４１基の内、２基完成する。

元三谷村消防団長 綿谷信一氏が叙勲、勲６等単光旭日章を受章する。

高速自動車国道北陸自動車道の消防救急応援協定並びに覚書を福井県丸岡町・福井県嶺北消防組　　

合と締結する。

10月17日北陸自動車道の共用開始に伴い、県内５市町と高速自動車国道の消防救急業務応援協定

加賀市消防署救助隊を組織し隊員10名で発足する。

三代消防長に白方弘蔵氏が就任する。

消防職員の条例定数を５１名に改正する。

加賀市に初めて１６ｍ級屈折消防ポンプ梯子車を購入、片山津分署に配備する。

　　　（いすず　　ＴＸＧ５０改　　価格　12,750千円）

消防職員の条例定数を５９名に改正する。

別所町漆器団地に山代南部分団を新設し定員１５名で発足する。

消防団員の定数を３７６名に改正する。

元副団長 笹島武雄氏が叙勲、勲５等瑞宝章を受章する。
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昭和 55 年 11 月 3日

昭和 56 年 4 月 29 日

昭和 56 年 9 月 30 日

昭和 56 年 11 月 3 日

昭和 57 年 4 月 1日

昭和 57 年 4 月 25 日

昭和 57 年 7 月 30 日

昭和 57 年 10 月 1 日

昭和 58 年 1 月 5日

昭和 58 年 9 月 30 日

昭和 58 年 11 月 9 日

　 　 　 　

昭和 59 年 3 月 28 日

昭和 59 年 4 月 1日

昭和 59 年 9 月 17 日

昭和 60 年 1 月 30 日

昭和 60 年 7 月 1日

昭和 61 年 4 月 29 日

昭和 61 年 11 月 3 日

昭和 62 年 1 月 27 日

　 　 　 　

昭和 62 年 11 月 15 日

昭和 62 年 11 月 30 日

昭和 62 年 12 月 15 日

昭和 63 年 11 月 3 日

昭和 63 年 12 月 25 日

平成 1 年 12 月 26 日

平成 2 年 4 月 1日

平成 2 年 4 月 2日

平成 2 年 8 月 5日

　 　 　 　

平成 2 年 9 月 10 日

平成 2 年 11 月 3日

平成 2 年 12 月 25 日

　 　 　 　

平成 3 年 4 月 1日

平成 3 年 5 月 15 日

平成 4 年 1 月 30 日

平成 4 年 3 月 13 日

　 　 　 　

平成 4 年 4 月 1日

平成 4 年 4 月 28 日

平成 4 年 5 月 14 日

平成 4 年 7 月 31 日

平成 4 年 10 月 1日

平成 4 年 10 月 25 日

平成 4 年 11 月 3日

平成 4 年 11 月 30 日

平成 4 年 12 月 25 日

平成 5 年 4 月 1日

平成 5 年 9 月 13 日

平成 5 年 10 月 1日

平成 5 年 10 月 13 日

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

加賀市幼年消防クラブ発足する。

市内１９ヶ所の消防サイレンに無線制御装置を設置し、難聴地域４ヶ所にも消防サイレ

消防職員の条例定数を７０名に改正する。

三分署に配置体制の救急車を消防署に集め、救急・救助業務の集中配備体制をスタートする。

加賀市中央ロータリークラブよりショベルローター除雪車の寄贈を受け除雪体制が確立する。

消防本部庁舎に自家発電装置を設置する。（発電力５０ｋＷ・工費　5,050千円）

消防職員数７９名となる。

救急車に初の防震担架を採用配備する。

応急手当普及啓発活動を推進するため応急手当(普通･上級）講習会を開始する。

救急救命士を養成開始、救急救命東京研修所へ職員を派遣する。

四代消防団長に中野金治氏が就任する。

消防団長 井村康一氏が藍綬褒章を受章する。

全国消防長会第３７回救急委員会が片山津温泉で開催される。

消防職員の条例定数を８５名に改正する。

加賀市財務オンラインシステムスタートし末端機稼動する。

第７回国民文化祭が開催され皇太子殿下が来市される。

元三谷分団長 車信一氏が叙勲、勲６等瑞宝章を受章する。

消防団長 井村康一氏が死去し死亡叙勲、勲５等双光旭日章を受章する。

消防団員の条例定数を３３４名に改正する。

　（周波数　150.33MHZ。　工費　4,305千円）

八代消防長に山下忠信氏が就任する。消防職員数７５名となる。

加賀市防火協会創立３０周年記念式典を開催する。加賀市文化会館、参加人員１７０名

化学消防車を更新整備する。　（防衛施設庁補助事業　価格　24,153千円）

消防業務無線の周波数を加賀市単独周波数に切り換える。　

元大聖寺第４分団長 西村国次氏が叙勲、勲７等青色桐葉章を受章する。

当市に初の３０ｍ級梯子車を購入、消防署に配備する。

　（消防庁補助事業 日産ディーゼルＰ－ＡＺ３０Ｄ４ＷＳ 価格 92,494千円）

消防職員数７４名となる。

加賀市婦人防火クラブ創立１０周年記念防火大会を開催する。

　　加賀市スポーツセンター・参加人員1,300名

市役所別館竣工、大聖寺分署が別館の一角に移転し業務開始する。

消防気象観測装置更新整備する。　（価格　6,200千円）

大型救助資器材を購入配備する。　（県費補助事業　　価格　5,932千円）

消防職員の条例定数を７５名に改正する。消防職員数７２名となる。

七代消防長に奥埜喜一氏が就任する。

救急車の更新整備で、初めて４ＷＤ・ⅡＢ型を購入配備する。

救急専用無線波を初めて採用整備する。　（工費　3,290千円）

消防署車庫の一部を増築する。（ＲＣ造平屋建　147㎡　工事費　21,300千円）

元片山津第１分団長 大杉秀雄氏が叙勲、勲６等瑞宝章を受章する。

片山津分署に当市で初めてＣＤ－Ⅰ型の消防ポンプ車を購入配備する。

　（防衛施設庁補助事業　　価格　11,500千円）

消防指令装置（ＮＥＣ・３０１Ｅ）Ｂ型を更新整備する。（工費　18,000千円）

加賀アマチュア無線クラブ・山代ハムクラブと災害時の消防情報応援協定を締結する。

元消防団長 山岸喜平氏が叙勲、勲６等瑞宝章を受章する。

元橋立分団長 町出太郎氏が叙勲、勲６等瑞宝章を受章する。

結する。

ンを新設竣工する。（工費　15,500千円）

山代分署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅰ型（５ｔ級）を配備する。（価格  14,950千円）

加賀市防火協会に財団法人日本防火協会より防火広報車（ワンボックス型９人乗り）の贈呈を受　　

元消防団長 北出秀雄氏が死去し死亡叙勲、勲４等瑞宝章を受章する。

高速道金津インター共用開始に伴い、福井県嶺北消防組合と消防救急応援協定の一部改正を締

六代消防長に西田雅博氏が就任する。

く。

加賀市消防署に初の救助工作車を購入配備する。（消防庁補助事業　価格 21,960千円）

元消防長 須谷良達氏が叙勲、勲５等瑞宝章を受章する。

元消防団本部司令 矢島 政氏が叙勲、勲６等単光旭日章を受章する。

元消防団本部司令福村喜作氏が叙勲、勲７等青色桐葉章を受章する。
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平成 5 年 10 月 27 日

平成 5 年 11 月 18 日

平成 6 年 4 月 1日

平成 6 年 7 月 29 日

平成 7 年 1 月 18 日

平成 7 年 1 月 23 日

　 　 　 　

平成 7 年 4 月 1日

平成 7 年 8 月 27 日

平成 7 年 8 月 29 日

平成 7 年 11 月 3日

平成 7 年 12 月 25 日

平成 8 年 3 月 31 日

　 　 　 　

平成 8 年 3 月 31 日

平成 8 年 4 月 1日

平成 8 年 4 月 20 日

平成 8 年 6 月 9日

平成 8 年 6 月 24 日

平成 8 年 7 月 1日

平成 8 年 7 月 9日

　 　 　 　

平成 8 年 9 月 1日

　 　 　 　

平成 8 年 9 月 6日

平成 8 年 11 月 1日

平成 9 年 1 月 7日

平成 9 年 2 月 4日

平成 9 年 2 月 6日

平成 9 年 4 月 1日

平成 9 年 4 月 22 日

平成 9 年 4 月 27 日

平成 9 年 11 月 3日

平成 9 年 12 月 25 日

平成 10 年 2 月 2日

平成 10 年 4 月 1日

平成 10 年 4 月 29 日

平成 10 年 5 月 17 日

平成 10 年 5 月 23 日

平成 10 年 6 月 14 日

平成 10 年 8 月 25 日

　 　 　 　

平成 10 年 10 月 30 日

平成 11 年 1 月 10 日

平成 11 年 2 月 26 日

　 　 　 　

平成 11 年 4 月 1日

平成 11 年 5 月 30 日

　 　 　 　

平成 11 年 6 月 21 日

平成 11 年 8 月 2日

平成 11 年 10 月 1 日

平成 11 年 10 月 19 日

平成 11 年 11 月 24 日

平成 11 年 12 月 6 日

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

自治体消防制度４５周年記念式典に参加する。東京ドームへ職･団員３０名を派遣する。

高規格救急車を新規購入整備する。

全職員を対象に「市長講話」が開催される。

山代第１分団車を更新整備する。　（消防庁補助事業　価格　15,173千円）

県下初の女性消防士１名誕生する。消防職員数９４名となる。

北陸高速自動車国道石川県消防協議会主催の救急救助訓練が、尼御前サービスエリア上り線付近

で初めて本線を使用して実施される。参加車両台数４４台　参加人員１５０名

加賀市施行４０周年記念事業「加賀市消防のあゆみ」刊行する。

加賀市連合消友会設立。初代連合消友会会長に中野金治氏が就任する。

消防課（通信指令室専従員）２名増員し１０名とする。

全職員を対象に「危機管理対策研修会」を開催する。

加賀市消防出初式の日程を従来の１月６日から１月４日以降の最初の日曜日と改定する。

消防本部庁舎一部を増築する。（増改築工事費　189,420千円

　　増築　鉄筋コンクリート造３階建　敷地面積485㎡・延べ2,834㎡）

自治体消防５０周年記念パレードに消防車５台参加する。

全国農業青年交換大会が開催され、皇太子殿下・同妃殿下がが来市される。

　　株式会社大同工業・奥谷梨団地視察

緊急消防援助隊近畿中部ブロック訓練が福井県で実施、消火隊１隊参加する。

自治体消防制度施行５０周年記念石川県式典が石川県産業展示館で開催される。　

手取川・梯川連合水防演習が実施される。手取川簡易グランド　団員８０名参加

九代消防長に谷本直人氏が就任する。消防職員数９０名となる。

携帯電話からの１１９番通報を小松市消防本部経由で受付開始する。

元三木分団班長 水口清次氏が叙勲、勲７等青色桐葉章を受章する。

消防本部、各分署の代表電話番号を「△△－０１１９」に統一変更する。

高規格救急車購入整備する。（日産　消防庁補助事業　価格　28,980千円）

石川県消防防災航空隊、ヘリコプターが就航する。

ロシアタンカー重油流出事故加賀市対策本部を解散する。

元団長 中野金治氏が叙勲、勲５等瑞宝章を受章する。

救助工作車を更新整備する。(Ⅱ型 日野 消防庁補助事業　価格　49,852千円）

五代消防団長に辻 治重氏が就任する。消防職員数８８名となる。

　　新潟県新発田市

石川県下８市災害時の相互応援協定を締結する。

石川県航空消防防災準備室員に１名を派遣する。

ロシアタンカー重油漂着事故発生。加賀市対策本部を設置する。

大型水槽車(１０ｔ級)を更新整備する。(三菱　防衛施設庁補助事業　価格27,089千円)

加賀ケーブルテレビに消防情報提供サービス開始する。

越前加賀みずといで湯の文化連邦災害時相互応援協定締結する。

　　山中町・福井県三国町・芦原町・金津町・丸岡町

第７回加賀市防災総合訓練実施に伴い、友好都市災害時相互応援協定を締結する。

加賀白山ロータリークラブより防災資機材運搬車両の寄贈を受ける。

消防職員の条例定数を９４名に改正する。

　（消防庁補助事業　　価格　11,330千円）

消防団全２２ヶ分団に防災救助資機材１３品目を整備する。

加賀市消防水難救助隊を組織し隊員８名で発足する。

消防団員４４名特殊無線技士養成講習、全員資格取得する。講習２日間

  （消防庁補助事業　価格　25,527千円）

救急訓練用生体シミュレーション１体購入整備する。　（価格　4,491千円）

１月１７日午前５時４６分、阪神大震災発生　災害救助に応援隊２隊１１名を派遣する。

消防職員数８３名となる。

第１０回全国婦人消防操法大会に伊切町婦人消防隊が出場し、第９位に入賞する。

消防団全２２ヶ分団の消防ポンプ自動車に消防無線機を設置する。

　（トヨタ　ハイメディク４ＷＤ　消防庁補助事業　　価格　34,711千円）

消防職員数８５名となる。消防本部を総務課･予防課･消防課の三課制とする。

日本消防協会より小型動力ポンプ積載車１台寄贈を受ける。

元三谷分団長 水野栄七氏が叙勲、勲７等青色桐葉章を受章する。

地震津波受発信装置設置される。　　（消防庁補助事業　価格　12,978千円）

石川県緊急消防援助隊発足のため加賀市消防防災援助隊編成する。
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平成 11 年 12 月 31 日

平成 12 年 1 月 31 日

平成 12 年 2 月 24 日

平成 12 年 3 月 29 日

平成 12 年 3 月 31 日

平成 12 年 5 月 16 日

平成 12 年 9 月 19 日

平成 12 年 10 月 10 日

平成 12 年 10 月 16 日

平成 12 年 11 月 15 日

平成 12 年 12 月 3 日

平成 12 年 12 月 13 日

平成 13 年 1 月 15 日

平成 13 年 1 月 24 日

平成 13 年 2 月 8日

平成 13 年 4 月 1日

平成 14 年 4 月 1日

平成 15 年 2 月 14 日

　 　 　 　

平成 15 年 3 月 5日

平成 15 年 4 月 1日

平成 15 年 11 月 1 日

平成 15 年 11 月 20 日

平成 16 年 4 月 1日

平成 16 年 4 月 29 日

平成 16 年 11 月 3 日

平成 17 年 4 月 1日

平成 17 年 4 月 1日

平成 17 年 9 月 30 日

自治体消防制度５５周年記念式典に参加する。東京ドームへ職･団員２０名を派遣する。

消防職員数９０名となる。

市機構改革に伴い消防本部を消防総務課、予防課の二課制とし、通信指令室を消防署の配属とす　　   

る。

消防本部庁舎発電機を更新整備する。　（価格　11,309千円）

元大聖寺第４分団長 油谷喜作氏が叙勲、勲６等瑞宝章を受章する。

加賀白山ロータリークラブ創立５周年で超微粒子噴霧消毒機の寄贈を受ける。

日本消防協会より防災広報車の贈呈を受ける。排気量1,800㏄、ステーションワゴン）

十一代消防長に下口昭氏が就任する。

平成１２年度石川県防災総合訓練・中部７県緊急援助隊訓練が実施される。

全職員を対象に「ストレッチング講習会」を開催する。

全職員を対象に「セクシャルハラスメント講習会」を開催する。

消防緊急通信指令システムを整備する。（防衛施設庁補助　価格　151,725千円）

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

加賀市を廃止する。

平成６年度新規配備の高規格救急車を更新整備する。

　（日産４ＷＤ　防衛施設庁補助事業　　価格　25,100千円）

金沢信用金庫から救急応急手当講習会及び救助活動用の資機材寄贈を受ける。

２人目の女性消防士が誕生する。消防職員数９２名となる。

降雪が多く市災害（雪害）対策本部が設置される。

熊坂町国道８号線で危険物（トリクロロシラン）積載車両漏洩事故が発生する。

十二代消防長に松村勇一氏が就任する。

市機構改革に伴い消防本部の消防総務課、予防課を統合し、消防課とする。

元消防司令長 野田昭男氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝単光章を受章する。

元消防司令長 岩上正雄氏が危険業務従事者叙勲、瑞宝単光章を受章する。

六代消防団長に川下 勉氏が就任する。

加賀市・山中町の合併に伴う消防団統合検討委員会を組織する。

十代消防長に山本瑞夫氏が就任する。

北陸自動車道で塩化メチル（液化クロルメチル）積載車両横転事故が発生する。

片山津第２分団車を更新整備する。　（防衛施設庁補助　価格　15,015千円）

加賀市婦人防火クラブ創立２０周年記念防火大会が開催される。

平成11年度事業で防火水槽を３基新設する。大聖寺西町･千崎町･山代温泉10区

コンピューター西暦２０００年問題危機管理対策本部が設置される。

消防団緊急伝達システム整備する。　（消防庁補助事業　価格　28,350千円）
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旧加賀市の歴代消防長 

 

歴 代 氏   名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 備  考 

初 代 林   理 一 昭和 33 年  5 月 1 日 昭和 35 年 5 月 31 日  

－ 山 田 清次郎 昭和 35 年  6 月 1 日 昭和 37 年 4 月 30 日 市助役兼任 

二 代 須 谷 良 達 昭和 37 年  5 月 1 日 昭和 43 年 3 月 31 日  

－ 山 田 清次郎 昭和 43 年  4 月 1 日 昭和 43 年 11 月 30 日 市助役兼任 

三 代 白 方 弘 蔵 昭和 43 年 12 月 1 日 昭和 53 年 3 月 31 日  

四 代 児 玉 千 秋 昭和 53 年  4 月 1 日 昭和 54 年 3 月 31 日  

五 代 中 島 敏 雄 昭和 54 年  4 月 1 日 昭和 59 年 3 月 31 日  

六 代 西 田 雅 博 昭和 59 年  4 月 1 日 平成  2 年 4 月 1 日  

七 代 奥 埜 喜 一 平成 2 年  4 月 2 日 平成  4 年 3 月 31 日  

八 代 山 下 忠 信 平成 4 年  4 月 1 日 平成 10 年 3 月 31 日  

九 代 谷 本 直 人 平成 10 年  4 月 1 日 平成 13 年 3 月 31 日  

十 代 山 本 瑞 夫 平成 13 年  4 月 1 日 平成 14 年 3 月 31 日  

十一代 下 口   昭 平成 14 年  4 月 1 日 平成 15 年 10 月 31 日  

十二代 松 村 勇 一 平成 15 年 11 月 1 日  平成 17 年 9 月 30 日  

 

旧加賀市の歴代消防団長 

 

歴 代 氏   名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 備  考 

初 代 北 出 秀 雄 昭和 33 年  1 月 1 日 昭和 51 年  6 月 13 日  

二 代 山 岸 喜 平 昭和 51 年  6 月 18 日 昭和 52 年  3 月 25 日  

三 代 井 村 康 一 昭和 52 年  4 月 8 日 平成  4 年 11 月 30 日  

四 代 中 野 金 治 平成  4 年 12 月 25 日 平成  9 年  3 月 31 日  

五 代 辻   治 重 平成  9 年  4 月 1 日 平成 17 年  3 月 31 日  

六 代 川 下   勉 平成 17 年  4 月 1 日 平成 17 年  9 月 30 日  

 



慶応 元 年 （1865年）

明治 18 年 3 月 20 日

明治 24 年

明治 31 年 3 月 26 日

大正 9 年 1 月 14 日

大正 9 年 5 月

大正 14 年 9 月

大正 14 年 10 月

大正 15 年

昭和 2 年 4 月

昭和 3 年 6 月

昭和 4 年

昭和 6 年 5 月 7 日

昭和 6 年 12 月

昭和 7 年 5 月

昭和 7 年 6 月

昭和 8 年

昭和 10 年 5 月

昭和 11 年 5 月

昭和 11 年 6 月

昭和 13 年 5 月 22 日

昭和 14 年 1 月 24 日

昭和 14 年 3 月 8 日

昭和 14 年 4 月 1 日

昭和 16 年 12 月

昭和 20 年 8 月 25 日

昭和 21 年 5 月 15 日

昭和 22 年 4 月 30 日

昭和 22 年 10 月 2 日

昭和 24 年 6 月 4 日

昭和 26 年 5 月 7 日

昭和 29 年 12 月 1 日

昭和 30 年 4 月 1 日

昭和 30 年 4 月 28 日

昭和 30 年 5 月 5 日

昭和 32 年 9 月

昭和 35 年 10 月 14 日

昭和 38 年 1 月

昭和 38 年 4 月 1 日

昭和 39 年 11 月 25 日

昭和 40 年 5 月 12 日

昭和 41 年 11 月 18 日

昭和 42 年 5 月 5 日

昭和 42 年 9 月 30 日

昭和 43 年 7 月 1 日

昭和 43 年 5 月

昭和 43 年 8 月

昭和 43 年 9 月

昭和 45 年 3 月 16 日

旧山中町消防のあゆみ

消防職員を２名増員し、定員１８名とする。

消防ポンプ自動車１台を購入し、消防署に配置する。

薬師町ム30番地に消防庁舎を新築する。(鉄骨コンクリ－ト３階建、延べ433㎡、工費13,213千円）

全国消防長会東近畿支部に加入する。

屈折梯子付ポンプ自動車１５ｍ級を購入し、消防署に配置する。(8,670千円)

日本損害保険協会より、消防ポンプ自動車が寄贈され消防署に配置する。

石川県より救急車が寄贈され、消防署に配置する。

小型動力ポンプ１台を滝・中津原器具庫に配置する。

消防長事務取扱　町長　桂田　又作氏が就任する。

消防職員を６名増員し、定員１４名とする。

消防職員を２名増員し、定員１６名とする。

消防専用中短波無線電話基地局１・移動局２で開設する。

第二代消防団長　田守　正哉氏が就任する。

３８豪雪となる。

全国消防長会に加入する。

８名にて消防署も発足する。（消防司令長１名・消防士長２名・消防士６名）

山中町消防団が、町村合併による消防団の統合により、１団 ６ヶ分団１１４名にて編成する。

初代消防団長　新井　長作氏が就任する。

消防長事務取扱　町長　尾野　彦次郎氏が就任する。

現在の薬師町に消防団庁舎を新築する｡(木造２階建、延べ231㎡、工費750千円）

豊田式小型四輪自動車ポンプを購入する｡

町村合併促進法に基づき、１町３村が合併し山中町となる。(山中町、河南村、西谷村、東谷奥村）

山中町消防本部を設立し、町長　田向　一太朗氏を職務執行者として消防長とし、署長以下

消防記念碑を建立する。（現在、東山神社横）

山中温泉街大火となる。(焼失戸数852棟、損害額6,000千円、り災組員41名）

県令２８号を以て、消防組規則及び施行細則公布と同時に新式飛行機型ガソリンポンプ車１台

及び組員５０名を以て組織編成する。

鎮火祭、左義長が復活する。

鈴木式２５馬力ロータリーポンプ車を購入する。

小沢式１２馬力ロータリーポンプ車を購入する。

消防互助会を設置する。

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

沿　　　　革　　　　史

レオ－８５馬力ポンプ自動車を購入する。

消防手１０名増員する。

予算において組員退職慰労金を申請し、１０年以上の勤続者に対して実施する。

組の編成替を申請し部制の認可を得て小頭１名増員する。

鉄骨望火台を建立し、消防紀功碑を移転再建する。（現在の薬師町）

村火消として「イ組・ロ組」の二組に分け、組織する。

手押ポンプ１台を購入後、山中消防組を組織する。

勅令第２０号を以て、警防団令施行する。

県令第６２号を以て、警防団令施行規則制定する。

山中町警防団常備部当番司令以下７名で発足する。

勅令第１８号を以て、消防団令施行する。

１団・４ヶ分団の団員７１名により、山中町消防団発足する｡

１ヶ分団増設し、消防ポンプ自動車長野二段式タ－ビン車を購入し配置する。

本年より、大火記念日に町内自衛消防隊消火栓放水競技大会を実施する。

山中町警防団創設する。

湯の出町の漆器産業陳列館一階を警防団本部とする。

山中海軍病院より、イスズ・ポンプ自動車を譲り受ける。

小頭２名増員し消防組を３部制とする。 （組員61名）

昭和６年の大火で焼失したポンプ置場等を新築し、不足各機具の充実に努める。

西谷村字枯淵大火となる。

フォ－ドトラック自動車を購入、鈴木ガソリンポンプ積載自動車を製作する。

インターナショナルポンプ自動車（８５馬力）を購入する。

退職幹部及び組員を以て、予備消防隊を編成する。

東谷奥村字大土大火となる。
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昭和 46 年 5 月 5 日

昭和 46 年 11 月

昭和 46 年 12 月 26 日

昭和 47 年 9 月 5 日

昭和 49 年 3 月 23 日

昭和 49 年 3 月 30 日

昭和 49 年 5 月

昭和 49 年 6 月 7 日

昭和 50 年 10 月

昭和 51 年 9 月 16 日

昭和 52 年 3 月 23 日

昭和 53 年 12 月 23 日

昭和 54 年 2 月 22 日

昭和 55 年 8 月 29 日

昭和 55 年 9 月 2 日

昭和 55 年 10 月 29 日

昭和 55 年 10 月 30 日

昭和 55 年 11 月 1 日

昭和 56 年 10 月 30 日

昭和 56 年 12 月 8 日

昭和 57 年 4 月 1 日

昭和 57 年 4 月 29 日

昭和 58 年 2 月 12 日

昭和 58 年 5 月 5 日

昭和 58 年 9 月 1 日

昭和 58 年 10 月 1 日

昭和 59 年 4 月 1 日

昭和 59 年 4 月 29 日

昭和 60 年 4 月 1 日

昭和 60 年 4 月 29 日

昭和 60 年 8 月 8 日

昭和 60 年 11 月 9 日

昭和 61 年 9 月 12 日

昭和 61 年 12 月 12 日

昭和 62 年 6 月 5 日

昭和 62 年 11 月 30 日

昭和 63 年 12 月 8 日

平成 元 年 3 月 8 日

平成 元 年 4 月 29 日

平成 元 年 12 月 22 日

平成 2 年 2 月 9 日

平成 3 年 2 月 5 日

平成 3 年 3 月 30 日

平成 3 年 7 月 8 日

平成 3 年 8 月 22 日

平成 3 年 10 月 1 日

平成 3 年 11 月 8 日

平成 3 年 12 月 17 日

平成 4 年 4 月 1 日

平成 4 年 8 月 25 日

平成 5 年 7 月 18 日

平成 5 年 10 月 1 日

平成 5 年 11 月 12 日

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

山中・河南・若美弥保育所幼年消防クラブを発足する。

消防職員１名増員し、条例定員２４名とする。

(財)日本消防協会より救急車が寄贈され､消防署に配置する｡

消防職員を２名増員し、定員２０名とする。

消防職員３名増員し、条例定員２３名とする。

山中町少年婦人防火クラブ委員会を創設する。

消防ポンプ自動車を購入し、第３分団に配置する。

(財)日本消防協会より広報車が寄贈され、消防本部に配置する。（1,100千円）

山中幼稚園幼年消防クラブを発足する。

四十九院町婦人防火クラブを発足する。

日本損害保険協会より水槽付消防ポンプ自動車が寄贈され、消防署に配置する。（14,000千円）

元消防団　第２分団分団長　江野　外義氏が、勲七等青色桐葉章を授章する。

山中町連合婦人少年幼年消防クラブを発足する。

加美谷台婦人防火クラブを発足する。

国庫補助により１６ｍ級屈折梯子付消防ポンプ自動車を更新する。(43,400千円)

消防団団長　田守　正哉氏が、藍綬褒章を受章する。

山中町西桂木町ヌ１７番地の２に消防庁舎を新築する｡

消防長事務取扱　町長　上出　弘氏が就任する。

水力発電施設周辺地域県費交付金にて指令車を購入し、消防本部に配置する。（2,930千円）

（鉄筋３階建、延べ1,110.82 ㎡､工費196,000千円）

上原漆器団地少年消防クラブを発足する。

元消防団　第２分団分団長　出口　國松氏が、勲七等青色桐葉章を受章する。

全国消防協会に加入する。

枯淵町・片谷町婦人防火クラブを発足する。

消防ポンプ自動車及び小型動力ポンプを購入し、第５分団に配置する。（3,150千円）

消防ポンプ自動車を購入し、第４分団に配置する。（3,190千円）

消防ポンプ自動車及び小型動力ポンプを購入し、第１分団に配置する。(4,580千円）

上原漆器工業団地に資材器具庫を新築する。

河南地区に第６分団を発足。消防ポンプ自動車を購入し、第６分団に配置する。（5,280千円）

消防ポンプ自動車を購入し、第２分団に配置する。

四輪駆動車を購入し、指令車として消防本部に配置する。（1,550千円）

国の基準に基づく救急車を購入し、消防署に配置する。（2,640千円）

消防長事務取扱　町長　山田　耕造氏が就任する。

超短波無線機２基購入し、屈折梯子車・第２分団車に配置する。

(財)日本防火協会より、山中町連合婦人少年幼年消防クラブに防火号が寄贈される。

防災まちづくり事業により、加美谷台地区に第４分団車庫を新築する。（2,950千円）

小型動力ポンプを購入し、日の出団地に配置する。

国庫補助により、消防ポンプ自動車ＢＤ－Ⅰ型を購入し、消防署に配置する。（9,600千円）

防災まちづくり事業により、中津原町に第５分団車庫を新築する。（2,700千円）

国庫補助により、救助資機材を購入する。（5,980千円）

元消防団　第６分団　分団長　中山　重信氏が、勲六等瑞宝章を受章する。

消防職員２名増員し、条例定員２６名とする。

水力発電施設周辺地域県費交付金により、消防ポンプ自動車ＢＤ－Ⅰ型を購入し、第４分団

に配置する。（9,400千円）

災害用軽貨物車を購入し、消防署に配置する。 (810千円)

下谷町元新家別邸より、手引消防ポンプ車（大正15年フォ－ド製ガソリンエンジン、鈴木式

ポンプ）が寄贈され、復元修理し、大火記念資料として展示する。(600千円)

(財)自治総合センタ－より補助を受け、訓練用消火標的を購入する。（600千円）

急逝された第二代消防団長 田守　正哉氏（勤続42年）より､　消防団旗及び救助救急資機材

が寄贈される 。故田守　正哉氏が、死亡叙勲　従五位勲四等瑞宝章を受章する。

第三代消防団長　山下　邦男氏が就任する。

元消防団　本部分団分団長　霜　清一氏が、勲七等青色桐葉章を受章する。

国庫補助により、消防ポンプ自動車ＢＤ－Ⅰ型を購入し、第１分団に配置する。( 9,500千円）

消防本部に専任初代消防長　細野　晋治氏が就任する。

自治宝くじ助成により、小型動力ポンプを購入し、大土町に配置する。

完全週休二日制を実施する。

日本損害保険協会より救助工作車が寄贈され、特別予算約6,000千円を加え、特別艤装工事

及び装備の充実を図り、消防署に配置する。
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平成 6 年 3 月 25 日

平成 6 年 10 月 1 日

平成 6 年 11 月 10 日

平成 7 年 4 月 29 日

平成 7 年 6 月 1 日

平成 8 年 3 月 15 日

平成 8 年 3 月 29 日

平成 8 年 4 月 1 日

平成 8 年 4 月 29 日

平成 8 年 10 月 1 日

平成 8 年 12 月 8 日

平成 9 年 7 月 25 日

平成 9 年 8 月 2 日

平成 9 年 8 月 12 日

平成 9 年 9 月 5 日

平成 9 年 11 月 1 日

平成 9 年 11 月 25 日

平成 10 年 1 月 1 日

平成 10 年 3 月 19 日

平成 10 年 5 月 17 日

平成 10 年 8 月 20 日

平成 10 年中

平成 11 年 1 月 4 日

平成 11 年 2 月 8 日

平成 11 年 3 月 4 日

平成 11 年 4 月 1 日

平成 11 年 4 月 29 日

平成 12 年 4 月 3 日

平成 12 年 5 月 30 日

平成 12 年 8 月 10 日

平成 12 年 11 月 7 日

平成 12 年 9 月 1 日

平成 12 年 10 月 3 日

平成 13 年 4 月 1 日

平成 13 年 10 月 17 日

平成 14 年 4 月 1 日

平成 14 年 6 月 20 日

平成 14 年 7 月 9 日

平成 15 年 9 月 25 日

平成 15 年 9 月 29 日

平成 16 年 1 月 3 日

平成 16 年 3 月 26 日

平成 16 年 4 月 1 日

平成 16 年 11 月 24 日

                                                                      （23,100千円）

第４５回石川県消防ポンプ車操法大会に第３分団が出場する｡

元消防団　本部分団分団長　故荒木　武雄氏が、死亡叙勲  勲六等瑞宝章を受章する。

分庁舎防災サイレン吹鳴装置を役場本庁舎に移設する。

自治宝くじ助成により小型動力ポンプを購入し、杉水町に配置する。

消防団員等公務災害補償等基金助成により、防火衣８５着、シコロ付安全帽８５個を購入し、

全団員に貸与する。（1,400千円）

国庫補助により、消防ポンプ自動車ＢＤ－Ⅰ型２台を購入し、第２分団と第４分団に配置する。

消防団再編成のため、１団、５ヶ分団の団員定数７７名とする。

(財)日本消防協会より､防火防災訓練災害補償等共済自治体消防５０周年記念事業として、組

立式テントが寄贈される。

自治体消防５０周年記念パレードに第２分団車で参加する。

昭和６０年式１６ｍ級屈折梯子付消防ポンプ自動車のオーバーホールを実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12,900千円）

山中町消防本部発足以来、初の無火災の年となる。

元消防団　第２分団分団長　中嶋　榮博氏が、叙勲　勲六等瑞宝章を受章する。

消防長事務取扱　町長　田中　實氏が就任する。

庁舎施設の修繕及び改修工事を実施する。（高圧線取替、キュービクル屋根修繕、浴室シャワー

毎年１月５日に実施としていた消防出初式を本年より変更する。

(財)日本消防協会より、山中町消防団に竿頭綬が授与される。

国庫補助により、高規格救急車を購入し、消防署に配置する。（37,900千円）

救急救命士３名で、高規格救急車の運用を開始する。

消防団強化事業により、夏用アポロキャップ７７個・ヘルメット５５個・革手袋５０双を購入

する。（700,000円）

救助資機材を一部更新する。（大型油圧スプレッダー・カッター）(4,710千円)

改修）（1,170千円）

四輪駆動車を購入し、指令車として消防本部に配置する。 (5,270千円)

民間防火組織等の防火・防災普及啓発推進助成事業により、消火訓練用放水器具、模擬消火訓

練装置を購入する。（610千円）

ストロークラムシリンダー・５ｍ延長ホース）（2,550千円）

(財)消防試験研究センター石川県支部より補助を受け、小型動力ポンプＢ－３級を更新し消防

第三代消防長　出口　数夫氏が就任する。

第五代消防団長　山本　勇氏が就任する。

庁舎施設改修工事を実施する。（キュービクル取替）(6,250千円)

第四代消防長  勘崎  栄一氏が就任する。

民間防火組織等の防火・防災普及啓発推進助成事業により、心肺蘇生訓練用人形２体購入する。　

団に配置する。（950千円）

自主防災組織育成事業により小型動力ポンプＢ－３を購入し、山中町に配置する。(1,010千円）

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

山中町消防職員委員会を設置する。

中津原保育所幼年消防クラブを発足する。

元消防署　署長（司令長）　西田　幸雄氏が、勲六等瑞宝章を受章する。

元消防団団長　山下　邦男氏が、勲五等瑞宝章を受章する。

東桂木町ヌ１１番地の２に救助訓練塔を建設する。（18,700千円）

国庫補助により水槽付消防ポンプ自動車購入し、消防署に配置する。（2,000㍑、23,100千円）

第二代消防長　石蔵　博敏氏が就任する。

元消防団　第５分団分団長　阿慈知　薫氏が、勲七等青色桐葉章を受章する。

消防職員２名増員し、条例定員２８名とする。

第四代消防団長　塚田　謙二氏が就任する。

(財)日本消防協会より指揮広報車が寄贈され、消防本部に配置する。

第五代消防長  末  一夫氏が就任する。

菅谷町に第４分団車庫を新築する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2,150千円）

消防庁舎内エアコン新設する。（事務所・待機室・通信指令室）（2,310千円）

(財)救急振興財団より補助を受け、自動体外式除細動器（二相波形式）を購入する。

                                                                        （600千円）

県費補助により、ハイブリッド車用大型油圧救助器具を購入する。（絶縁コンビツール・３段
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平成 17 年 1 月 21 日

平成 17 年 3 月 14 日

平成 17 年 3 月 27 日

平成 17 年 9 月 27 日

平成 17 年 9 月 30 日

県費補助により車載型無線電話装置（移動用１０Ｗ）を購入し、広報車車載無線機を更新する。

　　　　　　　　                                                      　　（500千円）

(財)救急振興財団が行う救急普及啓発支援助成事業により心肺蘇生訓練用人形２基（成人、乳児

用各１基）、感染防止用シールド５００枚、応急手当講習テキスト５００冊が寄贈される。

女性消防隊による安全で災害に強い地域づくり推進事業によりＤ－１級小型動力ポンプ２台を購入

し、四十九院町婦人防火クラブ、加美谷台婦人防火クラブに配置する。また、同事業により活動服、

広報用アーチ、視聴覚機材を購入する。

山中町を廃止する。

消防防災施設等整備費補助金事業により、災害対応特殊消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）を整備

（更新）する。（長野ポンプ(株)製・ダブルサイドプルタイプ吸菅巻取り装置・加納式電動ホース

カー・クラスＡフォーム自動混合装置搭載・高圧ナトリウムランプ・動力フロントウインチ装備・

シャシ日野デュトロPD-XZU378M）（32,643千円）

年　　　次 内　　　　　　　　　　　　　　容

旧山中町の歴代消防長 

 

歴 代 氏   名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 備  考 

初 代 細 野 晋 治 平成 4 年  4 月 1 日 平成  8 年 3 月 31 日  

二 代 石 蔵 博 敏 平成 8 年  4 月 1 日 平成 12 年 3 月 31 日  

三 代 出 口 数 夫 平成 12 年  4 月 1 日 平成 14 年 3 月 31 日  

四 代 勘 崎 栄 一 平成 14 年  4 月 1 日 平成 16 年 3 月 31 日  

五 代 末    一 夫 平成 16 年  4 月 1 日 平成 17 年 9 月 30 日  

 

旧山中町の歴代消防団長 

 

歴 代 氏   名 就 任 年 月 日 退 任 年 月 日 備  考 

初 代 新 井 長 作 昭和 30 年  4 月 28 日  昭和 35 年 10 月 - 日  

二 代 田 守 正 哉 昭和 35 年 10 月 14 日  平成  3 年 8 月 22 日  

三 代 山 下 邦 男 平成  3 年 10 月  1 日  平成  6 年 9 月 30 日  

四 代 塚 田 謙 二 平成  6 年 10 月  1 日  平成 13 年 3 月 31 日  

五 代 山 本    勇 平成 13 年  4 月  1 日  平成 17 年 9 月 30 日  
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